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芸 術 工 学 部
神戸芸術工科大学では、人間にかかわる関係諸学を総合的にとらえ展開する「芸術工学」の教育・研究を通じて、広い教養、専門的知識、
能力、技術とコミュニケーション力を備えたデザイナー、アーティスト、クリエイターを養成する。それにあたり、芸術工学部では、必要な
素養（知識、観察力、論理的思考力、表現力、造形力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力）を持つ人やそれらを学ぶ意欲を持つ
人物を求める。
・  教育内容が理解できるための、基礎的な知識・技能を持っている。
・  人間と社会全般に対する興味、関心を持っている。
・  表現することに対する意欲を持っている。
・  自ら課題を発見し、創造的に考え、解決、行動しようとする意欲を持っている。
・  大学での学びをとおして、人々の幸せやより良い社会の実現に寄与したいという意欲を持っている。
・  特定の分野で卓越した能力を持っている。

建築・環境デザイン学科
本学が掲げる芸術工学の理念に基づき、都市からインテリアまで
の多様な空間スケールを対象とする建築・環境デザインにおい
て、都市・地域空間や生活環境などの質を持続的に向上させ、社
会を持続可能な環境に変えていく力を身につけた空間デザイ
ナーやクリエイターを目指す人物で、カリキュラムポリシーに基づ
く、多様な空間（環境）の創出・再生デザインのための基礎的知識
をもとにしたリサーチからデザインを展開する力を修得するため
の基礎的な知識、技能、意欲を持つ人物を求める。

●求める学生像
・  教育内容が理解できるための、基礎的な知識・技能を持ち、主
体的に学ぶことができる。

・  人々が暮らす環境・空間について幅広い興味、関心を持ってい
る。

・  多くの人とのコミュニケーションを通して、相手の立場に立ち
ながら自分の考えを構築し、表現する意欲を持っている。

・  自ら学び未来を切り開く意欲をもち、社会や環境に対する観察
力によって自ら課題を見いだし、その解決に向けて柔軟に思考
できる。

・  大学での学びを通して、環境・空間のデザインを通して人々の
幸せやより良い社会の実現に寄与したいという意欲を持って
いる。

・  建築・環境デザインに関する分野で卓越した能力を持っている。

生産・工芸デザイン学科
本学が掲げる芸術工学の理念に基づき、デザイン的思考力をもっ
て解決することで人々のくらしを豊かにするデザイナー、アーティ
ストやクリエイターを目指す人物で、カリキュラムポリシーに基づ
く、プロダクトデザイン、ファッション・テキスタイル、クラフトにお
ける専門性と幅広い知見、技術及び表現力を修得するための基
礎的な知識、技能、意欲を持つ人物を求める。

●求める学生像
・  生活用品、電気製品、家具、雑貨、ファッション、テキスタイル、
ガラス、陶芸、ジュエリー、フィギュアなどライフスタイルに関わ
るデザインやアートに興味関心がある。

・  論理的に分析する思考力と豊かな発想力がある。
・  鋭い観察力と芸術的な表現力がある。
・  社会で起こっている事象に目を向け、社会貢献に関心がある。
・  思考の異なる人と話し合い、コミュニケーションが取れる。
・  新たな目標に向かい、計画的に事柄を進めることができる。

ビジュアルデザイン学科
本学が掲げる芸術工学の理念に基づき、時勢に対応する表現方
法や伝達方法、横断的な発想や企画力を駆使し、ビジュアルデザ
イン分野における創造的な社会活動や芸術的表現を志し、デザイ
ナー、アーティストやクリエイターを目指す人物で、カリキュラム
ポリシーに基づく、グラフィック・コミュニケーションデザイン、
WEB・デジタルデザイン、エディトリアルデザイン・イラストレー
ション領域におけるデジタルな手法と、古典的な手作業の修練、
専門知識と実践的能力を修得するための基礎的な知識、技能、意
欲を持つ人物を求める。

●求める学生像
・  グラフィック、広告、ブランディング、本、雑誌、Web、イラスト
レーション、絵本などに強い関心、興味を持っている。

・  社会的事象や自然に対する優れた観察能力がある。
・  論理的な批評・分析能力と、豊かな感性を持っている。
・  周りの人との適切なコミュニケーションをとり、相手の立場に
なって考え、表現ができる。

・  新たな時代を切り開くデザインや表現に挑戦する意欲がある。

メディア芸術学科
本学が掲げる芸術工学の理念に基づき、芸術的感性をバック
ボーンとし、最新技術及び構造的知識をもって、創造的な表現活
動を通じて社会に貢献するデザイナー、アーティストやクリエイ
ターを目指す人物で、カリキュラムポリシーに基づく、メディア芸
術分野における専門性と幅広い知見、技術及び表現力を修得す
るための基礎的な知識、技能、意欲を持つ人物を求める。

●求める学生像
・  まんが・アニメ・映画・CG・ゲームなどのメディア芸術に対する
知的関心を持ち、懸命にその表現方法を学修していこうという
意欲を持っている。

・  メディア芸術の制作を通じて、主体的に多様な人 と々協議し、
学びを深めようとする。

・  まんが・アニメ・映画・CG・ゲームなどを楽しむのが好きで、自
分の鑑賞力や表現力を高め、いずれは制作活動や研究を行い
たいという意欲を持っている。

・  メディア芸術の制作を通じて、個人や社会に対する自分の考え
を発信していきたいという意欲を持っている。

アドミッションポリシー［入試で求める人物像］
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タイプ 区分 2023年 8 月 9月 10月

熱意をアピール！
［専願］

総合型選抜Ⅰ期
＜体験型＞

▶12～15ページ

総合型選抜Ⅱ期
＜面談型＞

▶16～19ページ

作品や制作物・資格で受験！
［併願可］

＜作品持参型＞
作品・制作物＋面接で挑戦する入試です。制作
過程において工夫したことや苦労したこと、学
習意欲や適性を面接で確認します。２学科まで
併願可能です。

＜資格取得型＞
あなたが取得した資格等を評価する入試です
（指定する資格・コンテスト等が条件）。２学科
まで併願可能です。また、資格等の取得状況に
応じた、特待生制度があります。

あなたの意欲や熱意、そして適性や個性をさま
ざまな角度から評価する入試です。体験プロ
グラムを通して評価する＜体験型＞と、あら
かじめ用意した作品や資料などを評価する＜面
談型＞の２種類があります。

総合型選抜Ⅳ期
＜科目選択型＞

▶24～25ページ

一般選抜Ⅰ期
＜科目選択型＞

▶24～25ページ

大学入学共通テストを利用！
［併願可］

一般選抜Ⅱ期
＜大学入学共通テスト利用型＞

▶26ページ

一般選抜Ⅲ期
＜大学入学共通テスト利用型＞

▶26ページ

多様な学びを実践！
［併願可］

外国籍の方や、外国の高校を卒業された日本人
の方、現在社会で活躍されている方、そして専
門学校や大学での学びを更に深めたい方を対象
とした入試です。志望理由書・持参作品・面接
を総合的に評価します。

編・転入学選抜Ⅱ期
▶28～29ページ

留学生選抜Ⅰ期

▶30ページ

▶27ページ

編・転入学選抜Ⅰ期
▶28～29ページ

留学生選抜Ⅱ期
▶27ページ

確ごに門部当担路進校各は細詳。すまし施実を）願専もれずい（抜選学入編薦推校定指び及薦推校列系／薦推校定指抜選型薦推校学、他のそ※ 認ください。
※ 必要書類の郵送は書類郵送締切日消印有効です。ただし、国外からエントリー／出願の場合は、エントリー／出願書類郵送締切日までに必着とします。締切日消
印有効ではありませんのでご注意ください。

8/25金 ～ 9/4月
9/5火（当日消印有効）
9/29金
9/29金 ～ 10/12木
10/13金（当日消印有効）
11/1水
11/1水 ～入学金11/24金

学費等12/8金

・エントリー期間（WEB）・・
・エントリー書類郵送締切・・
・出願認定発表・・・・・・・
・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

体験日

9/16土
9/17日

8/25金 ～ 9/4月
9/5火（当日消印有効）
9/29金
9/29金 ～ 10/12木
10/13金（当日消印有効）
11/1水
11/1水 ～入学金11/24金

学費等12/8金

・エントリー期間（WEB）・・
・エントリー書類郵送締切・・
・出願認定発表・・・・・・・
・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

面談日

9/18月

！

得意な科目を午前・午後から１科目ずつ最大２
科目受験ができる入試です。1科目から受験が
可能です。２学科まで併願可能です。また、成
績優秀者を対象にした特待生制度があります。

得意科目で受験
［併願可］

試験日

10/14土

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

9/22金 ～ 10/5木
10/6金（当日消印有効）
11/1水
11/1水 ～入学金11/24金

学費等12/8金

総合型選抜Ⅲ期
＜作品持参型＞

▶21～23ページ

▶20ページ
＜資格取得型＞

総合型選抜Ⅴ期
＜作品持参型＞

▶21～23ページ

▶20ページ
＜資格取得型＞

総合型選抜Ⅵ期
＜作品持参型＞

▶21～23ページ

▶20ページ
＜資格取得型＞

大学入学共通テストの3教科3科目以上の成績を
利用して受験ができます。最高得点の1教科1科目
で判定します。４学科まで併願可能です。また、成
績優秀者を対象にした特待生制度があります。

帰国生／社会人選抜

入学試験 日程一覧

入
学
試
験
日
程
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覧
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11月 12月 2024年 1 月 2月 3月

1/8月 ～ 1/18木
1/19金（当日消印有効）
3/8金
3/8金 ～ 3/15金

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

試験日

3/2土

10/6金 ～ 10/19木
10/20金（当日消印有効）
11/10金
11/10金 ～入学金11/24金

学費等12/8金

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

試験日

11/4土

1/8月 ～ 1/18木
1/19金（当日消印有効）
2/9金
2/9金 ～入学金2/19月

学費等2/26月

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

試験日

2/3土

11/1水 ～ 11/9木
11/10金（当日消印有効）
12/1金
12/1金 ～入学金12/15金

学費等1/9火

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

試験日

11/25土

2/5月 ～ 2/15木
2/16金（当日消印有効）
3/8金
3/8金 ～3/15金

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

試験日

3/2土

※本学で独自の試験はおこないません。
　2024年1月13日（土）・14日（日）
　に実施される大学入学共通テストを
　必ず受験してください。

1/15月 ～ 1/29月
1/30火（当日消印有効）
2/16金 ～入学金2/26月

学費等3/4月

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・・・

合格発表日

2/16金

2/5月 ～ 2/15木
2/16金（当日消印有効）
3/8金 ～ 3/15金

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・・・

合格発表日

3/8金

10/6金 ～ 10/19木
10/20金（当日消印有効）
12/1金
12/1金 ～入学金12/15金

学費等1/9火

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

試験日

11/25土

10/6金 ～ 10/19木
10/20金（当日消印有効）
12/1金
12/1金 ～入学金12/15金

学費等1/9火

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

試験日

11/25土

1/8月 ～ 1/18木
1/19金（当日消印有効）
3/8金
3/8金 ～ 3/15金

・出願期間（WEB）・・・・・
・出願書類郵送締切・・・・・
・合格発表・・・・・・・・・
・入学手続期間・・・・・・・

試験日

3/2土

入
学
試
験
日
程
一
覧
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芸術工学部    400名
建築・環境デザイン学科    100名
生産・工芸デザイン学科    100名

ビジュアルデザイン学科    100名
メディア芸術学科    100名

以下の1～8のいずれかに該当する者。ただし入試区分によってエントリー／出願資格が異なりますので、下の表も必ずご確認ください。
1．高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者、または2024年3月卒業見込みの者。
2．通常の課程による12年の学校教育を修了した者、または2024年3月修了見込みの者。
3．高等学校卒業程度認定試験（旧：大学入学資格検定）に合格した者、または2024年3月31日までに合格見込みの者。
4．文部科学大臣が、高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者、または2024年3月修了見込みの者。
5． 専修学校の高等課程（修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部
科学大臣が定める日以後に修了した者。

6．文部科学大臣の指定した者。
7．本学が、高等学校卒業と同等以上の学力があると認めた者で、18歳に達した者。
8． 外国において学校教育における12年の課程を修了した者、または2024年3月31日までに修了見込みの者、もしくはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定
した者。

※編・転入学選抜Ⅰ期／Ⅱ期の出願資格等については28～29ページをご確認ください。
※帰国生／社会人選抜の出願資格については30ページをご確認ください。
※出願資格7で受験を希望される方は、エントリー／出願開始の1ヶ月前までに広報入試課までお問い合わせください。
※卒業・修了・合格見込で入学試験に出願・合格し入学手続きを完了した者が、2024年3月31日までに卒業・修了・合格しなかった場合は、入学資格を取り消します。

入試区分 募集人員 エントリー／出願資格 卒業年月

総合型選抜Ⅰ期
＜体験型＞ 35%

上記 1～7のいずれかに該当し、本学を専願とする者。
※上記 8の出願資格の方はエントリーできません。

不問

総合型選抜Ⅱ期
＜面談型＞ 15%

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期
＜作品持参型＞

30%

上記 1～8のいずれかに該当する者。
総合型選抜Ⅳ期
＜科目選択型＞

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期
＜資格取得型＞

上記 1または2に該当し、22～23 ページで指定する対
象資格の種別・級またはコンテスト等の種別・賞位の出願
条件を満たす者（1資格取得または1コンテスト入賞以
上）。

2023年 3月
または

2024年 3月

一般選抜Ⅰ期
＜科目選択型＞

15%

上記 1～8 のいずれかに該当する者。 不問
総合型選抜Ⅵ期
＜作品持参型＞

総合型選抜Ⅵ期
＜資格取得型＞

上記 1または2に該当し、22～23 ページで指定する対
象資格の種別・級またはコンテスト等の種別・賞位の出願
条件を満たす者（1資格取得または1コンテスト入賞以
上）。

2023年 3月
または

2024年 3月

一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期
＜大学入学共通テスト利用型＞ 5%

上記 1～8のいずれかに該当し、「令和 6年度大学入学
共通テスト」で本学が指定する3教科 3科目以上を受験
した者。 不問

留学生選抜Ⅰ期／Ⅱ期 若干名 上記 1または7に該当し、外国籍を有する者。

入学定員

エントリー／出願資格・募集人員 ※外国の国籍をもち、外国の学校を卒業（見込）の方は6～7ページをご確認ください。
入
学
定
員
／
エ
ン
ト
リ
ー
／

出
願
資
格
・
募
集
人
員
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各入試区分のエントリー／出願書類郵送締切日までに簡易書留速達郵便にて郵送してください（締切日消印有効）。
ただし、国外からエントリー／出願の場合は、エントリー／出願書類郵送締切日までに必着とします。
本学所定の様式は神戸芸術工科大学ウェブサイト「入試情報」のページ（https://www.kobe-du.ac.jp/exam/download/）からダウンロードしてください。
※書類は特に指定がない限り原本を提出してください。
※必要に応じて下記以外の書類の提出を求める場合があります。

★１　調査書は、出身学校長が作成し、厳封したものを提出してください。

▲

 調査書は、面接の参考として使用する他に、「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点数化します。調査書に代
わる書類を提出する受験生は、その値を一律に「3.5」とみなし換算します。

▲

 廃校・被災・その他の事情により調査書が得られない場合には、卒業証明書を提出してください。

▲

 必要に応じて上記以外の書類の提出を求める場合があります。

▲

 出願資格3または8に該当する方は、調査書に代わって以下の書類（原本）を提出してください。

★2　エントリー／出願する学科ごとに作成し提出してください。
★3　個別資格・個別コンテスト等　受賞に関する証明書
 指定の「個別資格・個別コンテスト等受賞に関する出願条件」に該当する証明書または賞状のコピーを１部提出してください。（コンテスト等に団体で出場
された方は出場者名がわかる書類のコピーを1部提出してください。）

※編・転入学選抜Ⅰ期／Ⅱ期の提出書類等については28～29ページをご確認ください。
※帰国生／社会人選抜の提出書類等については30ページをご確認ください。

入試区分

提出書類

インターネット
志願票

調査書
★1

自己PR書
〈本学所定様式〉

★2

志望理由書
〈本学所定様式〉

資格・
コンテスト入賞の

証明書
★3

大学入学共通
テスト成績請求票

総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞
● ●

２次選考時に提出
●

１次選考時に提出
●

２次選考時に提出総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期
＜作品持参型＞ ● ● ●

★2

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期
＜資格取得型＞ ● ● ●

総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞
● ●

一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞

一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期
＜大学入学共通テスト利用型＞

●
写真データ不要 ● ●

留学生選抜Ⅰ期／Ⅱ期 ● ● ●

大学入学資格検定に合格 合格成績証明書

高等学校卒業程度認定試験に合格（見込） 合格成績証明書または
合格見込成績証明書

外国の学校を卒業（見込）

１．出身高等学校の卒業（見込）証明書

高等学校の卒業証書（Diploma）ではありま
せん。
卒業証明書（Certificate of Graduation）
または卒業見込証明書（Certificate of
Expected Graduation）を提出してくださ
い。

２．出身高等学校の成績証明書

出身高等学校長が作成した、高等学校在学全
期間の成績証明書を提出してください。

日本語または英語で記載された証明書を
提出してください。
日本語または英語以外の言語で記載され
ている場合、日本語または英語に翻訳し、
大使館・領事館・公証処などの公的機関（在
学中に限り日本国内所在の日本語学校も
可）において、原本と訳本の内容に相違な
いことの証明を受けた上で、原本と翻訳の
両方を提出してください。
また、全ての書類に公的機関（在学中に限
り日本国内所在の日本語学校も可）の公印
を必要とします。
※ 詳細は7ページ「証明書の翻訳について」をご確認
ください。

提出書類 ※外国の国籍をもち、外国の学校を卒業（見込）の方は6～7ページをご確認ください。

提
出
書
類
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以下のすべてに該当する者。
1． 外国の国籍を有し、外国において学校教育における12年の課程を修了した者、または2024年3月31日までに修了見込みの者、もしくはこれに準ずる者で文
部科学大臣の指定した者。

2． 出願時点で、公益財団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催する日本語能力試験（JLPT）における「N2」以上の資格保有者、もし
くは独立行政法人日本学生支援機構が主催する日本留学試験（EJU）「日本語」における「読解」／「聴解・聴読解」の合計が「220点以上」の者。

※国費留学生で上記の日本語能力に該当しない場合は、出願開始の1ヶ月前までに広報入試課へ相談してください。

※募集人員については4ページの表をご確認ください。
※編・転入学選抜Ⅰ期／Ⅱ期の出願資格等については28～29ページをご確認ください。
※卒業・修了・合格見込で入学試験に出願・合格し入学手続きを完了した者が、2024年3月31日までに卒業・修了・合格しなかった場合は、入学資格を取り消します。
※入学に際して必要な在留資格を取得することができない場合は、入学資格を取り消します。

入試区分 出願資格

留学生選抜Ⅰ期／Ⅱ期 上記 1・2のすべてに該当する者。
※ただし、Ⅱ期については、出願時に有効な中長期在留資格を有し、日本国内に在住している者に限る。

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期
＜作品持参型＞

上記 1・2のすべてに該当する者。
※ただし、Ⅵ期については、出願時に有効な中長期在留資格を有し、日本国内に在住している者に限る。

総合型選抜Ⅳ期
＜科目選択型＞

上記 1・2のすべてに該当する者。
一般選抜Ⅰ期
＜科目選択型＞

一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期
＜大学入学共通テスト利用型＞

上記 1・2 のすべてに該当し、「令和 6 年度大学入学共通テスト」
で本学が指定する3 教科 3 科目以上を受験した者。

各入試区分の出願書類郵送締切日までに簡易書留速達郵便にて郵送してください（締切日消印有効）。
ただし、国外から出願の場合は、出願書類郵送締切日までに必着とします。
本学所定の様式は神戸芸術工科大学ウェブサイト「入試情報」のページ（https://www.kobe-du.ac.jp/exam/download/）からダウンロードしてください。
※書類は特に指定がない限り原本を提出してください。
※必要に応じて下記以外の書類の提出を求める場合があります。

1．インターネット志願票

２．履歴書
本学所定の様式に記入してください。

３．出身高等学校の卒業（見込）証明書
※高等学校の卒業証書（Diploma）ではありません。
　卒業証明書（Certificate of Graduation）または卒業見込証明書
　（Certificate of Expected Graduation）を提出してください。

４．出身高等学校の成績証明書
※出身高等学校長が作成した、高等学校在学全期間の成績証明書を
　提出してください。

５．本人であることを証明する書類
〇全員………………パスポートのコピー（氏名及び顔写真が記載されたページの見開きコピー）
〇日本国内在住者…パスポートのコピーに加えて、在留カードまたは外国人登録証明書の両面コピー

６．日本語能力についての証明書
次のいずれか、または両方
〇日本語能力試験（JLPT）…合格結果通知書、日本語能力認定書、認定結果および成績に関する証明書のいずれか　※コピー可
〇日本留学試験（EJU）……成績通知書、成績証明書、成績確認書のいずれか　※コピー可

※ 成績確認書（コピー可）を提出する場合は、対象となる日本留学試験を右記
のとおりとします。成績通知書または成績証明書（コピー可）を提出する場
合は、日本留学試験の実施年度や実施回は問いません。

日本語または英語で記載された証明書を提出してください。
日本語または英語以外の言語で記載されている場合、日本語また
は英語に翻訳し、大使館・領事館・公証処などの公的機関（在学中
に限り日本国内所在の日本語学校も可）において、原本と訳本の
内容に相違ないことの証明を受けた上で、原本と翻訳の両方を提
出してください。
また、全ての書類に公的機関（在学中に限り日本国内所在の日本
語学校も可）の公印を必要とします。
※詳細は7ページ「証明書の翻訳について」をご確認ください。

入試区分 対象となる日本留学試験
総合型選抜Ⅲ期 ＜作品持参型＞
総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞
総合型選抜Ⅴ期 ＜作品持参型＞
留学生選抜Ⅰ期
編・転入学選抜Ⅰ期

2021年度　第2回 （11月実施）
2022年度　第1回 （ 6月実施）
2022年度　第2回 （11月実施）
2023年度　第1回 （ 6月実施）

一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞
一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期 ＜大学入学共通テスト利用型＞
総合型選抜Ⅵ期 ＜作品持参型＞
留学生選抜Ⅱ期
編・転入学選抜Ⅱ期

2022年度　第1回 （ 6月実施）
2022年度　第2回 （11月実施）
2023年度　第1回 （ 6月実施）
2023年度　第2回 （11月実施）

出願資格 ※外国の国籍をもち、外国の学校を卒業（見込）の方

提出書類 ※外国の国籍をもち、外国の学校を卒業（見込）の方

出
願
資
格
／
提
出
書
類
（
外
国
の
国
籍
を
も
ち
、外
国
の
学
校
を
卒
業（
見
込
）の
方
）
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入試区分によって左記以外の提出書類が異なりますので、下記の表も必ずご確認ください。

入試区分

提出書類

6ページ「提出書類」の
1～6

志望理由書
〈本学所定様式〉

大学入学共通テスト
成績請求票

留学生選抜Ⅰ期／Ⅱ期 ● ●

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期
＜作品持参型＞ ● ●

★1

総合型選抜Ⅳ期
＜科目選択型＞ ●

一般選抜Ⅰ期
＜科目選択型＞ ●

一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期
＜大学入学共通テスト利用型＞

●
写真データ不要 ●

★１　出願する学科ごとに作成し提出してください。
※編・転入学選抜Ⅰ期／Ⅱ期の提出書類等については28～29ページをご確認ください。

証明書の原本は
日本語または英語ですか

日本国内の日本語学校
（在学中のみ）

大使館などの公的機関
（中華人民共和国公証役場以外） 中華人民共和国公証役場

証明書原本と翻訳原本
（公印必要）の両方を提出

証明書原本と翻訳原本
（公印必要）の両方を提出 公証書原本を提出

誰が翻訳しましたか

いいえ
〈日本語または英語の翻訳が必要〉はい

証明書原本を提出

証明書の翻訳について

提
出
書
類
（
外
国
の
国
籍
を
も
ち
、外
国
の
学
校
を
卒
業（
見
込
）の
方
）
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インターネットに接続されたパソコン、プリンターなど
を用意してください。 （スマートフォン、タブレットは非推奨）
必要書類※は、発行まで時間を要する場合があります。
早めに準備を始め、出願前には必ず手元にあるように
しておいてください。

調査書

画面の手順に従って、必要事項を入力してマイページ登録を行ってください。
なお、マイページの登録がお済みの方は、STEP４に進んでください。

インターネットエントリー
／出願サイト https://e-apply.jp/ds/kobe-du/

https://www.kobe-du.ac.jp/

事前準備

マイページの登録

インターネットエントリー／出願サイトにアクセス

センター試験
成績請求票

大学ウェブサイト

大学入学共通テスト
成績請求票

（顔写真データ）
※必要書類… 調査書、顔写真データ、大学入学共通テスト成績請求票など

詳細は各入試区分における提出書類の項目を参照してください。

②メールアドレスの登録を行って
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

④登録したメールアドレスに
　初期パスワードと
　ログインURLが届きます。

③ユーザー登録画面から
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑤ログイン画面から
　登録したメールアドレスと④で
　届いた『初期パスワード』にて
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑥初期パスワードの変更を
　行ってください。

⑧個人情報を確認して
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑦表示された個人情報を入力して
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

仮メールを送信

この内容で登録する次へ

①初めて登録する方は
　　　　　　　　　　  から
　ログインしてください。

※＠e-apply.jpのドメインからのメール
　を受信できるように設定してください。

マイページ登録 ログインページへ

ログイン

事前準備
エントリー／
出願サイトに
アクセス

出願内容の
登録

入学検定料の
支払い

出願
完了

マイページの
登録

必要書類の
郵送

エントリー
受付票／

受験票の印刷 

エントリー／出願はインターネットエントリー／出願サイトでの登録完了後、入学検定料を支払い、必要書類を郵送して完了と
なります。登録が完了しても、提出期限に書類が届かなければ出願を完了できませんので注意してください。

または、

からアクセス

STEP 7STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

STEP

1

STEP

2

STEP

3

エントリー／出願の流れ

エ
ン
ト
リ
ー
／
出
願
の
流
れ
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エ
ン
ト
リ
ー
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出
願
の
流
れ
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入学検定料の支払い

セブン-イレブン ローソン
ミニストップ ファミリーマート セイコーマート Pay-easy

利用ATM
デイリーヤマザキ
ヤマザキデイリーストアー

クレジットカード・ネット銀聯での支払い 出願内容の登録時に選択し、支払いができます。

【ご利用可能なクレジットカード】

VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、MUFGカード、DCカード、UFJカード、NICOSカード

【ネット銀聯】

出願登録時に支払い完了

コンビニエンスストアでの支払い ペイジー対応銀行ATMでの支払い

●レジで支払い可能

コンビニエンスストア

●店頭端末を利用して支払い可能

Loppi

Loppi ペイジー対応銀行ATM店頭レジ店頭レジ

出願内容の登録後に表示されるお支払いに必要な番号を控えて、
コンビニエンスストアでお支払いください。

出願内容の登録後に表示される
お支払いに必要な番号を控えて、
ペイジー対応銀行ATMにて画面
の指示に従って操作のうえお支
払いください。

※利用可能な銀行は「支払い方法選択」画面で確認してくだ
　さい。

店頭レジ

レジで検定料を現金で支払う※

発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、
検定料を現金で支払う※

申込券（受付票）発行後は30分以内にレジにて
支払ってください。

取扱明細書兼領収書を必ず受け取る領収書（レシート形式）を必ず受け取る

※ゆうちょ銀行・銀行ATMを利用する場合、現金で10万円を超える場合はキャッシュカードで支払ってください。コンビニエンスストアを利用の場合は現金で30万円までの支払いとなります。

ご利用明細書を
必ず受け取る

支払い内容確認

レジで
「インターネット代金
支払い」と伝える

「税金・料金払い
込み」などを選択

レジで
「インターネット代金
支払い」と伝える

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

収納機関番号
「58021」
を入力

「現金」「キャッシュ
カード」を選択し
支払う※

レジで検定料を
現金で支払う※

銀行ATM

各コンビニ端末画面・ATMの画面表示に従って必要な情報を入力し、内容を確認してから入学検定料を支払ってください。

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

「払込票番号
（13桁）」を伝える

レジで
「オンライン決済」と

伝える

「各種番号をお持ち
の方」を選択

「お客様番号
（11桁）」入力

「マルチペイメント
サービス」を選択

「確認番号（6桁）」
入力

支払い内容確認

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

支払い内容確認

※検定料のかからない区分・段階・対象の方は、STEP6に進みます。

マルチコピー機

マルチコピー機

「代金支払い/チャージ
（コンビニでお支払い
Payment/Charge）」

を選択

STEP

5 1

3 4

3 4

出願内容の登録後、ご利用画面からそのまま各金融機関のページへ遷移しますので、画面の指示に従って操作し、お支払
いください。 ※決済する口座がネットバンキング契約されていることが必要です

ネットバンキングでの支払い

Webで手続き完了

2

エ
ン
ト
リ
ー
／
出
願
の
流
れ

10

エ
ン
ト
リ
ー
／

出
願
の
流
れ
／
エ
ン
ト
リ
ー
／

出
願
に
関
す
る
注
意
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募集人員・エントリー資格・エントリー時提出書類

4～5ページを参照してください。

検定料

● エントリー 無料

入学試験日程

※1 エントリー書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 エントリー受付票は体験プログラムの2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを当日ご持参ください。
体験プログラムの集合時間等は14～15ページの各学科詳細ページを参照してください。なお、エントリー者数により、集合時間等は変更する場合があります。

区分 エントリー
期間（WEB）

エントリー
書類郵送締切

※1

１次選考
※2

出願認定
発表

総合型選抜
Ⅰ期

＜体験型＞

8/25（金）
00：00

～

9/4（月）
23：59

登録後

～

9/5（火）
当日消印有効

体験プログラム
9/16（土）
・

9/17（日）
9/29（金）

エントリーの流れ

※エントリーの流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

エントリー
書類郵送

エントリー
受付票を印刷

体験プログラム
に参加 出願認定発表エントリー

検定料不要

選考・配点

【１次選考】

※自己PR書、体験プログラムを通じて、学科への適性を評価します。
　体験プログラムで制作した作品は、評価の対象となりません。

自己PR書＋体験プログラム
（総合評価）
200点満点

POINT
エントリーについて
●2学科までエントリーが可能です。
●エントリー時には調査書は不要です。
●エントリーの段階で体験プログラムの参加日を選択することはできません。
　各学科の体験プログラム参加日は、プログラム実施の2日前までに配信するエントリー受付票を確認してください。
●2学科でエントリーする場合や総合型選抜Ⅱ期＜面談型＞を合わせてエントリーする場合は自己PR書がエントリーごとに必要です。
●学科単位で選考を行います。

◆総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞

総
合
型
選
抜
Ⅰ
期＜

体
験
型＞
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募集人員・出願資格・出願時提出書類

4～5ページを参照してください。
※出願認定後の提出書類は、認定通知に同封してお知らせします。

検定料

● 出願 35,000円

入学試験日程

※1 出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 出願受付票は合格発表の2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、お手元に保管ください。

区分
出願期間（WEB）

および
検定料支払

出願書類
郵送締切
※1

２次選考
※2 合格発表 入学手続き

期間

総合型選抜
Ⅰ期

＜体験型＞

出願認定
発表

～

10/12（木）
23：59

検定料
支払後

～

10/13（金）
当日消印有効

書類選考
来校の必要は
ありません

11/1（水）

合格発表

～

入学金 11/24（金）
当日消印有効

学費等 12/8（金）
当日消印有効

出願の流れ

※出願の流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

出願
検定料支払
ここから専願

出願書類
郵送 合格発表

入学手続き
入学手続き時
必要額支払

選考・配点

【２次選考】

志望理由書
95点

調査書
5点 100点満点

POINT
出願について
●出願手続き時に調査書と志望理由書（各1通）が必要です。
●出願手続き後は、専願となります。出願手続き後の辞退はできません。
● 総合型選抜Ⅰ期＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期＜面談型＞でそれぞれ出願認定が出た場合は、どちらか希望する学科のみ出願手続きを行ってくだ
さい。なお、出願手続き後は、学科の変更はできません。
● 受験生本人が2023年5月～8月までの本学オープンキャンパスに参加すると、2024年度入学試験総合型選抜Ⅰ期＜体験型＞／Ⅱ期＜面談型＞の
検定料が20,000円になります。

※検定料減免の制度があります。条件は下記の「POINT」をご確認ください。

総
合
型
選
抜
Ⅰ
期＜

体
験
型＞
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選考方法・集合時間・持参物

体
験
型

１次選考

❶ 自己 PR書
中学・高等学校を通じて興味や関心を持って熱心に取り組んできた
活動（例：作品制作、勉強、スポーツ、ボランティア活動）や経験
等について、取り組み実績と取り組んで得られた経験や学んだこと
を500字以上600字以内で書いてください。

❷ 体験プログラム 両日とも同じ内容でおこないます。
〔模型体験プログラム〕
一人ひとりに誰にでも簡単に扱える単純な模型材料を与えます。作業の
説明ののち、与えられたテーマにしたがって自由に材料を組み合わせて
模型を作ります。このプログラムは専門的な知識や経験が無くても十分
に理解し、取り組むことができる内容です。

２次選考

❶ 志望理由書 志望学科を選んだ理由、入学後の計画、将来の夢などを 500字以上 600字以内で書いてください。

❷ 調査書 調査書の「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点数化
します。調査書に代わる書類を提出する受験生はその値を一律に「3.5」とみなし換算します。

体
験
型

１次選考

❶ 自己 PR書
中学・高等学校を通じて興味や関心を持って熱心に取り組んできた
活動（例：作品制作、勉強、スポーツ、ボランティア活動）や経験
等について、取り組み実績と取り組んで得られた経験や学んだこと
を500字以上600字以内で書いてください。

❷ 体験プログラム 両日とも同じ内容でおこないます。
〔アイデア・表現プログラム〕
プロダクトデザイン、ファッション・テキスタイル、クラフトの分野に
共通するものづくりを体験する入門的なプログラムです。与えられた制
作課題（例：雑貨、帽子、アクセサリーなど）とテーマ（例：リサイク
ル、季節、未来など）から発想し、作品や簡易モデルを制作します。こ
のプログラムは、専門知識や技能がなくとも、教員のアドバイスを受け
ながら取り組むことができる課題です。最後に制作物について発表して
もらいます。

２次選考

❶ 志望理由書 志望学科を選んだ理由、入学後の計画、将来の夢などを 500字以上 600字以内で書いてください。

❷ 調査書 調査書の「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点数化
します。調査書に代わる書類を提出する受験生はその値を一律に「3.5」とみなし換算します。

当日のスケジュール

9/16（土）・9/17（日）
 9:45 集合（受付開始9:00）

ガイダンス
10:00 課題説明
10:30 体験プログラム
12:00 昼食（各自持参してください）
13:00 体験プログラム
14:00 講評会
16:00 終了予定

当日のスケジュール

9/16（土）・9/17（日）
 9:45 集合（受付開始9:00）

ガイダンス
10:00 課題説明
10:30 体験プログラム
12:00 昼食（各自持参してください）
13:00 体験プログラム
15:30 レポート作成
16:00 発表
17:00 終了予定

持参物（両日共通）

・エントリー受付票
・筆記用具一式
・昼食

持参物

・エントリー受付票
・筆記用具一式　・ハサミ
・カッターナイフ
・コンパス　・定規　・昼食

建築・環境デザイン学科

生産・工芸デザイン学科

制作風景

教員のアドバイス

制作風景

制作風景

総
合
型
選
抜
Ⅰ
期＜

体
験
型＞

 

選
考
方
法
・
集
合
時
間
・
持
参
物
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
生
産
・
工
芸
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
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体
験
型

１次選考

❶ 自己 PR書
中学・高等学校を通じて興味や関心を持って熱心に取り組んできた
活動（例：作品制作、勉強、スポーツ、ボランティア活動）や経験
等について、取り組み実績と取り組んで得られた経験や学んだこと
を500字以上600字以内で書いてください。

❷ 体験プログラム 両日とも同じ内容でおこないます。
〔さまざまな素材のコラージュや着色〕
まずは与えられた共通テーマについて、グループ（５名程度）ごとに話
し合います。その中で決まったグループテーマをもとに、個人制作に取
り組んでもらいます。とくに難しい技術は必要としません。最後に作品
の発表会をおこないます。

２次選考

❶ 志望理由書 志望学科を選んだ理由、入学後の計画、将来の夢などを 500字以上 600字以内で書いてください。

❷ 調査書 調査書の「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点数化
します。調査書に代わる書類を提出する受験生はその値を一律に「3.5」とみなし換算します。

当日のスケジュール

9/16（土）・9/17（日）
 9:45 集合（受付開始9:00）

ガイダンス
10:00 体験プログラム（制作）
12:00 昼食（各自持参してください）
13:00 体験プログラム（制作）
15:00 発表会
17:00 終了予定

持参物

・エントリー受付票
・筆記用具一式　・ハサミ
・カッターナイフ　・のり
・昼食

ビジュアルデザイン学科

体
験
型

１次選考

❶ 自己 PR書
中学・高等学校を通じて興味や関心を持って熱心に取り組んできた
活動（例：作品制作、勉強、スポーツ、ボランティア活動）や経験
等について、取り組み実績と取り組んで得られた経験や学んだこと
を500字以上600字以内で書いてください。

❷ 体験プログラム 両日とも同じ内容でおこないます。
〔物語を構成〕
提示されたビジュアル素材（写真等）20点余りから４点を選択し物語
を構成します。４点の内最低２点は用意された写真を使っていただきま
す。用意された資料や写真はコラージュしても構いません。絵を描ける
受験生は自分自身で絵を描いて表現しても結構です。午後から、グルー
プで相談し合った物語を、スクリーンを用い声や音、ビジュアルに演出
を加えて発表します。１グループ４～６名に分かれてのグループワーク
です。

２次選考

❶ 志望理由書 志望学科を選んだ理由、入学後の計画、将来の夢などを 500字以上 600字以内で書いてください。

❷ 調査書 調査書の「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点数化
します。調査書に代わる書類を提出する受験生はその値を一律に「3.5」とみなし換算します。

当日のスケジュール

9/16（土）・9/17（日）
 9:45 集合（受付開始9:00）

ガイダンス
10:00 体験プログラム（制作）
12:00 昼食（各自持参してください）
13:00 体験プログラム（制作）
15:00 発表会
17:00 終了予定

持参物

・エントリー受付票
・筆記用具一式
・昼食

メディア芸術学科

グループ発表会

グループ発表会

制作風景

制作風景

総
合
型
選
抜
Ⅰ
期＜

体
験
型＞

 

選
考
方
法
・
集
合
時
間
・
持
参
物
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
科
）
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募集人員・エントリー資格・エントリー時提出書類

4～5ページを参照してください。

検定料

● エントリー 無料

入学試験日程

※1 エントリー書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 エントリー受付票は面談の2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを当日ご持参ください。
面談日の集合時間等は18～19ページの各学科詳細ページを参照してください。なお、エントリー者数により、集合時間等は変更する場合があります。

区分 エントリー
期間（WEB）

エントリー
書類郵送締切

※1

１次選考
※2

出願認定
発表

総合型選抜
Ⅱ期

＜面談型＞

8/25（金）
00：00

～

9/4（月）
23：59

登録後

～

9/5（火）
当日消印有効

面談
9/18（月） 9/29（金）

エントリーの流れ

※エントリーの流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

エントリー
書類郵送

エントリー
受験票を印刷 面談に参加 出願認定発表エントリー

検定料不要

選考・配点

【１次選考】

※自己PR書や面談、課題（持参作品・ポートフォリオ等）を通じて、学科への適性を評価します。

自己PR書＋課題（当日持参）＋面談
（総合評価）
200点満点

POINT
エントリーについて
●1学科のみエントリーが可能です。
●エントリー時には調査書は不要です。
●総合型選抜Ⅰ期＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期＜面談型＞の両方にエントリーする場合、入試区分ごとに提出書類が必要です。
●学科単位で選考を行います。

◆総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞

総
合
型
選
抜
Ⅱ
期＜

面
談
型＞
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募集人員・出願資格・出願時提出書類

4～5ページを参照してください。
※出願認定後の提出書類は、認定通知に同封してお知らせします。

検定料

● 出願 35,000円

入学試験日程

※1 出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 出願受付票は合格発表の2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、お手元に保管ください。

区分
出願期間（WEB）

および
検定料支払

出願書類
郵送締切
※1

２次選考
※2 合格発表 入学手続き

期間

総合型選抜
Ⅱ期

＜面談型＞

出願認定
発表

～

10/12（木）
23：59

検定料
支払後

～

10/13（金）
当日消印有効

書類選考
来校の必要は
ありません

11/1（水）

合格発表

～

入学金 11/24（金）
当日消印有効

学費等 12/8（金）
当日消印有効

出願の流れ

※出願の流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

出願
検定料支払
ここから専願

出願書類
郵送 合格発表

入学手続き
入学手続き時
必要額支払

選考・配点

【２次選考】

志望理由書
95点

調査書
5点 100点満点

POINT
出願について
●出願手続き時に調査書と志望理由書（各1通）が必要です。
●出願手続き後は、専願となります。出願手続き後の辞退はできません。
● 総合型選抜Ⅰ期＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期＜面談型＞でそれぞれ出願認定が出た場合は、どちらか希望する学科のみ出願手続きを行ってくだ
さい。なお、出願手続き後は、学科の変更はできません。
● 受験生本人が2023年5月～8月までの本学オープンキャンパスに参加すると、2024年度入学試験総合型選抜Ⅰ期＜体験型＞／Ⅱ期＜面談型＞の
検定料が20,000円になります。

※検定料減免の制度があります。条件は下記の「POINT」をご確認ください。

総
合
型
選
抜
Ⅱ
期＜

面
談
型＞
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選考方法・集合時間・持参物

面
談
型

１次選考

❶ 自己 PR書
中学・高等学校を通じて興味や関心を持って熱心に取り組んできた
活動（例：作品制作、勉強、スポーツ、ボランティア活動）や経験
等について、取り組み実績と取り組んで得られた経験や学んだこと
を500字以上600字以内で書いてください。

❷ 課題
【持参作品・資料】
（当日持参）

持参作品・資料を、試験当日に持参してください。
持参作品・資料は、建築・環境デザイン分野への関心や学習意欲を
アピールするためのものです。
具体例としては、以下のようなものがあげられます。
・デッサン、立体造形作品、イラスト、模型などの作品
・ クラブ活動や地域行事などで取り組んだことの成果品や活動の
記録をまとめた資料
・ 興味を持った建物や風景について、調べたり感じたりした内容を
まとめたレポート
　（詳細は 32ページを参照してください）

❸ 面　談 自己 PR書にふれながら、受験生の皆さんが建築・環境デザインの分野に抱いている関心や将来
の夢、本学科のデザイン教育の特徴などを話題に複数教員による１人 15分程度の個人面談をお
こないます。面談を通じて、皆さんの学習意欲や将来性を見出します。

２次選考

❶ 志望理由書 志望学科を選んだ理由、入学後の計画、将来の夢などを500字以上600字以内で書いてください。

❷ 調査書 調査書の「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点
数化します。調査書に代わる書類を提出する受験生はその値を一律に「3.5」とみなし換算します。

当日のスケジュール

9/18（月）
 9:40 集合（受付開始8:55）
10:00 面談開始

持参物

・エントリー受付票
・筆記用具一式
・課題（持参作品・資料）

建築・環境デザイン学科

面
談
型

１次選考

❶ 自己 PR書
中学・高等学校を通じて興味や関心を持って熱心に取り組んできた
活動（例：作品制作、勉強、スポーツ、ボランティア活動）や経験
等について、取り組み実績と取り組んで得られた経験や学んだこと
を500字以上600字以内で書いてください。

❷ 課題
【ポートフォリオ】
（当日持参）

課題のポートフォリオは当日試験会場に持参してください。ポート
フォリオは、プロダクトデザイン、ファッション・テキスタイル、
クラフトの分野への関心や学習意欲をアピールするためのもので
す。あなた自身の活動を取りまとめた資料や作品の写真をまとめた
資料などファイルにまとめてください。写真資料の具体例として
は、以下のようなものがあげられます。
・ デッサン、絵画、デザイン、イラスト、写真、自作した衣服、立
体作品（ガラス、陶芸、金工、フィギュア、彫刻など）

❸ 面　談 複数教員による１人 20分程度の個人面談をおこないます。受験生と教員との理解を深め、当日
持参したポートフォリオの説明をもとに学習意欲や可能性を見出すことを目的としています。

２次選考

❶ 志望理由書 志望学科を選んだ理由、入学後の計画、将来の夢などを500字以上600字以内で書いてください。

❷ 調査書 調査書の「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点
数化します。調査書に代わる書類を提出する受験生はその値を一律に「3.5」とみなし換算します。

当日のスケジュール

9/18（月）
 9:40 集合（受付開始8:55）
10:00 面談開始

持参物

・エントリー受付票
・筆記用具一式
・課題（ポートフォリオ）

生産・工芸デザイン学科

総
合
型
選
抜
Ⅱ
期＜

面
談
型＞

 

選
考
方
法
・
集
合
時
間
・
持
参
物
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
生
産
・
工
芸
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
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面
談
型

１次選考

❶ 自己 PR書
中学・高等学校を通じて興味や関心を持って熱心に取り組んできた
活動（例：作品制作、勉強、スポーツ、ボランティア活動）や経験
等について、取り組み実績と取り組んで得られた経験や学んだこと
を500字以上600字以内で書いてください。

❷ 課題
【持参作品】
（当日持参）

デッサン、絵画（油絵、水彩画等）、イラストレーション、イメー
ジ表現、色彩構成、ポスター、写真、映像作品、立体作品、クロッ
キー帳やスケッチブックにまとめられたアイデアスケッチやラフ
スケッチ、自分でデザインした冊子や絵本など、幅広くビジュアル
デザインに関連するものを５～10点を目安に持参してください。
デッサンなど、持ち運べる大きさの手描き作品は、現物を持参して
いただく方が望ましいです。

❸ 面　談 複数教員による 1人 15分程度の個人面談をおこないます。教員との個人面談を通して、デザイ
ンや学習に対する意欲や可能性を見出すことを目的としています。
持参作品の他に自分をアピールできる効果的な PR資料があれば持参してください（任意）。各種
資格証明書やコンクール等の入賞記録、クラブ活動の記録等、どのような形式のものでも構いま
せん。

２次選考

❶ 志望理由書 志望学科を選んだ理由、入学後の計画、将来の夢などを500字以上600字以内で書いてください。

❷ 調査書 調査書の「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点
数化します。調査書に代わる書類を提出する受験生はその値を一律に「3.5」とみなし換算します。

当日のスケジュール

9/18（月）
 9:40 集合（受付開始8:55）
10:00 面談開始

持参物

・エントリー受付票
・筆記用具一式
・課題（持参作品）
・PR資料（面談用）※任意

ビジュアルデザイン学科

面
談
型

１次選考

❶ 自己 PR書
中学・高等学校を通じて興味や関心を持って熱心に取り組んできた
活動（例：作品制作、勉強、スポーツ、ボランティア活動）や経験
等について、取り組み実績と取り組んで得られた経験や学んだこと
を500字以上600字以内で書いてください。

❷ 課題
【持参作品】
（当日持参）

自分の個性や得意な事柄をアピールできる作品や取り組みの記録
を、現物、あるいはポートフォリオや映像などの形にまとめて、可
能な限り多数持参してください。
詳細は 32ページを参照してください。

❸ 面　談 複数教員による１人 15分程度の個人面談をおこないます。課題（持参作品）を通して教員と受
験生、お互いの理解を深めるとともに、本人の適性や意欲、秘められた可能性などを見出すこと
を目的とします。

２次選考

❶ 志望理由書 志望学科を選んだ理由、入学後の計画、将来の夢などを500字以上600字以内で書いてください。

❷ 調査書 調査書の「全体の学習成績の状況」または「評定平均値」を基に、満点の５％となるよう換算し点
数化します。調査書に代わる書類を提出する受験生はその値を一律に「3.5」とみなし換算します。

当日のスケジュール

9/18（月）
 9:40 集合（受付開始8:55）
10:00 面談開始

持参物

・エントリー受付票
・筆記用具一式
・課題（持参作品）

メディア芸術学科

総
合
型
選
抜
Ⅱ
期＜

面
談
型＞

 

選
考
方
法
・
集
合
時
間
・
持
参
物
（
ビ
ジ
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ア
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ザ
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・
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）
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総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜作品持参型＞　共通POINT
出願について
●2学科まで併願が可能です。
●同一の区分内であれば、1回の入学検定料35,000円（再受験の場合は5,000円）で併願できます（33ページ参照）。
●学科単位で選考をおこないます。
●複数の学科で合格基準を満たしていた場合、志望順位が上位の学科のみ合格を通知します。

募集人員・出願資格・提出書類

4～7ページを参照してください。
※出願の流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

持参物

受験票、作品（詳細は32ページを参照）

入学試験日程

※1 出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
なお、総合型選抜Ⅵ期 ＜作品持参型＞における留学生の出願は国内在住者に限ります。

※2 受験票は試験2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを当日ご持参ください。
出願者数により、集合・面接時間は変更する場合があります。その際は別途通知します。

区分 出願期間（WEB）
および検定料支払

出願書類郵送締切
※1

試験日
※2 合格発表 入学手続き

期間

総合型選抜Ⅲ期
＜作品持参型＞

9/22（金）
00：00

～

10/5（木）
23：59

検定料支払後

～

10/6（金）
当日消印有効

10/14（土）
集合時間 9:40
面接開始 10:00

11/1(水)

合格発表

～

入学金 11/24（金）
当日消印有効

学費等 12/8（金）
当日消印有効

総合型選抜Ⅴ期
＜作品持参型＞

11/1（水）
00：00

～

11/9（木）
23：59

検定料支払後

～

11/10（金）
当日消印有効

11/25(土)
集合時間 9:10
面接開始 9:30

12/1(金)

合格発表

～

入学金 12/15（金）
当日消印有効

学費等 1/9（火）
当日消印有効

総合型選抜Ⅵ期
＜作品持参型＞

2/5（月）
00：00

～

2/15（木）
23：59

検定料支払後

～

2/16（金）
当日消印有効

3/2(土)
集合時間 9:40
面接開始 10:00

3/8(金)
合格発表

～

3/15（金）
当日消印有効

検定料

35,000円

選考・配点

志望理由書＋持参作品＋面接
190点

調査書
10点 200点満点

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜作品持参型＞

総
合
型
選
抜
Ⅲ
期
／
Ⅴ
期
／
Ⅵ
期＜

作
品
持
参
型＞
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募集人員・出願資格・提出書類
4～5ページを参照してください。※出願の流れの詳細は、8～11ページを参照してください。
検定料
35,000円

持参物
受験票

入学試験日程

※1 出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 受験票は試験2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを試験当日にご持参ください。
受験者数により、集合・面接時間は変更する場合があります。その際は別途通知します。

区分 出願期間（WEB）および検定料支払 出願書類郵送締切※1 試験日※2 合格発表 入学手続き期間

総合型選抜Ⅲ期
＜資格取得型＞

9/22(金)00：00

～

10/5(木)23：59

検定料支払後～
10/6(金)
当日消印有効

10/14(土)
集合時間 9：40
面接開始10：00

11/1(水)
合格発表～

入学金11/24(金)
当日消印有効

学費等12/8(金)
当日消印有効

総合型選抜Ⅴ期
＜資格取得型＞

11/1(水)00：00

～

11/9(木)23：59

検定料支払後～
11/10(金)
当日消印有効

11/25(土)
集合時間 9：10
面接開始 9：30

12/1(金)
合格発表～

入学金12/15(金)
当日消印有効

学費等1/9(火)
当日消印有効

総合型選抜Ⅵ期
＜資格取得型＞

2/5(月)00：00

～

2/15(木)23：59

検定料支払後～
2/16(金)
当日消印有効

3/2(土)
集合時間 9：40
面接開始10：00

3/8(金)
合格発表～
3/15(金)
当日消印有効

※全国工業高等学校長協会に加盟していない高等学校の出身で、全国工業高等学校長協会ジュニアマイスター顕彰制度による特待生を検討される方は、出願前にご連絡ください。
※合格・入学手続き完了後、新たに資格等を取得・認定された場合も特待生として認定します。ただし、2024年3月15日までに証明書（写）の提出が必要となります（必着）。期日までに提
出がない場合、特待生の認定を受けることができません。
※指定資格の数え方
　●任意の種別の資格またはコンテスト等については、複数の級・賞位を有していても「１つ」とカウント
　　例）３級以上が条件の資格について、３級と２級を持っている  １資格
　　例）「入賞以上」が条件のコンクールについて、同一審査機会の入賞と優秀賞を持っている  １資格
　●広い解釈の可能なコンテスト等種別については、出願条件を満たす数だけカウント 
　　例）「各種ポスターコンクール」について、「入賞以上」等の出願条件を、２種類のコンクールで満たしている  ２資格
　●同一のコンクールについて、審査機会が異なる場合には各回ごとに「１つ」ずつでカウント
　　例）「出品者」が出願条件の「全国高等学校総合文化祭」を、「第46回」と「第47回」で２回出品している  ２資格

特待生制度
総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期＜資格取得型＞で合格し本学へ入学した方で以下の要件を満たす場合は奨学金給付を受けることができます。
※同一人物が以下1～4で複数の特待生認定を受けることはできません。

奨学金の種類 給付金額 内　容　等
1. ジュニアマイスター
ゴールド特待生

1,000,000円
〔入学初年度のみ〕

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞の合格者のうち、全国工業高等
学校長協会ジュニアマイスター顕彰制度においてジュニアマイスターゴー
ルドの認定を受けた方。

2. ジュニアマイスター
シルバー特待生

500,000円
〔入学初年度のみ〕

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞の合格者のうち、全国工業高等
学校長協会ジュニアマイスター顕彰制度においてジュニアマイスターシル
バーの認定を受けた方。

3. ジュニアマイスター
ブロンズ特待生

250,000円
〔入学初年度のみ〕

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞の合格者のうち、全国工業高等
学校長協会ジュニアマイスター顕彰制度においてジュニアマイスターブロ
ンズの認定を受けた方。

4. 指定資格等取得
特待生

250,000円
〔入学初年度のみ〕

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞の合格者のうち、22～23ページ
記載の出願条件の資格・級およびコンテスト等の種別・賞位を2資格以上取
得した方。指定資格の数え方は本ページ下部を参照してください。

選考・配点

志望理由書＋面接 190点 調査書 10点 200点満点
総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞　共通POINT

出願について
●2学科まで併願が可能です。
●同一の区分内であれば、１回の入学検定料35,000円（再受験の場合は5,000円）で併願できます（33ページ参照）。
●学科単位で選考をおこないます。
●複数の学科で合格基準を満たしていた場合、志望順位が上位の学科のみ合格を通知します。

◆総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞

総
合
型
選
抜
Ⅲ
期
／
Ⅴ
期
／
Ⅵ
期＜

資
格
取
得
型＞
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個別資格・個別コンテスト等受賞に関する出願条件

全学科共通

※個別資格・個別コンテスト等が出願条件に該当するか不明な場合、出願開始の1ヶ月前までに広報入試課までお問い合わせください。

資格・検定等の名称 等級ほか

計算技術検定 2級以上

情報技術検定 1級以上

機械製図検定 合格以上

パソコン利用技術検定 1級

リスニング英語検定 2級以上

グラフィックデザイン検定 2級以上

高等学校工業基礎学力テスト ９０以上

日本漢字能力検定 準1級以上

実用数学技能検定 準1級以上

造園／造園工事作業 3級以上

建築大工／大工工事作業 3級以上

テクニカルイラストレーション／
テクニカルイラストレーション手書き作業 3級以上

テクニカルイラストレーション／
テクニカルイラストレーションＣＡＤ作業 3級以上

ウェブデザイン技能検定 3級以上

3次元CAD認定技術者試験 CSWP

色彩士検定 1級

カラーコーディネーター検定 アドバンス

色彩検定 2級以上

織物設計検定 2級

土木施工管理技術検定 2級技士補

建築施工管理技術検定 2級技士補

電気工事施工管理技術検定 2級技士補

管工事施工管理技術検定 2級技士補

造園施工管理技術検定 2級技士補

建設機械施工管理技術検定 2級技士補

インテリアコーディネーター資格試験 合格

測量士・測量士補 測量士補

インテリア設計士 2級

建築CAD検定 2級

トレース技能検定 1級

資格・検定等の名称 等級ほか

レタリング技能検定 2級以上

福祉住環境コーディネーター検定試験 2級

eco検定試験（環境社会検定） 合格

情報処理技術者試験
（応用・基本・ITパスポート） IT以上

情報処理技術者試験
（情報セキュリティマネジメント） 合格

高校生ものづくりコンテスト ブロック入賞
県優勝以上

全日本ロボット相撲大会（高校生の部） 地区優勝以上

ジャパンマイコンカーラリー Advanced 
Class 地区優勝以上

ジャパンマイコンカーラリー Basic Class 全国入賞以上

ジャパンマイコンカーラリー Camera Class 全国入賞以上

技能五輪全国大会 都道府県代表以上

若年者ものづくり競技大会 各賞以上

全国高校生プログラミングコンテスト 入賞以上

全国高等学校パソコンコンクール（パソコン
甲子園） 入賞以上

全国高等学校IT･簿記選手権
（IT部門のみ） 全国入賞

全国高等学校ロボット競技大会 地区優勝以上

マイクロロボコン高校生大会 優勝

ロボカップジャパンオープン 全国入賞以上

WRO Japan 全国入賞以上

高校生ものづくりコンテストポスターコン
クール 優秀以上

全国製図コンクール 最優秀以上

高校生技術・アイディアコンテスト全国大会 特別賞以上

機関誌「工業教育」表紙デザイン 最優秀

工高生デザインコンクール 入選以上

日本建築学会設計競技 入選以上

全国高校生建築製図コンクール
課題3又は5 銅賞以上

全国高校生建築製図コンクール
課題2又は4 銀賞以上

高校生ものデザインコンテスト 優秀以上

日本工業大学建築設計競技 2･3等以上

日本大学全国高等学校･建築設計競技 優秀賞以上

総
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資格・検定等の名称 等級ほか

全国高等学校デザイン選手権大会 2･3位以上

高校生住宅設計コンクール 優秀以上

建築系高校生対象コンペティション 優秀以上

3D-CADプロダクトデザインコンテスト 最優秀

高校生の「建築甲子園」 準優勝以上

日本学生科学賞 1等以上

全日本学生児童発明くふう展 奨励賞以上

パテントコンテスト 特許出願支援対象
者以上

デザインパテントコンテスト 意匠登録出願支援
対象者以上

エネルギー利用技術作品コンテスト 大臣賞

全国高等学校インテリアデザイン展 2･3位以上

明るい選挙啓発ポスター 全国最優秀以上

Microsoft office Specialist   Word 上級

Microsoft office Specialist   Excel 上級

Microsoft office Specialist PowerPoint 一般（共通）

日本語ワープロ検定 初段

文章入力スピード認定試験
日本情報処理検定協会 特段･初段･1級

情報処理技能検定（表計算） 初段

DTP検定 2種

CGエンジニア検定 エキスパート

CGクリエイター検定 エキスパート

マルチメディア検定 エキスパート

Webデザイナー検定 エキスパート

POP広告クリエイター技能審査試験 合格

ホームページ作成検定 1級

プレゼンテーション作成検定 1級

ICTプロフィシエンシー検定試験（P検） 2級以上

ディジタル技術検定（情報部門） 1級

ディジタル技術検定（制御部門） 1級

情報検定（ J検）情報活用試験 1級

2次元CAD利用技術者 1級

3次元CAD利用技術者 1級

資格・検定等の名称 等級ほか

日本語検定 準1級以上

宅地建物取引士 合格

エコデンレース バッテリー入賞
充電池優勝以上

Hondaエコマイレッジ全国大会
（会場：茂木） 入賞以上

大学等が実施した各種コンテスト・競技大会
等 最優秀

中高生国際Rubyプログラミングコンテスト 最優秀

スターリングテクノラリー 入賞以上

日本情報オリンピック 優秀賞以上

高校生科学技術チャレンジ（JSEC） 各種入賞以上

大学等が実施した各種ポスターコンクール・
競技会・コンペ等 最優秀以上

愛鳥週間用ポスター原画コンクール 最優秀以上

全国高校生ポスターコンクール 最優秀以上

全国高校野球選手権ポスター原画コンクー
ル 最優秀以上

トンボ   絵画コンクール 最優秀以上

高校環境化学賞 全国入賞

全日本高校デザイン・イラスト展 大臣賞

パソコン甲子園（いちまいの絵ＣＧ部門） 優秀賞

高校生国際美術展（美術） 大臣賞・知事賞・会
長賞・新聞社賞

国・地方・大学・専門学校等が実地している
美術・工芸関連のコンテスト等 入賞以上等

全国高等学校総合文化祭（美術・工芸） 出品者

毎日・ＤＡＳ学生デザイン賞 入賞以上

ケンブリッジ英語検定 140以上

実用英語技能検定 1950以上

GTEC 930以上

IELTS 4.0以上

TEAP 225以上

TEAP　CBT 420以上

TOEFL　iBT 42以上

TOEIC　L&R
TOEIC　S&W 790以上
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募集人員・出願資格・提出書類

4～7ページを参照してください。
※出願の流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

検定料

35,000円

総合型選抜Ⅳ期：11/4（土）

【午前】 【午後】 【午前】 【午後】

一般選抜Ⅰ期：2/3（土）

※各科目の詳細は、25ページを参照してください。

※1出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 受験票は試験2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを試験当日にご持参ください。

総合型選抜Ⅳ期
＜科目選択型＞

10/6（金） 00：00

～

10/19（木） 23：59

検定料支払後
～

10/20（金）
当日消印有効

11/4（土） 11/10（金）

試験日
※2区分 出願期間（WEB）

および検定料支払
出願書類郵送締切

※1 合格発表 入学手続き期間

合格発表

～

入学金11/24（金）
当日消印有効

学費等12/8（金）
当日消印有効

一般選抜Ⅰ期
＜科目選択型＞

1/8（月） 00：00

～

1/18（木）  23：59

検定料支払後

～

1/19（金）
当日消印有効

2/3（土） 2/9（金）

合格発表

～

入学金2/19（月）
当日消印有効

学費等2/26（月）
当日消印有効

鉛筆デッサン
集合時間  9：10

試験時間  9：30～12：30

小論文
集合時間  10：10

試験時間  10：30～12：30

イメージ表現
集合時間  13：40

試験時間  14：00～17：00

基礎学力試験
集合時間  13：40

試験時間  14：00～15：30

or or

鉛筆デッサン
集合時間  9：10

試験時間  9：30～12：30

小論文
集合時間  10：10

試験時間  10：30～12：30

or

イメージ表現
集合時間  13：40

試験時間  14：00～17：00

学力試験
集合時間  13：40

試験時間  14：00～15：30

or

日程・時間割

選考・配点

科目試験
190点

調査書
10点 200点満点

◆総合型選抜Ⅳ期／一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞
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試験科目・持参物
【全学科共通】

科　目 時間 配点 詳　細 持参物

鉛筆デッサン 180分 190点
与えられたモチーフを各自構図を考えてレイアウトし、形や
質感を正確に鉛筆で描写するもの。B3サイズ画用紙を使
用し、イーゼルは使用しない。

●受験票
●鉛筆デッサン用具一式(電動不可)
　［鉛筆､消しゴム(ねり消し含む)､
　　羽ほうき(製図用ブラシ含む)、
　　鉛筆削り用具､はかり棒、擦筆、
　　デッサンスケール、
　　ティッシュペーパー及びガーゼ］
●カルトン(B3版程度)
●クリップ

小論文 120分 190点
出題テーマに基づき提示された資料の特徴や要旨をまと
めたり、自分の意見を述べるもの。資料は文章に限らず写
真などの視覚資料の場合もある。

●受験票
●鉛筆又はシャープペンシル
●消しゴム(電動不可)
●鉛筆削り(電動不可)

イメージ表現 180分 190点
与えられたテーマ（ことば）から自由にイメージを発想し、
色彩表現するもの。

●受験票
●色彩用具一式
　［ポスターカラーなどの水性絵の具、色鉛筆］
●カルトン(B3版程度)
●鉛筆又はシャープペンシル
●消しゴム(電動不可)
●鉛筆削り(電動不可)

基礎学力試験
学力試験

90分 190点

マークセンス方式（鉛筆で記入したマークをコンピュータ
が直接読み取って採点する方法）で実施。解答はHBの黒
鉛筆で濃くマークすること。他の筆記用具（万年筆、ボール
ペン、サインペン、シャープペンシル等）は使用不可。消しゴ
ムは、必ずプラスチック製を使用すること。出題範囲…【英
語：コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ、英
語表現Ⅰ】【数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A】【国語：国語総合（古
文漢文除く）】。受験科目は試験当日1科目選択。科目間で
平均点に著しく差が生じた場合は得点調整を行う場合あ
り。

●受験票
●鉛筆(HB)※シャープペンシル不可
●消しゴム(電動不可)
●鉛筆削り(電動不可)
※ シャープペンシルではマークを読み取れない場
合があるので、必ず鉛筆を使用してください。

調査書 - 10点
調査書の「全体の学習成績の状況」を基に、満点の５％と
なるよう換算し点数化。調査書に代わる書類を提出する受
験生はその値を一律に「３．５」とみなし換算。

-

総合型選抜Ⅳ期／一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞POINT

●成績優秀者を対象とした特待生制度あり！
500,000円を奨学金として給付

●１科目から受験可能！
得意な科目を選択してください

●出身学校長の推薦書は不要！

出願について
●午前と午後から1科目ずつ最大2科目選択できます。1科目の受験も可能です。
●2学科まで併願が可能です。1科目の受験でも2学科まで選択できます。
●同一の区分内であれば、１回の入学検定料35,000円（再受験の場合は5,000円）で併願できます（33ページ参照）。
●各科目ごとに合否判定をおこないます。
●2科目受験する場合は、最も高い得点の科目が合否判定の対象となります。
●複数の学科で合格基準を満たしていた場合、志望順位が上位の学科のみ合格を通知します。

総
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募集人員・出願資格・提出書類

4～7ページを参照してください。
※出願の流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

10,000円
検定料

入学試験日程

※1 出願書類について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 出願受付票は合格発表の2日前までに一斉配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、お手元に保管ください。

区分 出願期間（WEB）
および検定料支払

出願書類郵送締切
※1 試験日 合格発表

※2
入学手続き
期間

一般選抜Ⅱ期
＜大学入学

共通テスト利用型＞

1/15（月） 00：00

～

1/29（月） 23：59

検定料支払後

～
1/30（火）
当日消印有効

2/16（金）

合格発表

～

入学金 2/26（月）
当日消印有効

学費等 3/4（月）
当日消印有効

一般選抜Ⅲ期
＜大学入学

共通テスト利用型＞

2/5（月） 00：00

～

2/15（木） 23：59

検定料支払後

～

2/16（金）
当日消印有効

3/8（金）
合格発表

～

3/15（金）
当日消印有効

※本学での
独自の試験は
おこないません。

選考・配点

大学入学共通テスト
190点（最高得点を換算）

調査書
10点 200点満点

教科・科目数／得点換算
「令和6年度大学入学共通テスト」の下記教科・科目から受験する科目を3教科3科目以上受験してください。最高得点の1教科1科目を190点満点に換算し、合否判
定に使用します。3教科3科目以上受験していない場合は、共通テストの得点を無効とします。

教　科 グループ 出題科目

国語※1 『国語』

地理歴史・公民※2
「世界史Ａ」、「世界史Ｂ」、「日本史Ａ」、「日本史Ｂ」、「地理Ａ」、「地理Ｂ」

「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」、『倫理、政治・経済』

数学
① 「数学Ⅰ」、『数学Ⅰ・数学Ａ』

② 「数学Ⅱ」、『数学Ⅱ・数学Ｂ』、『簿記・会計』、『情報関係基礎』

理科※3
① 「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」

② 「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

外国語※4 『英語』、『ドイツ語』、『フランス語』、『中国語』、『韓国語』
※1・・・・・・国語については、「近代以降の文章（2問100点）」と「古典（古文、1問50点）（漢文、1問50点）」に分け、得点の高い方で評価します。
※2・・・・・・地理歴史･公民の同一教科内の2科目選択者については、それぞれ第1解答科目を合否判定に使用します。
※3・・・・・・理科に関して、基礎を付した科目は大学入学共通テストで解答した2科目の得点を合わせて1科目扱いとします。

理科②で2科目を受験した場合は、第1解答科目を合否判定に使用します。
※4・・・・・・外国語について、『ドイツ語』『フランス語』『中国語』『韓国語』は筆記（200点）の得点を、190点満点に換算します。

『英語』は、リーディング（100点）とリスニング（100点）の合計（200点）を、190点満点に換算します。リーディングとリスニングは必ず両方とも受験してください。

POINT

● 成績優秀者を対象とした特待生制度あり ！ ● 複数の学科の併願が可能 ！ ● 本学での独自の試験なし ！
500,000円を奨学金として給付 最大4併願まで出願可能

◆一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期 ＜大学入学共通テスト利用型＞

一
般
選
抜
Ⅱ
期
／
Ⅲ
期＜
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学
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選考・配点

志望理由書＋持参作品＋面接
（総合評価）
200点満点

35,000円
検定料

受験票、作品（詳細は32ページを参照）
持参物

入学試験日程

◆学科間の併願はできません。
※1 出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
なお、留学生選抜Ⅱ期 における出願は国内在住者に限ります。

※2 受験票は試験2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを試験当日にご持参ください。

※3 受験者数により、集合・面接時間は変更する場合があります。その際は別途通知します。

区分 出願期間（WEB）
および検定料支払 出願書類郵送締切※1 試験日※2 合格発表 入学手続き

期間

留学生選抜Ⅰ期
10/6（金） 00：00

～

10/19（木） 23：59

検定料支払後

～

10/20（金）
当日消印有効

11/25（土）
集合時間 13：40
面接開始 14：00

※３

12/1（金）

合格発表

～

入学金 12/15（金）
当日消印有効

学費等 1/9（火）
当日消印有効

留学生選抜Ⅱ期
1/8（月） 00：00

～

1/18（木） 23：59

検定料支払後

～

1/19（金）
当日消印有効

3/2（土）
集合時間 13：40
面接開始 14：00

※３

3/8（金）
合格発表

～

3/15（金）
当日消印有効

募集人員

若干名

出願資格・提出書類

4～7ページを参照してください。

◆留学生選抜Ⅰ期／Ⅱ期

留
学
生
選
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／
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期
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募集人員

若干名

入学年次

編・転入学年次は２年次または３年次です。
入学後の単位認定：出身学校で修得した単位を、３年次入学は62単位、２年次入学は31単位程度を上限に、個別科目認定及び科目区分認定します。
※入学年次は合格発表時に通知します。まんが表現学科のみ、入学年次は原則２年次となります。3年次からの編・転入学はできません。
※教職課程を履修する場合、最短の修業年限で免許取得に必要な所定科目等をすべて履修することができず、卒業と同時に教員免許状を取得できない場合があります。
※博物館学芸員課程を履修する場合、最短の修業年限で資格取得に必要な所定科目等をすべて履修することができず、卒業と同時に学芸員資格を取得できない場合があります。

検定料

35,000円
持参物

受験票、作品（詳細は32ページを参照）

募集学科・コース
環境デザイン学科／プロダクト・インテリアデザイン学科／ビジュアルデザイン学科
映像表現学科（デジタルクリエーションコース／映画コース／アニメーションコース）
まんが表現学科／ファッションデザイン学科／アート・クラフト学科
※アドミッションポリシーについては神戸芸術工科大学ウェブサイト「大学案内」のページ（https://www.kobe-du.ac.jp/about/policy-2/
　admission/）をご確認ください。

出願資格
■2年次希望
◆次のいずれかに該当する者。
❶4年制大学または短期大学を卒業した者、または2024年3月に卒業見込
みの者。
❷高等専門学校を卒業した者、または2024年3月に卒業見込みの者。
❸専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすもの
を修了した者、または2024年3月までに修了見込みの者（ただし、学校教
育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に限る）。
❹高等学校の専攻科の課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たす
ものを修了した者、または2024年3月までに修了見込みの者（ただし、学
校教育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に限る）。
❺4年制大学または短期大学に1学年以上在学し（休学期間を除く）、30単
位以上を修得した者（※1）。
❻本学が、❶～❺の表記内容と同等以上の学力があると認めた者（※2）。

※1…30単位を修得できなかった者は、入学を取り消します。
※2…出願資格❻で受験を希望される方は、出願開始の2ヶ月前までに広報入試課までお問い合わせください。

■共通
外国籍の方は、上記に加えて、出願時点で、公益財団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催する日本語能力試験（JLPT）における
「N2」以上の資格保有者、もしくは独立行政法人日本学生支援機構が主催する日本留学試験（EJU）「日本語」における「読解」／「聴解・聴読解」の合計が「220点
以上」の者。
※ただし、Ⅱ期については、出願時に有効な中長期在留資格を有し、日本国内に在住している者に限ります。
※国費留学生で上記の日本語能力に該当しない場合は、出願開始の1ヶ月前までに広報入試課へ相談してください。
※卒業・修了見込で入学試験に出願・合格し入学手続きを完了した者が、2024年3月31日までに卒業・修了しなかった場合は、入学資格を取り消します。
※入学に際して必要な在留資格を取得することができない場合は、入学資格を取り消します。

■3年次希望
◆次のいずれかに該当する者。
❶4年制大学または短期大学を卒業した者、または2024年3月に卒業見込
みの者。
❷高等専門学校を卒業した者、または2024年3月に卒業見込みの者。
❸専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすもの
を修了した者、または2024年3月までに修了見込みの者（ただし、学校教
育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に限る）。
❹高等学校の専攻科の課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たす
ものを修了した者、または2024年3月までに修了見込みの者（ただし、学
校教育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に限る）。
❺4年制大学または短期大学に2学年以上在学し（休学期間を除く）、62単
位以上を修得した者（※1）。
❻本学が、❶～❺の表記内容と同等以上の学力があると認めた者（※2）。

※1…62単位を修得できなかった者は、入学を取り消します。
※2…出願資格❻で受験を希望される方は、出願開始の2ヶ月前までに広報入試課までお問い合わせください。

入学試験日程

◆学科間の併願はできません。ただし、映像表現学科の映画コースとアニメーションコースについては、コース間の併願が可能です。
※1 出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 受験票は試験2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを試験当日にご持参ください。

※3 受験者数により、集合・面接時間は変更する場合があります。その際は別途通知します。

区分 出願期間（WEB）
および検定料支払 出願書類郵送締切※1 試験日※2 合格発表 入学手続き

期間

編・転入学選抜
Ⅰ期

10/6（金） 00：00

～

10/19（木）23：59

検定料支払後

～

10/20（金）
当日消印有効

11/25（土）
集合時間 13：40
面接開始 14：00

※３

12/1（金）

合格発表

～

入学金 12/15（金）
当日消印有効
学費等 1/9（火）
当日消印有効

編・転入学選抜
Ⅱ期

1/8（月） 00：00

～

1/18（木） 23：59

検定料支払後

～

1/19（金）
当日消印有効

3/2（土）
集合時間 9：40
面接開始 10：00

※３

3/8（金）
合格発表

～

3/15（金）
当日消印有効

選考・配点

志望理由書＋持参作品＋面接
（総合評価）
200点満点

◆編・転入学選抜Ⅰ期／Ⅱ期
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提出書類
各入試区分の出願書類郵送締切日までに簡易書留速達郵便にて郵送してください（締切日消印有効）。
ただし、国外から出願の場合は、出願書類郵送締切日までに必着とします。
本学所定の様式は神戸芸術工科大学ウェブサイト「入試情報」のページ（https://www.kobe-du.ac.jp/exam/download/）からダウンロードしてください。
※書類は特に指定がない限り原本を提出してください。
※必要に応じて下記以外の書類の提出を求める場合があります。

▶ インターネット志願票

▶ 履歴書〈本学所定様式〉
外国籍の方はすべての項目を記入してください。

▶ 志望理由書〈本学所定様式〉

▶ 成績証明書 …………………………………………………………………………………………………………………B
出身校の学校長が作成したものを提出してください。

外国籍の方は上記に加えて、下記書類を提出してください。
●本人であることを証明する書類
〇全員…………………………パスポートのコピー（氏名及び顔写真が記載されたページの見開きコピー）
〇日本国内在住者……………パスポートのコピーに加えて、在留カードまたは外国人登録証明書の両面コピー
※必要に応じて上記以外の書類の提出を求める場合があります。

●日本語能力についての証明書
次のいずれか、または両方
〇日本語能力試験（JLPT）……合格結果通知書、日本語能力認定書、認定結果および成績に関する証明書のいずれか　※コピー可
〇日本留学試験（EJU）………成績通知書、成績証明書、成績確認書のいずれか　※コピー可

※複数の学校に在籍していた場合は、必ず出願開始1ヶ月前までに広報入試課までお問い合わせください。

※成績確認書（コピー可）を提出する場合は、対象となる日本留学試験を右記
のとおりとします。成績通知書または成績証明書（コピー可）を提出する場
合は、日本留学試験の実施年度や実施回は問いません。

▶ 現在履修中の科目の単位証明書（在学生のみ）…………………………………………………………………………C
在学中の者は現年次で履修中の科目、単位を証明する書類を提出してください。上記BとCが１枚になっているものは、そのまま提出してください。

▶ シラバスまたは講義概要 …………………………………………………………………………………………………D
上記BとCに記載されている科目すべての、修得単位数や到達目標、授業内容、そして授業時間数（または単位に対する授業時間の説明文）がわかる書類
※出身学校のウェブサイトや、発行する冊子物等に掲載されている該当科目のページをコピーまたは印刷し、BとCでの記載順どおりに並べて提出してく
ださい。コピーまたは印刷する用紙のサイズはＡ４判に統一してください。
※日本語または英語以外の言語で記載されている場合、日本語または英語の翻訳を添えて提出してください。

出身校の学校長が作成したものを提出してください。

▶ 卒業（見込）証明書または修了（見込）証明書
▶ 在学証明書または在籍証明書

⎫
⎬…………………………………………………………………………A
⎭

インターネット
志願票

履歴書
〈本学所定様式〉

志望理由書
〈本学所定様式〉

卒業（見込）
証明書
または
修了（見込）
証明書

在学証明書
または

在籍証明書
成績証明書

現在履修中の
科目の

単位証明書

シラバス
または
講義概要

本人であることを
証明する書類
および

日本語能力に
ついての書類

出願資格
① ● ● ● ● ◯

在学生のみ
● ◯

在学生のみ
● ◯

外国籍の方のみ

出願資格
②～④ ● ● ● ● ● ◯

在学生のみ
● ◯

外国籍の方のみ

出願資格
⑤ ● ● ● ◯

発行可能な
場合のみ

● ● ◯
在学生のみ

● ◯
外国籍の方のみ

※出願の流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

上記A～Cの証明書について
日本語または英語で記載された証明書を提出してください。日本語または英語以外の言語で記載されている場合、日本語または英語に訳し、大使館・領事館・公証処など
の公的機関（在学中に限り日本国内所在の日本語学校も可）において、原本と訳本の内容に相違ないことの証明を受けた上で、原本と翻訳の両方を提出してください。ま
た、すべての書類には公的機関（在学中に限り日本国内所在の日本語学校も可）の公印を必要とします。※詳細は7ページ「証明書の翻訳について」をご確認ください。

⎧
｜
｜
⎩

⎫
｜
｜
⎭

入試区分 対象となる日本留学試験
総合型選抜Ⅲ期 ＜作品持参型＞
総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞
総合型選抜Ⅴ期 ＜作品持参型＞
留学生選抜Ⅰ期
編・転入学選抜Ⅰ期

2021年度　第2回（11月実施）
2022年度　第1回（ 6月実施）
2022年度　第2回（11月実施）
2023年度　第1回（ 6月実施）

一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞
一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期 ＜大学入学共通テスト利用型＞
総合型選抜Ⅵ期 ＜作品持参型＞
留学生選抜Ⅱ期
編・転入学選抜Ⅱ期

2022年度　第1回（ 6月実施）
2022年度　第2回（11月実施）
2023年度　第1回（ 6月実施）
2023年度　第2回（11月実施）

編
・
転
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抜
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募集人員

若干名

出願資格
■帰国生選抜
日本の国籍を有する者、あるいは日本に永住する外国人（在留資格が「出入国管理及び
難民認定法」別表第2に定める「永住者」他）で、下記の項目のいずれかに該当する者。
❶外国における高等学校に1年6ヶ月以上継続して在学し、学校教育における12
年の課程（日本における通常の課程による学校教育の期間を含む）を2023年
4月1日から2024年3月31日までに卒業（修了）した者、または卒業（修了）見込
みの者で、かつ日本の高等学校の在籍期間が2年未満の者。

❷外国において学校教育における12年の課程を修了した者、または2024年3月
修了見込みの者。

❸外国の大学入学資格である国際バカロレア資格、アビトゥア資格、バカロレア
資格、ＧＣＥＡレベル資格のいずれかを有し、資格取得後の経過年数が本学入
学（2024年4月1日）時点で1年未満である者。

❹本学が、上記と同等以上の資格があると認めた者。

■社会人選抜
2024年4月1日までに満24歳に達する者で、下記の項目のいずれかに該当する者。
❶高等学校を卒業した者。
❷通常の課程による、12年の学校教育を修了した者。
❸高等学校卒業程度認定試験（旧：大学入学資格検定）に合格した者。
❹本学において、上記❶と同等であると認めた者。

■共通
卒業・修了・合格見込で入学試験に出願・合格し入学手続きを完了した者が、2024
年3月31日までに卒業・修了・合格しなかった場合は、入学資格を取り消します。
※出願資格❹で受験される方は、出願開始の１ヶ月前までに広報入試課までお問
い合わせください。

提出書類
各入試区分の出願書類郵送締切日までに簡易書留速達郵便にて郵送してください（締切日消印有効）。
ただし、国外から出願の場合は、出願書類郵送締切日までに必着とします。
本学所定の様式は神戸芸術工科大学ウェブサイト「入試情報」のページ（https://www.kobe-du.ac.jp/exam/download/）からダウンロードしてください。
※書類は特に指定がない限り原本を提出してください。
※必要に応じて下記以外の書類の提出を求める場合があります。

※出願の流れの詳細は、8～11ページを参照してください。

■帰国生選抜
● インターネット志願票
● 履歴書〈本学所定様式〉 ………外国籍の方はすべての項目を記入してください。
● 志望理由書〈本学所定様式〉
● 出身高等学校の卒業（修了）証明書または卒業（修了）見込証明書 ………………………………………………… A
注）高等学校の卒業証書（Diploma）ではありません
卒業証明書（Certificate of Graduation）、または卒業見込証明書（Certificate of Expected Graduation）を提出してください。

● 出身高等学校の成績証明書 …………………………………………………………………………………………… B
出身高等学校長が作成した、高等学校在学全期間の成績証明書を提出してください。

■社会人選抜
● インターネット志願票
● 履歴書〈本学所定様式〉 ………外国籍の方はすべての項目を記入してください。
● 志望理由書〈本学所定様式〉
● 出身高等学校の卒業証明書
● 出身高等学校の成績証明書…出身高等学校長が作成した、高等学校在学全期間の成績証明書を提出してください。

上記A及びBの証明書について
日本語または英語で記載された証明書を提出してください。日本語または英語以外の言語で記載されている場合、日本語または英語に訳し、大使館・領事館・公証処など
の公的機関（在学中に限り日本国内所在の日本語学校も可）において、原本と訳本の内容に相違ないことの証明を受けた上で、原本と翻訳の両方を提出してください。ま
た、すべての書類には公的機関（在学中に限り日本国内所在の日本語学校も可）の公印を必要とします。※詳細は7ページ「証明書の翻訳について」をご確認ください。

⎧
｜
｜
⎩

⎫
｜
｜
⎭

持参物検定料

35,000円 受験票、作品（詳細は32ページを参照）
入学試験日程

◆学科間の併願はできません。
※1 出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 受験票は試験2日前までに一斉に配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを試験当日にご持参ください。

※3 受験者数により、集合・面接時間は変更する場合があります。その際は別途通知します。

区分 出願期間（WEB）
および検定料支払 出願書類郵送締切※1 試験日※2 合格発表 入学手続き

期間

帰国生／社会人選抜
10/6（金）00：00

～

10/19（木）23：59

検定料支払後

～

10/20（金）
当日消印有効

11/25（土）
集合時間 13：40
面接開始 14：00

※３

12/1（金）

合格発表～
入学金 12/15（金）

当日消印有効
学費等 1/9（火）
当日消印有効

選考・配点

志望理由書＋持参作品＋面接
（総合評価）
200点満点

◆帰国生／社会人選抜

帰
国
生
／
社
会
人
選
抜
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1．総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞／一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞は、試験科目ごとに選考をおこないます。その他の入
試区分は学科ごとで選考をおこないます。

2．受験票（エントリー受付票／出願受付票）は各自でダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものをご用
意ください。試験の２日前になっても配信の通知が届かない場合は、広報入試課までお問い合わせください。

3．試験の前日（前日が日・祝の場合はその前日）は会場内の立入を禁止します。

4．試験会場の駐車場の使用はできません。可能な限り公共交通機関を利用してください。
※自動車の利用が必要な方は試験日の２日前までに広報入試課までお問い合わせください。

5．試験当日は必ず受付を済ませてから試験室に入室してください。

6．特に指定がない限り、受付は集合時間の45分前からおこないます。

7．集合時間までに試験室に入室し、指定の席に着席してください。

8．試験開始後30分以上遅刻した者には原則として受験を認めません。

9．試験室には時計がない場合もありますので時計を持参してください。

10．下記の不正行為、周囲に迷惑のかかる行為等があった場合は退場を命じ、すべての試験を無効とします。なお、不正
行為については、状況により警察へ被害届を提出するなどの対応をとる場合があります。また、提出された書類・資料
等及び入学検定料は返還しません（感染症による試験当日の欠席のみ、申請に基づき入学検定料全額を返還しま
す）。※P.33参照
①出願の際に提出した書類・資料、提供した情報、受験票、写真票、解答用紙へ故意に虚偽の記入等をすること。
②カンニング（試験教科・科目に関係するメモやコピーなどを机上等に置いたり見たりすること、教科書、参考書、
辞書等の書籍類の内容を見ること、他の受験者の答案等を見ること、他の人から答えを教わることなど）をする
こと。
③他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをすること。
④配布された問題用紙（冊子）をその試験時間が終了する前に試験室から持ち出すこと。
⑤解答用紙を試験室から持ち出すこと。
⑥解答開始時刻（監督者の指示）の前に、問題用紙（冊子）を開いたり解答を始めること。
⑦試験時間中に、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、電子辞書、ICレコーダー等の電子機器類・各試験
で使用を許可されたもの以外の物を使用すること。
⑧解答終了時刻（監督者の指示）後も「終了」の指示に従わず筆記用具を持っていたり解答を続けること。
⑨試験時間中に私語、用具の貸し借り、許可なく自席を離れること。

11．受験票を忘れたり紛失した場合は、速やかに受付に申し出て仮受験票の発行を受けてください。

12．服装は自由です（試験結果には一切関係ありません）。

13．食堂及び購売部は営業しません。昼食が必要な場合は持参し、指定された座席で食事をとってください。

14．試験当日、学外（敷地外）でおこなわれている営業やサービスの案内は、本学とは一切関係ありません。

15．採点は指定された解答用紙に記載された内容のみを対象とします。解答用紙に記載がない場合は白紙解答とみなし
ます。

16．試験当日は、受験生及び教職員以外は構内立ち入り禁止とします。付添者控室の設定はありません。

17．やむを得ず試験日時や選抜方法などを変更する場合があります。神戸芸術工科大学ウェブサイトにて最新情報を確
認してください。

受験に関する注意

受
験
に
関
す
る
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意
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デジタル作品や映像作品を持参する場合は、パソコン・タブレット・スマートフォンなどの再生装置に
記録して持参してください。再生装置やバッテリー、インターネット回線の貸出はおこないません。
映像作品を持参する場合は、限られた時間内に提示できるようにしてください。

全学科共通

建築・環境
デザイン学科

建築・環境デザイン分野への適性を判断する材料としますので、自ら制作の意図や制作過程における工夫など
を説明できる作品や、建築・環境デザイン分野への学習意欲をアピールするための資料を持参してください。
具体例としては、 以下のようなものがあげられます。
・ 学校の授業で取り組んだデッサンや立体造形などの作品
・ クラブ活動や地域行事などで取り組んだことの成果品や、活動の記録をまとめた資料
・ 自宅学習で制作したイラストや模型などの作品 ・地域の行事などへの参加体験をまとめた記録
・ 興味を持ったインテリア、建物、街並みについて、調べたり感じたりした内容をまとめたレポート

メディア
芸術学科

過去３年以内の作品を持参してください。絵画、イラスト、まんが、映像、立体物等、作品の種類は問いません。
自分の個性や得意な事柄をアピールできる作品や取り組みの記録を現物、あるいはポートフォリオにまとめたも
のを持参してください。パソコン、タブレット端末で閲覧できるものでもかまいません。
写真作品、コマ撮りアニメ、コンピューターアニメーション、実写映像などについては絵コンテなどの中間成果物、
デジタル作品に関しては中間データを確認できる形で持参してください。また、自作フィギュア、学校行事に関
する創作物などの立体作品や、未完成の絵画、イラスト、まんが作品など、その他何でも構いません。
絵を描く受験生は、自由に絵やイラストを描いている「落書きノート」や「スケッチブック」（「40ページ以上のノー
トやスケッチブック、クロッキー帳」または「40ページ（20ポケット）以上のクリアブックにまとめたポートフォリ
オ」）を必ず持参してください。
「スケッチブック」「落書きノート」を見たいのは入試では見られないみなさんの可能性を探すためです。恥ずか
しがらないで、これは入試向きかそうでないかなどと自分で判断せず、日頃描いている「落書き」をなるべくた
くさん持ってきてください。またデッサンのみを持参作品とすることは避けるようにしてください。

生産・工芸
デザイン学科

プロダクトデザイン、ファッション・テキスタイル、クラフト分野に関するものを必ず実物３点以上持参してくださ
い。
作品は、デッサン、絵画、イラスト、デザイン案、図面、模型、彫刻、フィギュア、陶芸、ガラス、金工、写真、
自作の衣服やアクセサリーなどのファッションアイテム等、「受験生本人が制作した実物」です。他に、参考資料
として作品の写真をまとめた「作品ファイル」、文化イベント（文化祭や展覧会など）の企画運営に参加した人は、
その「資料ファイル」なども可とします。

ビジュアル
デザイン学科

デッサン、絵画（油絵、水彩画等）、イラストレーション、イメージ表現、色彩構成、ポスター、写真、映像作品、
立体作品、クロッキー帳やスケッチブックにまとめられたアイデアスケッチやラフスケッチ、自分でデザインした
冊子や絵本など、幅広くビジュアルデザインに関連するものを5～10点を目安に持参してください。
（デッサンなど、持ち運べる大きさの手描き作品は、現物を持参していただく方が望ましいです）

※持参作品およびPR資料の一部を参考例として選んだものであり、必ずしも、これらの内容に限定するものではありません。

持参作品等について

持
参
作
品
等
に
つ
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て
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個別の入学資格審査
出願資格について、学校教育法施行規則第150条第７号により出願をしようとする場合は、個別の入学資格審査を受ける必要がありますので、各入学試験の出願開始
の１ヶ月前までに広報入試課まで申し出てください。審査に必要な書類等については個別に指示します。

※ 朝鮮高級学校の出身者の方は、本学への出願に当該申請は不要としますが、大学入学共通テストへの出願に際し本学の入学資格認定書が必要な場合は、審査を省
略のうえ認定書を交付します。認定書交付を希望する場合は大学入学共通テストの出願開始の２週間前までに広報入試課まで申し出てください。

個人情報の取扱いについて
エントリー／出願の際に提出された住所・氏名・その他の個人情報は、個人情報保護法に基づき、適切な管理を行い、入学者選抜、合格発表、入学手続及びこれらに付
随する事項、各種統計処理・分析を行うために利用します。
上記業務を遂行するにあたり、機密保持契約を締結した業務委託業者に対して、業務に必要となる範囲で、提出された個人情報の全部または一部を提供することがあ
ります。その場合、委託先に対し、安全かつ適切な管理を行うよう、本学が監督します。
また、個人が特定されないように統計処理した個人情報のデータは、本学における入学者選抜のための調査・研究の資料として利用するほか、進学希望者等への情報
公開に使用します。あらかじめご了承ください。

入学検定料
●入学検定料   35,000円
●一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期 ＜大学入学共通テスト利用型＞の入学検定料   10,000円
●再受験時の入学検定料   5,000円
　一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期 ＜大学入学共通テスト利用型＞と他の区分の間には、再受験の入学検定料特例はありません。
　【同一区分内の学科・コース併願の入学検定料の特例】
●２学科目以降の入学検定料   0円

※再受験とは、一度本学の2024年度入学試験の結果を受けた受験生が、当該年度に別の区分で再度受験することを指します。

感染症による試験当日の欠席について
本学入学者選抜において、学校保健安全法（学校保健安全法施行令、学校保健安全法施行規則を含む）で出席停止が求められている感染症に罹患し、治癒していない
受験生は、他の受験生に感染のおそれがあるため受験できません。その場合は納入済の入学検定料全額を返還します。詳細及び申請については以下URLをご参照くだ
さい。
https://www.kobe-du.ac.jp/exam/fee_refund/

記録写真の撮影／入試作品について
入学者選抜の際、記録写真を撮影する場合があります。
記録写真や入試作品は、展示または入試資料への掲載をすることがあります。あらかじめご了承ください。

成績開示について
本学では、入学者選抜及びスカラシップ試験の結果について、受験生本人の成績開示請求に基づき、評点と合格（認定）最低点を開示します。詳細及び申請については
以下URLをご参照ください。
https://www.kobe-du.ac.jp/exam/grade_disclosure_request/

特別配慮を必要とする方へ
障がい等のある方で、受験の際、特別な配慮を必要とされる場合は、必ず出願開始の１ヶ月前までに広報入試課までご相談ください。

（配慮の事例）
・ 質問の内容や抽象的な表現が伝わっていない場合は、表現を変えて説明する。
・ 入退室がしやすい座席を確保し、座席までの動線（段差、ドアの開閉等）を確保する。
・ 聴覚障がい、言語障がい、発達障がい等の障がいがあり、音声のみによる説明（試験開始終了の合図等）に支障がある場合、必要に応じて説明内容を書面で提示する。

例 併願【同一区分内】
総合型選抜Ⅲ期 ＜作品持参型＞ ▶ 

入学検定料 35,000円＋0円
ビジュアルデザイン学科とメディア芸術学科を受験する場合。

例 再受験
【総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞＋
　一般選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞＋同一区分内併願】
▶ 総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞で午前の試験に小論文を選択し、ビ
ジュアルデザイン学科を受験された方が、再度一般選抜Ⅰ期 
＜科目選択型＞で午前の試験に小論文、午後の試験に学力試験を選
択し、ビジュアルデザイン学科と生産・工芸デザイン学科の２学
科を受験する場合。

入学検定料 35,000円＋5,000円＋0円

【一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞＋同一区分内併願＋
　一般選抜Ⅱ期 ＜大学入学共通テスト利用型＞】
▶ 

入学検定料 35,000円＋0円＋10,000円

一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞で午前の試験に小論文、午後の試験に
イメージ表現を選択し、建築・環境デザイン学科とビジュアルデ
ザイン学科の２学科を受験された方が、一般選抜Ⅱ期 ＜大学入学
共通テスト利用型＞でビジュアルデザイン学科を受験する場合。

その他

そ
の
他

33



合否等
１． 合否は郵送のみで本人宛に通知します（郵便事情により遅れることがあります）。電話等による問い合わせには一切応じられません。また、学内・ウェブサイトでの掲
示もおこないません。

２． 同一入試区分で複数科目受験する場合は、最も得点の高い科目が合否判定の対象となります。
３． 複数の学科で合格基準を満たしていた場合、志望順位が上位の学科のみ合格を通知します。ただし、総合型選抜Ⅰ期＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期＜面談型＞は複数の
学科で「出願認定」が出る場合があり、志望順位に関わらず学科を選択できます。

入学手続き
１． 複数の学科で合格基準を満たしていた場合は、合格通知書に記載の学科に入学手続きをしていただきます。
２． 合格発表後、入学手続き期間内に入学金・学費を納入し、必要書類（合格発表の際に案内）を提出してください。期間内に手続きを完了しない者は入学資格を取り消
します。

入学前教育
本学では、新たな時代を切り拓く創造性豊かな研究者や指導的実務を担うクリエイターの養成に必要な素養（知識、観察力、論理的思考力、表現力、造形力、コミュニケー
ションカ、プレゼンテーションカ）や姿勢を持つ人材として育てることを修学の目的としています。そのため、入学予定者のみなさんには、入学までに、大学での学びの準備
を整え、理解を深め、そして入学後スムーズに修学を進められるよう、入学前教育を受講していただきます。内容は「学科別課題」と「全学科共通課題」を柱とし、自宅学習プ
ログラムと登校プログラムでの展開を予定しています。具体的な課題等は、各入試日程の入学手続き完了後（一部入試は合格発表後）に順次ご案内します。

入学辞退
入学手続き完了後に入学辞退を表明し、入学金以外の納付金の返還を希望される場合は、速やかに入学辞退届・納付金返還願（入学手続き書類に添付）に必要事項を
記入の上、（受領済みの方は）入学手続き完了通知と一緒に、必ず2024年３月30日（土）までに到着するよう、簡易書留速達郵便で提出してください（必着）。期日を過ぎ
て提出された入学辞退届・納付金返還願に対しては、受理しかねますので納付金の返還はできません。
※納付金の返還については、上記書類を受理してから処理するまで３週間程度かかります。

入学金・学費等

種別 前期
（入学手続時納入額）

後期
（入学後10月納入額） 年間

入学金（入学時のみ）   200,000 ─   200,000

学
費

授　業　料   525,000 525,000 1,050,000

教育充実費   275,000 275,000   550,000

計 1,000,000 800,000 1,800,000

※その他の納入金 教育後援会会費 …………………… 40,000円（在学期間分）
 学生フォーラム会費 ……………… 20,000円（在学期間分）
 同窓会組織KDU-Net入会費 …… 10,000円

※次年度以降の納入金は、入学金を除く学費（授業料・教育充実費）です。
※各学科によって異なりますが、教材費・実習費が必要となります。詳細は39ページ「初年度に必要な機材・用具」をご参照ください。

2023年度入学生の一例

自宅学習プログラム 登校プログラム

学科別課題
・推薦図書や映画映像の読書／鑑賞レポートの作成
・デッサン、絵コンテ、キャラクター制作
・フィールドリサーチ

・卒展見学
　／自宅学習課題の講評

全学科共通課題 ・日本語力、英語力テスト
・デッサン／クロッキー教室
・コンピュータ教室
　※希望者のみ

※合格した入試区分、学科により内容が異なります。
※プログラム内容は変更することがあります。

入学金の返還
入学生が本学大学院・学部卒業生の子女または兄弟姉妹、在学生の兄弟姉妹の場合は、当該入学生の入学金を入学後に返還します。
兄弟姉妹が同時に入学する場合は、入学金の徴収は1名分のみとし、余剰分を入学後に返還します。
※入学後に申請を要します。

（単位：円）

そ
の
他

34

●最寄駅より
神戸市営地下鉄（西神・山手線）「学園都市」駅より
南へ徒歩約6分。

●交通機関…大学最寄りの「学園都市」駅まで
大阪方面より
◆JR「三ノ宮」駅、阪急電鉄・阪神電鉄「神戸三宮」駅より、
　神戸市営地下鉄に乗り換え（「三宮」駅より約25分）
姫路方面より
◆JR「新長田」駅より、神戸市営地下鉄に乗り換え
　（「新長田」駅より約14分）。
◆JR「舞子」駅、山陽電鉄「舞子公園」駅より、神戸市営バス
　または山陽電鉄バス（51·53·54系統）にて「学園都市駅前」
　停留所下車（「舞子」「舞子公園」駅より約30分）。
◆山陽電鉄「板宿」駅より、神戸市営地下鉄に乗り換え
　（「板宿」駅より約11分）。
※神戸市営地下鉄は、「三宮」「湊川公園」「新長田」「板宿」の各駅で、
　他社線（JR、阪急電鉄、阪神電鉄、山陽電鉄、神戸電鉄）と接続しています。

総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞は併願できますか？
できます。2日間ある体験プログラムは1日で行われ、各学科の体験プログラムは2日間とも同じ内容となります。最大２学科まで併願が可能です。
その場合は、学科ごとで自己PR書が必要となります。
志望する学科が1学科の場合は、土日のどちらか1日の参加、志望する学科が２学科の場合は、土日の2日間の参加となります。なお、エントリーの
段階で体験プログラム参加日を選択することはできません。各学科の体験プログラム参加日は、プログラム実施の2日前までに配信するエントリー
受付票を確認してください。
2学科で出願認定が出た場合は、どちらか希望する学科のみ出願手続きを行ってください。なお、出願手続き後は、学科の変更はできません。

総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞の両方にエントリーすることはできますか？
できます。総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞で同じ学科にエントリーすることも可能ですし、異なる学科にエントリーすること
も可能です。その場合、総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞で2学科、総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞で1学科のエントリーが可能です。
ただし、総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞の両方にエントリーする場合、入試区分（総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞で併願する
場合は学科）ごとに提出書類が必要になります。また、総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞でそれぞれ出願認定が出た場合
は、どちらか希望する学科のみ出願手続きを行ってください。なお、出願手続き後は、学科の変更はできません。

一度不合格（否認定）となった場合、他の入試区分に出願はできますか？

できます。過去の認定可否・合否の結果が、他の入試区分の合否判定に影響することはありません。

同じ日におこなわれる複数の入試区分に出願することはできますか？（例：総合型選抜Ⅲ期 ＜作品持参型＞と＜資格取得型＞）

できません。異なる日におこなわれる複数の選抜方法には出願することが可能です。

学科間併願はできますか？

できます。一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期 ＜大学入学共通テスト利用型＞は最大４併願まで、その他入試区分では最大２併願まで可能です。
ただし、総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞、留学生選抜Ⅰ期／Ⅱ期、帰国生／社会人選抜、編・転入学選抜Ⅰ期／Ⅱ期は、学科間併願はできません。

複数の入試区分にエントリー／出願する場合、自己PR書・志望理由書・調査書などの提出書類はそのたびに必要ですか？

調査書については入試区分ごとに１通必要です。
自己PR書・志望理由書については入試区分（入試区分内で併願する場合は学科）ごとに必要です。
提出書類は簡易書留速達郵便で提出してください。

総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞／一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞で受験する場合は午前、午後の2科目を受験した方が有利ですか？
有利不利はありませんが、科目ごとに別 に々評価をしますので、2科目を受験した方が合格する可能性は広がります。また、一方の科目の点数が悪
かったからといって、もう一方の科目への影響はありません。合否の判定は得点の高い科目を採用します。

他大学との併願はできますか？

できます。ただし、総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞と総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞は、エントリーの段階では他大学との併願はできますが、出願認定が出
て出願手続きに進む場合は専願となります。また、学校推薦型選抜指定校推薦／系列校推薦、指定校推薦編入学選抜は専願のため併願できま
せん。

携帯電話やウェアラブル端末を時計として使用することができますか？

できません。試験室入室後は電源を切ってかばんの中に入れていただきます。
試験室に時計がない場合もありますので、腕時計（辞書・計算・通信等機能がないもの）等を各自で持参してください。

付添者も試験会場に入れますか？

試験当日は、受験生及び教職員以外は構内立ち入り禁止とします。付添者控室の設定はありません。

Q&A

アクセス

N

学園都市駅
南出口

マクドナルド

神戸市外国語大学

外大前

神戸市営地下鉄（西神・山手線）

◀西神中央 三　宮▶

神戸芸術工科大学

学園都市駅南

ロータリー

芸工大前

徒歩6分
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下記の区分で入学手続きを完了した者を対象として実施する任意の試験で、成績上位者に奨学金を給付します。
試験科目は学力試験もしくは鉛筆デッサンとなります。受験に際して検定料の納入は不要ですので、得意な科目でチャレンジしてください。
※新入生特待生の認定を受けた方は受験することはできません。
※学力試験と鉛筆デッサンの併願はできません。どちらかの試験科目を選択してください。
※出願要項は、入学手続き完了通知に同封します。

※1 出願書類郵送について、国外からの場合は書類郵送締切日までに必着とします。締切日消印有効ではありませんのでご注意ください。
※2 受験票は試験2日前までに一斉配信します（郵送はいたしません）。
インターネットエントリー／出願サイトよりダウンロードのうえ印刷し、所定の箇所で切り取ったものを試験当日にご持参ください。

【モチーフ】

手桶、ボディタオル、ソープ

【講評】
モチーフの構成や配置のバランスがとても良く、奥行きを感じる構図はすっきりとした印象をあたえます。光の方向を意識して影を描き込むことでモチーフの
量感が感じられています。
全体的には、形を意識して丁寧に描いている印象ですが、もう少し個々の素材を観察し鉛筆の色幅を広げ多種類使うことでより質感に差が出てきます。モ
チーフの中でも特に固形石鹸（ソープ）の細かな描写はよく描かれているので、ボディタオルも良く観察して描き込めれば良かったと思います。
しかしながら、３点のモチーフのバランスや構図、陰影の捉え方は成功しているので観察力を高めれば更に魅力的なデッサンになるでしょう。

2023年度スカラシップ試験 鉛筆デッサン認定作品例

対象区分 試験日程・科目※2 認定枠 給付金額出願書類郵送締切※1出願期間（WEB）

総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞

総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞

学校推薦型選抜
指定校推薦／系列校推薦

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期
＜作品持参型＞

総合型選抜Ⅳ期
<科目選択型>

1/15（月）
〜

1/19（金）

1/20（土）
当日消印有効

学力試験
2/3（土）

集合時間 13：40
試験時間 14：00～15：30

鉛筆デッサン
2/4（日）
集合時間 9：40

試験時間 10：00～13：00

もしくは 20名 500,000円
〔入学初年度のみ〕

スカラシップ試験では、2/3（土）の学力試験のみ同日同時刻に実施する一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞における各科目と同じ問題を出題します。
2023 年度入学試験における、鉛筆デッサン試験合格者の作品例を41 ページに、学力試験問題を55～66 ページに掲載しています。

科目・時間・配点 詳　細 持参物

学力試験
90 分／ 190 点

出題範囲
【英語：コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ、英語表現Ⅰ】
【国語：国語総合（古文漢文除く）】【数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A】
受験科目は試験当日1 科目選択。

●受験票
●鉛筆 (HB) ※シャープペンシル不可
●消しゴム (電動不可 )
●鉛筆削り(電動不可 )
※ シャープペンシルではマークを読
　み取れない場合があるので、必ず
　鉛筆を使用してください。

鉛筆デッサン
180 分／ 190 点

与えられたモチーフを各自構図を考えてレイアウトし、
形や質感を正確に鉛筆で描写するもの。
B3 サイズ画用紙を使用し、イーゼルは使用しない。

●受験票
●鉛筆デッサン用具一式 (電動不可 )
　［鉛筆 ､消しゴム (ねり消し含む )､
　 羽ほうき (製図用ブラシ含む )、
　 鉛筆削り用具 ､はかり棒、擦筆、
　 デッサンスケール、
　 ティッシュペーパー及びガーゼ］
●カルトン (B3 版程度 )
●クリップ

スカラシップ試験科目

スカラシップ試験奨学生

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
試
験
奨
学
生
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本学は「高等教育の修学支援新制度」の対象機関として認定されています。本制度の支援対象者は、独立行政法人日本学生支援機構の給付
奨学金（38ページ）を合わせて受給することができます。また、スカラシップ試験奨学生、新入生特待生または資格特待生は、本制度の対象に
関わらず給付されます。

下記の区分において優秀な成績を収めた者

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞で合格し本学へ入学した者で、
全国工業高等学校長協会ジュニアマイスター各種認定者または本学指定資格等2資格以上取得者

新入生特待生

資格特待生

認定条件

認定条件

※総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞で合格・入学手続き完了後、新たに資格等を取得・認定された場合も特待生として認定します。
　ただし、2024年3月15日までに証明書（写）の提出が必要となります（必着）。

※1 その他、国籍・入学までの期間等に関する申し込み要件があります。
※2 所得の区分に応じ、満額、または、その2/3・1/3が減免されます。

応募要件 住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯の者で、社会で自立し、活躍するという明確な進路意識と強い学びの意欲がある者※1

減免額※2 入学金：200,000 円（入学年次のみ）　授業料：700,000 円（年額）

募集時期 4 月初旬・9 月中旬

高等教育の修学支援新制度『授業料等減免制度』について

対象区分 認定枠 給付金額

得意科目を
選択！

大学入学共通テスト
のみで判定！

総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞
一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞ 500,000円

〔入学初年度のみ〕一般選抜Ⅱ期／Ⅲ期 
＜大学入学共通テスト利用型＞

12名
4名

ジュニアマイスター
ゴールド認定者

ジュニアマイスター
シルバー認定者

ジュニアマイスター
ブロンズ認定者

大学が指定する
資格・コンテストを
2 資格以上取得

特待生の種類 認定者（11～23年度実績） 給付金額

ジュニアマイスター
ゴールド特待生

ジュニアマイスター
シルバー特待生

ジュニアマイスター
ブロンズ特待生

指定資格等取得
特待生

27名

24名

4名

23名

1,000,000円
〔入学初年度のみ〕

500,000円
〔入学初年度のみ〕

250,000円
〔入学初年度のみ〕

250,000円
〔入学初年度のみ〕

新入生特待生・資格特待生・高等教育の修学支援新制度

新
入
生
特
待
生
・
資
格
特
待
生
・
高
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◆ 本学独自の学生支援（給付型）
＜奨学金＞
名称 対象者 種別 金額 選考基準及び奨学金の内容等

新入生特待生 新入生 給付 500,000円
〔入学初年度のみ〕

総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞、一般選抜Ⅰ期 ＜科目選択型＞、一般選抜Ⅱ期
／Ⅲ期 ＜大学入学共通テスト利用型＞の合格者のうち成績優秀者。

ジュニアマイスター
ゴールド特待生 新入生 給付 1,000,000円

〔入学初年度のみ〕
総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞の合格者のうち、全国工業高等学校長
協会ジュニアマイスター顕彰制度において、ジュニアマイスターゴールドの認定者。

ジュニアマイスター
シルバー特待生 新入生 給付 500,000円

〔入学初年度のみ〕
総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞の合格者のうち、全国工業高等学校長
協会ジュニアマイスター顕彰制度において、ジュニアマイスターシルバーの認定者。

ジュニアマイスター
ブロンズ特待生 新入生 給付 250,000円

〔入学初年度のみ〕
総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞の合格者のうち、全国工業高等学校長
協会ジュニアマイスター顕彰制度において、ジュニアマイスターブロンズの認定者。

指定資格等取得特待生 新入生 給付 250,000円
〔入学初年度のみ〕

総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期／Ⅵ期 ＜資格取得型＞の合格者のうち、本学が指定
する資格・級およびコンテスト等の種別・賞位を2資格以上取得した者。

スカラシップ試験奨学生 新入生 給付 500,000円
〔入学初年度のみ〕

総合型選抜Ⅰ期 ＜体験型＞、総合型選抜Ⅱ期 ＜面談型＞、総合型選抜Ⅲ期／Ⅴ期 ＜作品持
参型＞、総合型選抜Ⅳ期 ＜科目選択型＞、学校推薦型選抜指定校推薦／系列校推薦の入学
手続き完了者で、スカラシップ試験での成績上位者。※新入生特待生認定者は対象外。

在学生特待生 在学生 給付 262,500円
年間授業料の1/4相当額

2年次から4年次の在学生を対象に、各学年・各学科ごとの前年度成績優
秀者。

神戸芸術工科大学
給付奨学金 在学生 給付 年間授業料の1/2相当額を上限 修学意欲や熱意があるにもかかわらず、在学中に学費負担者が死亡、また 

は病気・事故による長期入院などにより家計が急変し、修学が困難な者。

谷岡奨学金 在学生 給付

正賞：300,000円
特別奨励賞：150,000円
奨励賞：100,000円
特別賞：50,000円

文化・芸術・スポーツ・社会活動の各分野において、世界大会・全国大会に
準ずる大会（コンペ）等に出品（参加）し、優秀な成績を修めた者。

学校法人谷岡学園
神戸芸術工科大学
奨学融資制度

在学生 給付
（利子のみ）

融資を受けた際に生じる利子を給付

本学学生の修学を支援することを目的として、本学に在学する１年生から 
４年生（休学等は除く）の親または親権者が、本学園と提携している指定
銀行で「神戸芸術工科大学提携教育ローン」の融資を受けた場合、最短修
業年限中の利息を奨学金として本学園から給付します。

神戸芸術工科大学
教育後援会奨学金 在学生 給付

年額120,000円（上限）
前期・後期に60,000円ずつ給付
（後期採用者は60,000円）

本学に半期以上在学し、優秀な資質を有しながら、経済的な理由により修
学困難と認められる者。
教育後援会費を納入している者。

神戸芸術工科大学
私費外国人留学生
奨学金

在学生 給付 学部生 　年額360,000円
大学院生 年額240,000円

勉学に意欲をもち経済的に修学が困難な私費外国人留学生を対象に申請者の中か
ら選考をおこない、採用者には当該年度に限り給付。
※金額・内容は2023年1月現在の情報です。2024年度は変更になる場合があります。

◆ 国の教育ローン（貸与）
名称 対象者 種別 金額 選考基準及び奨学金の内容等

日本政策金融公庫
「国の教育ローン」

入学・在学者
の保護者
又は本人

貸与
（有利子）学生・生徒1人につき350万円以内

入学・在学される方の保護者で、世帯年収（所得）が次表の金額以内の方

【問い合わせ先】　教育ローンコールセンター　0570-008656
※ご利用いただけない場合は、03（5321）8656へおかけください。

子供の人数 1人 2人 3人 4人 5人

給与所得者
（事業所得者）

790万円
（600万円）

890万円
（690万円）

990万円
（790万円）

1,090万円
（890万円）

1,190万円
（990万円）

◆ 日本学生支援機構奨学金
名称 対象者 種別 金額 選考基準及び奨学金の内容等

日本学生支援機構
第一種奨学金 在学生 貸与

（無利子）

自宅月額： 20,000円／30,000円／ 
40,000円／54,000円（※） 
いずれかを選択 
（※）家計基準を満たした場合のみ利用可能

人物・学業ともに特に優れ、経済的理由により著しく修学困難な者で、1年
次は出身校の評定平均値が3.5以上、2年次以降は大学の成績が上位1/3
以内の者。
※ 家計支持者(父母、父母がいない場合は代わって家計を支えている人)
が住民税非課税である者は、学力基準を適用しない。

自宅外月額： 20,000円／30,000円／ 
40,000円／50,000円／ 
64,000円（※） いずれかを選択 
（※）家計基準を満たした場合のみ利用可能

日本学生支援機構
第二種奨学金 在学生

貸与
（無利子）

月額：20,000円から120,000円までの
10,000円単位で選択

人物・学業ともに優れ、経済的理由により修学困難な者。
利息 在学中は無利息

(卒業後　年利3％上限)

日本学生支援機構
給付奨学金 在学生 給付

支援区分※ 自宅月額 自宅外月額
住民税非課税世帯、及びそれに準ずる世帯の者で、人物・学業ともに優
れ、将来社会で自立し、活躍する目標を持って学修する意欲のある者。
※世帯の所得に応じて支援区分が認定されます。

第Ⅰ区分 38,300円 75,800円
第Ⅱ区分 25,600円 50,600円
第Ⅲ区分 12,800円 25,300円

＜授業料等減免制度＞
名称 対象者 種別 減免額 選考基準及び奨学金の内容等

高等教育の
修学支援新制度 在学生 免除

支援区分※ 金額

住民税非課税世帯、及びそれに準ずる世帯の者で、人物・学業ともに優れ、
将来社会で自立し、活躍する目標を持って学修する意欲のある者。
※世帯の所得に応じて支援区分が認定されます。
※入学金の減免は入学月の支援申請者のみが対象です。

第Ⅰ区分 入学金：200,000円
授業料：700,000円（年額）

第Ⅱ区分 入学金：133,400円
授業料：466,700円（年額）

第Ⅲ区分 入学金： 66,700円
授業料：233,400円（年額）

奨学金・授業料減免制度

奨
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学生専用マンション

一人暮らしの方のために本学学生専用マンションがあります。大学から徒歩8分の好立地で、オートロックやモニター付インターホ
ンなど、セキュリティも万全です。詳細については、合格通知に同封する「学生専用マンション募集要項」をご確認ください。
※募集部屋数は毎年変動しますので、あらかじめご了承ください。

◆ 入学後、基礎教育の段階で学科ごとに機材・用具等をご購入いただく必要があります（指定があるもの以外は入学までにご購入
いただく必要はありません）。
◆ ２年次以降の専門教育においては、選択コースによって別途機材・用具が必要となる場合があります。
※同等品をお持ちの場合は新たにご購入いただく必要はありません。また、必要機材・価格は変更になる場合があります。
※教科書代等で別途3万円程度必要となります（初年度）。
学科 機材・用具 参考価格

建築・環境デザイン

製図用具 約20,000円

パソコン
（※必須購入ではありません） 約120,000円

ソフト
（※必須購入ではありません） 約10,000円

生産・工芸デザイン

ノートパソコン
（※詳細は別途連絡） 約150,000円

ソフト
（※詳細は別途連絡） 約12,000円

材料費
（※履修科目により必要） 約45,000円

初年度に必要な機材・用具

提携信販会社教育ローン
本学には2つの学費サポート制度があります。どちらも入学金、授業料や教育充実費などの学費を学費負担者に代わって提携会社が大学に立替払いを
おこない毎月分割で学費負担者が提携会社に返済していただく制度です。
提携会社により手続き内容が異なりますので状況にあった選択ができます。
詳しくは下記連絡先までお問い合わせください。

◆セディナ学費ローン
〔問い合わせ先〕
SMBCファイナンスサービス株式会社　カスタマーセンター
【TEL】 050-3827-0375
【ウェブサイト】 https://www.cedyna.co.jp/loan/alliance/tuition/

◆オリコ学費サポートプラン
〔問い合わせ先〕
株式会社オリエントコーポレーション　学費サポートデスク
【TEL】 0120-517-325
【ウェブサイト】 https://orico-web.jp/gakuhi/index.html

紹介する物件の概要
通学時間 部屋タイプ 家賃（月額）

徒歩：5 分～15 分程度
地下鉄・電車・バス：10 分～45 分程度

ワンルーム・1K
1DK・1LDK

35,000円～60,000円程度
※家賃以外に共益費が2,000円～5,000円程度かかる場合があります。

下宿案内

◆ 下宿している在学生の多くは、5分～45分程度（徒歩・電車・バス）で通学できる場所に住んでいます。
◆ 大学近郊にあるワンルームマンションの家賃（月額）は大よそ35,000円から60,000円程度です。

下宿希望者には、物件や大学周辺のエリアマップ、物件の探し方のポイントが書かれた冊子を郵送しています(合格通知に同封しています)。
また、下宿紹介については株式会社学生情報センター三宮店に委託しています。
〔問い合わせ先〕nasic ナジック　株式会社学生情報センター三宮店
　　　　　　　 フリーダイヤル0120-749-215　Tel.078-291-6749　Fax.078-291-6748

学科 機材・用具 参考価格

ビジュアルデザイン

デザイン用具・材料 約30,000円
パソコン
（※必須購入ではありません） 約120,000円

ソフト
（※必須購入ではありません） 約120,000円

メディア芸術

画材・書籍・アプリケーションソ
フト類
（※履修科目により必要。詳細は
別途連絡）

約10,000

～

30,000円

外部記憶装置
（USBメモリ、ポータブルSSDな
ど）

約10,000円

パソコン・タブレット類
（※詳細は別途連絡。2年次以降
に必要となります。必ず入学後
に教員へ相談してから購入して
ください）　

約70,000

～

170,000円

提携信販会社教育ローン／初年度に必要な機材・用具／学生専用マンション／下宿案内
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鉛筆デッサン
鉛筆デッサン
ポイント ◆ モチーフ数点が、各自に与えられます。それぞれのモチーフを机の上に自由に配置構成して、描写してください。

◆ 試験時間は180分です。解答用紙は、B3サイズの画用紙を使用します。イーゼルは使いません。カルトンに解答用紙をク
リップで固定して、机を使って描きやすい姿勢で描写してください。解答用紙の縦使い、横使いは自由です。

◆ 解答用紙から離れて、作品全体を確認する必要がある場合は、他の受験生に迷惑をかけない範囲で席を立ってもかまいま
せん。

総合型選抜公募推薦入学試験Ⅰ期　午前

総合型選抜公募推薦入学試験Ⅰ期　午後

180分／190点満点

180分／190点満点

解答例
【モチーフ】
レジャー椅子、スプーン、ラウンドディッシュ

【講評】
レジャー椅子の金属フレームと布地の部分の質感
の差や明暗の差をしっかりとモチーフの色に対し
て意識し描かれている鉛筆の濃さに力強さを感じ
させる存在感のあるデッサンに仕上がっています。
しかし、ラウンドディッシュとスプーンの質感そして
色の濃さもレジャー椅子の描き込みと似ているた
め鉛筆の種類を変え色味や質感の違いを意識し
タッチを変えるなど工夫が必要だったと思います。
そのせいでモチーフとの距離感、空間が感じられ
にくくなってしまいました。個々のモチーフは良く描
き込まれているので全体のバランスやテーブルの
上の影を描き込めると繋がりが持てるので一つの
画面として関係性を表現しやすくなります。

解答例
【モチーフ】
アクリル毛糸、かぎ針、ソーダガラス

【講評】
モチーフ配置は画面に対してこぢんまり見えます
が、構図は瓶から透けたアクリル毛糸の関係性な
どから良くまとまっています。アクリル毛糸の表現
は素材の特徴をよく観察して質感や描き込みは
描かれていますが、ソーダガラスやかぎ針は少し
苦手意識があるようです。ソーダガラスなどの透
明感があるモチーフにも立体的な描写が必要に
なります。ラベルや反射、写り込みなどを初めに見
てしまいそうですが、まずは形や稜線をしっかり捉
えてそれら表現を描き込むとよいでしょう。３点の
モチーフの構図や陰影、形は全体的に安定感が
ある仕上がりなのですっきりとしたデッサンにまと
まっています。

※入試名称は2023年度のものになっており、2024年度入試名称とは異なります。

2023年度 入学試験問題解答例 
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鉛筆デッサン
ポイント  与えられたモチーフの存在感や形を考慮し、画面全体にどう描いたらよいかイメージして配置します。

 　 画面にバランスよくおさめるにはどのように構成したらよいか、長方形の枠などを通して片目で確認するなど
の練習をしておきましょう。

 円柱や直方体などの幾何形体は、特に形状の正確さが求められます。
 　 幾何形体のモチーフを、正確に描く練習をしておきましょう。
 硬いもの、柔らかいもの、光ったもの、透明なものなど、異なる質感の描き分けが必要です。
 　 材質感の対照的なモチーフを、構成し描く練習をしておきましょう。
 どの方向から光がきているのか、モチーフの陰影を注意深く観察して描きます。
 　  モチーフ自体の明るい部分と暗い部分、モチーフによってできたテーブル上の影など、微妙な陰影を描くこと

で光の方向性と立体感、遠近感が表現できます。陰影の観察と表現のテクニックを、練習しておきましょう。

構　図

形

素材感

光と陰影

一般選抜入学試験Ⅰ期　午前

一般選抜入学試験Ⅰ期　午後

180分／190点満点

180分／190点満点

解答例
【モチーフ】
手桶、ボディタオル、ソープ

【講評】
タオルの上に石鹸（ソープ）を置くことで、タオルの
軽さや石鹸（ソープ）の重みが感じられるように、
モチーフに関係性を持たせているのは良いのです
が、奥にある手桶との3点の組み合わせで見た時
に、ややバランスがとれていないように感じられます。
それぞれのモチーフの大きさは適切ですが、手桶
の楕円や取手の形の狂いが気になります。
質感をあらわすために、さまざまなタッチを使い分
けて描いているのは、とても良いと思います。ただ、
あともう少し手桶の縁の光が捉えられると、プラス
チックの光沢感が表現できたでしょう。

解答例
【モチーフ】
油性用ハケ、ゴム手袋、積み重ね収納BOX

【講評】
モチーフを紙面にバランスよくおさめることができてい
ます。ハケやゴム手袋を収納BOXに重ねることによっ
て、それぞれの素材がもつ質感が表れやすい構図に
なっていると感じます。
ただ収納BOXのパースや、ハケの接地面が捉えられ
ておらず、これらの形の狂いが気になります。
トーンに差が感じられないので、ゴム手袋の重なりの
影やハケの毛先などに、もう少し濃度を加えてあげれ
ば立体感を出すことができたように思います。他にも
ハケの毛流れをもう少し丁寧に観察し、描くことによっ
て、質感を向上させることができたでしょう。
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小論文
小論文
ポイント ◆  「小論文」は、提示された資料を参考にして設問に答える形式で、2問が出題されます。

◆  試験時間は120分です。資料は、芸術やデザインの分野に関係のある写真や文章などです。

◆ 設問1は、資料の特徴や要旨を客観的にまとめる問題で、観察力、読解力をみます。

◆ 設問2は、設問にしたがって、800字以内で解答者自身の考察を展開する問題です。
　文章により自分の考えを的確に表現する力をみるとともに、分析力や論理的思考力、発想力もみます。

◆ いずれの出題においても、誤字脱字は減点の対象になります。

問　題

総合型選抜公募推薦入学試験Ⅰ期 120分／190点満点

問題

センスの悪い国で精密なマーケティング※1をやればセンスの悪い商品がつくられ、その国ではよく売
れる。センスのいい国でマーケティングを行えば、センスのいい商品がつくられ、その国ではよく売れる。
商品の流通がグローバルにならなければこれで問題はないが、センスの悪い国にセンスのいい国の商品が
入ってきた場合、センスの悪い国の人々は入ってきた商品に触発されて目覚め、よそから来た商品に欲望
を抱くだろう。しかしこの逆は起こらない。ここで言う「センスのよさ」とは、それを持たない商品と比
較した場合に、一方が啓発性を持ち他を駆逐していく力のことである。
ここにひとつ、大局を見る手がかりがあると僕は思う。つまり問題はいかにマーケティングを精密に行
うかということではない。その企業がフランチャイズ※2としている市場の欲望の水準をいかに高水準に
保つかということを同時に意識し、ここに戦略を持たないと、グローバルに見てその企業の商品が優位に
展開することはない。これが問題なのである。ブランドは架空にできあがるものではなく、やはりそのフ
ランチャイズとなる国や文化の水準を反映している。
日本のクルマが海外で評価され、実績を上げている限りにおいては、日本人のクルマに対する意識水準
は心配しなくていい。日本のクルマは今日においても、特にその性能面では海外の市場で高い評価と信頼
を得ている。几帳面な日本人の性向はクルマを含めた様々な工業製品の基本性能を高い水準に保つことに
寄与している。
しかしながら、小型車や実用車ではなく、高級セダンという切り口で世界の市場を見渡してみると、Ｂ
ＭＷ、アウディ、ベンツなどの人気が高い。日本市場でも同じ現象がある。これはどういうことか。これ
は単純にいわゆるブランドイメージの強さや弱さの問題に帰するものではない。おそらくはこういうクラ
スのクルマに対する日本人の意識水準がドイツ、ヨーロッパに及んでないということだろう。こういう部
分に現れてくる品質は、クルマの性能の問題ではなく、また個人のデザイナーが頑張って解決できる問題
でもない。もっと総合的な品質、いわば品位や品格とでも形容すべき性質の問題である。そういう性質が
不足している。市場の欲望の底に横たわっているこういう性質は簡単に改善できるものではない。
しばらくクルマを例に挙げて語ってきたが、「靴」にしても「オフィスファニチャー」にしても同じで

ある。商品の母胎となる市場の欲望の質がグローバルな市場での商品の優位性を左右する。それは一般的
なマーケティングとは異なる深度に焦点を合わせないと見えてこない問題である。そういう問題を考えて
いくのが「欲望のエデュケーション※3」である。
香港で食べる中華料理は美味しいが、東京のそれはさほどではない。それがシェフの技量の問題であれ
ば、腕のいいシェフを香港や中国から招けばいいし、事実そういうことも行われているはずである。しか
しこのギャップはなかなか埋まらない。なぜなら、問題はシェフではなく顧客だからである。美味しい中
華料理にうるさいお客の数を比較すると、香港と東京では勝負にならない。しかし話が「寿司」ならば立
場は逆転するだろう。
この話は日本人の生活意識全体の問題である。したがって根本的には日本人の生活意識に深い影響を与
えている要因を一つひとつ検証してみる必要がある。たとえば住宅はどうか。
日本の建て売り住宅の水準は高いとは言いがたい。住宅展示場に行ってみると少なからずがっかりする。
外観もさることながら、画一的な間取り、工夫のない採光、床、壁、天井の素材の安っぽさ、門扉の不必
要な装飾性、奇妙に凝った照明器具、フォルムに無駄を残すドアノブ……。日本人の家に対する思いは決
して浅くはない。一国一城の主となるべく汗水たらして働いて頭金を貯め、多大なローンを組んで購入す
るものである。だから半端な買い物ではない。家を買うのは夢の実現である。しかしながら、真剣な買い
物にしてこの水準。本気の度合いが半端ではない分、そこに露出している意識の低さが悲しい。住宅事情

―1―

の悪さを日本人は宅地価格の高さのせいにしたがるが、そうではない。住空間に対する美意識が成熟して
いないのである。つまり欲望の水準が低い。
日本人は近代的な住居に対して理想的なモデルを与えられないまま暮らしてきた。明治に西洋を取り入
れたが、住居は洋服のようには簡単にいかない。庶民レベルでは特にそうだ。和室と洋室をうまく融合さ
せる方法すら満足に見つけることができないで、未解決のまま今日までやってきた。庶民が住居空間につ
いて学習する教材は、不動産業者が新聞に折り込むチラシである。2ＤＫとか3ＬＤＫなどという間取り
を眺めては、ふた部屋＋ダイニングキッチン、あるいは三部屋＋リビングダイニングと学習する。部屋の
広さは畳の数で数え、床の素材違いで洋間と和室を区別する。だからマーケティングをやっても「2ＤＫ
で駐車場付、ひと間は和室」などというモデルが導かれたりするのである。そういう不動産チラシが「リ
ファレンス効果※4」を生み、欲望はいびつな形を与えられたまま一般化していくのである。

…… 中略 ……

日常は美意識を育てる苗床である。先にクルマや住空間の話を引き合いに出したが、たとえばコンビニ
エンスストアで販売されているようなもの一つひとつに実はエデュケーショナルな効果があって、僕らは
毎日これらのものを通して教育されている。一方で、精密な販売データの解析がスーパーやコンビニを通
じて日々行われている。マーケティングは新鮮な感受性もキャッチすれば、怠惰の方向に傾斜しがちな
ユーザーの性向をも正確にキャッチする。精密なマーケティングはこの「ゆるみ」とでも呼ぶべき顧客の
ルーズさをもしっかりと分析し、商品という形に仕上げて流通させていく。顧客の本音に寄り添った商品
はよく売れるが、これは一方でマーケティングを通した生活文化の甘やかしであり、この反復によって、
文化全体が怠惰な方向に傾いていく危険性をはらんでいる。そこに生み出される商品は、グローバルな視
点で見た場合に、かならずしも他の市場を啓発するような力を持ち得ない。
ヨーロッパ型のブランドがある特定の個性を強い意志で保ち続けるのに対して、日本の日用品はマーケ

ティングの反復によってどんどん「怠惰」で「ゆるみ」のある商品に変化していく。結果として、日本人
はコンビニやスーパーでの買い物と、ブランドショップでの買い物に二極化していくのだ。
もしも、デザインという、生活環境におけるものに対する合理的な見方が、せめて義務教育の初期に行

われていたならば、生活者全体の意識は変わっていたかもしれない。「マンホールの蓋がなぜ丸いか。丸
くないと蓋が穴の中に落ちてしまうから」というのは数学の問題ではなく、デザインの問題である。だか
ら、さらに根本的に言うと、日本人にはデザインの基礎教育が不足しているのである。ただ、ここで僕が
書いてきたのは、そういう基礎教育の提案ではない。これからの経済は少なくとも「生産技術」の競争に
加えて、フランチャイズの市場に潜在する「文化レベル」の競争になる。それぞれの文化あるいは市場か
ら、いかに他の市場をインスパイアできる製品を生み出せるか。そういうことを予見しつつ、市場という
畑を肥やしていくという可能性について僕は思いをめぐらせている。

原研哉『デザインのデザイン』岩波書店、2003

―2―

註）
※1）マーケティング：消費者の求める商品やサービスを調査し、販売やサービスなどを促進するための

活動
※2）フランチャイズ：親企業と加盟店が契約を結び、商標の使用権や商品・サービスの販売権を得て事

業を行う形態
※3）エデュケーション：潜在しているものを引き出す教育
※4）リファレンス：参照すること

問1 本文の内容を400字以内で要約してください。

問2 本文では、現在の日本の生活を取り巻く商品のデザインは「二極化」していると述べられています。
暮らしの中で生活者がデザインに対する意識を高めていくために、どのような方法が考えられますか。
関心のある領域において、あなたの考えを800字以内で記述してください。

―3―
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解答例
【講評】
設問１
問題文では、日本におけるデザインの基礎教育不足が及ぼす影響につい
て触れられています。
日本の工業製品や住空間を例にあげながら、ブランドには国や文化の水
準が少なからず反映され、それらを育む土壌は日常生活や教育にあり、こ
のような生活者の意識は個人のデザイナーが解決できる問題ではないと
著者は指摘しています。そしてこれからの市場では「生産技術」に加え
「文化レベル」の競争になるとまとめています。
解答者はこのような著者の問題意識とその要因について、テキストに即
してとりあげることが出来ています。とくに著者独自の視点である「精密な
マーケティングが文化全体に及ぼす危険性」について触れ、今後どのよ
うに対応するべきかまでを、過不足なくまとめている点が評価できます。

設問2
解答者は設問について、ユニバーサルデザインという観点から記述して
います。さらに著者が問題視している「デザインの基礎教育不足」につい
て、解答者自身が体験した小中高での学校教育、とくに「美術」の授業を
振り返りながら「デザインに関する知識を身につけ、意識を向けるような
機会を日常的に増やすこと」を提案しています。
ユニバーサルデザインという、社会に一定程度浸透している言葉を用い
ながら書いてくれている点はイメージしやすいのですが、それがどのよう
に設問に結びついているのか、もう少し具体的に書いてもらえるとよかっ
たです。
また、解答者が書かれたデザインの「知識」や「意識」に対する重要性は
共感できるのですが、具体的な方法にまで踏み込めていないので、解答
者独自の提案が書かれていると、さらに優れた解答になると感じます。

「 セ ン ス の よ さ 」 と は 、 そ れ を 持 た な い 商
品 と 比 較 し た 場 合 に 、 一 方 が 啓 発 性 を 持 ち 他
を 駆 逐 し て い く 力 の こ と で あ る 。
こ れ に よ る 問 題 は 市 場 の 欲 望 を 高 水 準 に 保

つ こ と を 意 識 し 、 戦 略 を 持 た な い と グ ロ ー バ
ル に 見 て そ の 企 業 の 商 品 が 優 位 に 展 開 し な い
点 だ 。 商 品 は 母 胎 と な る 市 場 の 欲 望 の 質 が グ
ロ ー バ ル な 市 場 で の 商 品 の 優 位 を 左 右 す る 。
し か し 日 本 で は 美 意 識 が 成 熟 し て い な い た

め 、 欲 望 の 水 準 が 低 い 。
マ ー ケ テ ィ ン グ は 新 鮮 な 感 受 性 を キ ャ ッ チ

す る 一 方 で 怠 惰 の 方 向 に 傾 斜 し が ち な 性 向 も
キ ャ ッ チ す る 。 こ う し た 生 活 文 化 の 甘 や か し
の 反 復 に よ り 文 化 全 体 が 怠 惰 な 方 向 に 傾 く 危
険 性 を は ら ん で い る 。 結 果 と し て 、 日 本 人 は
コ ン ビ ニ や ス ー パ ー で の 買 い 物 と ブ ラ ン ド シ
ョ ッ プ で の 買 い 物 に 二 極 化 し て い く の だ 。
そ れ ぞ れ の 文 化 や 市 場 か ら 、 他 の 市 場 を イ

ン ス パ イ ア で き る 製 品 を 生 み 出 せ る か 予 見 し 、
市 場 と い う 畑 を 肥 や し て い く 必 要 が あ る 。

昨 今 の 日 本 は 海 外 と 比 べ 、 デ ザ イ ン に 対 す
る 意 識 が 低 い と い う こ と を 感 じ る 瞬 間 が 度 々
あ る 。 そ こ で 私 は 暮 ら し の 中 で 生 活 者 が デ ザ
イ ン に 対 す る 意 識 を 高 め て い く た め に 、 ユ ニ
バ ー サ ル デ ザ イ ン の さ ら な る 普 及 と 発 信 を 進
め る と 良 い と 考 え る 。
現 在 、 日 本 を 含 め た グ ロ ー バ ル 社 会 で は 多

様 性 の 尊 重 を う な が す 活 動 が 見 ら れ る 。 そ の
内 の １ つ で あ る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン は 、 多
く の 人 が 聞 い た り 、 見 た り し た こ と が あ る の
で は な い だ ろ う か 。 私 自 身 、 生 活 の 中 で 駅 の
点 字 ブ ロ ッ ク や ペ ッ ト ボ ト ル の キ ャ ッ プ な ど
他 に も 様 々 な ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 見 か け
る 。 で は な ぜ 日 本 で は デ ザ イ ン に 対 し て の 意
識 が 低 い の か 、 私 は そ の 理 由 の １ つ と し て 本
文 で も 述 べ て い る デ ザ イ ン の 基 礎 教 育 の 不 足
が あ る と 考 え る 。 確 か に 、 小 学 校 、 中 学 校 、
高 校 と 工 作 や 美 術 な ど の 授 業 を 通 じ て デ ザ イ
ン に 触 れ る 機 会 は あ っ た も の の 、 生 活 の 中 で
ど の よ う に 利 用 さ れ て い る の か 、 デ ザ イ ン が

あ る こ と に よ り ど の よ う な 効 果 が も た ら さ れ
て い る か な ど 、 暮 ら し の 中 に あ る デ ザ イ ン に
対 す る 教 育 は 少 な か っ た と 感 じ る 。
デ ザ イ ン は 全 て の も の に 存 在 し て お り 、 ユ

ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 例 に し て も 、 シ ャ ン プ
ー の ボ ト ル 、 エ レ ベ ー タ ー や リ モ コ ン の 点 字
な ど 多 く の も の を あ げ る こ と が で き る 。 デ ザ
イ ン に 囲 ま れ て い る こ の 世 の 中 で デ ザ イ ン へ
の 意 識 が 低 い と い う こ と は デ ザ イ ン に 対 す る
知 識 が 欠 如 し て い る か ら だ と 考 え る 。 つ ま り 、
意 識 を 向 け る た め の き っ か け 作 り を 基 礎 教 育
が 担 う 必 要 が あ る と い う こ と だ 。
勿 論 、 教 育 を 受 け た と し て も 興 味 も 関 心 も

抱 か な い と 考 え る 人 も い る だ ろ う 。
し か し 、 知 識 を 身 に つ け る こ と に よ り 、 ふ

と し た 瞬 間 に デ ザ イ ン を 意 識 す る こ と の 反 復
が 意 識 を 高 め る と い う こ と に つ な が る の で は
な い だ ろ う か 。 そ の た め に 、 ま ず は ユ ニ バ ー
サ ル デ ザ イ ン の 普 及 と 発 信 を 進 め る 方 法 が 良
い と 考 え る 。
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イメージ表現
イメージ表現
ポイント ◆ 「イメージ表現」は、与えられたテーマ（ことば）から自由にイメージを発想し、色彩（ポスターカラーなどの水性絵の具、色鉛

筆）を使って表現する実技試験です。自分のアイディアをもとに、色彩や構成を工夫し、独創的で豊かなイメージが表現でき
ているかを評価します。

◆ 試験時間は180分です。解答用紙は、B3サイズの画用紙を使用します。

問題  以下の言葉が表現している情景をあなたの自由なイメージで解答用紙に描写しなさい。
 ※解答用紙の縦横使用は自由。
 ※作品の上方向を示す矢印「↑」を解答用紙の矢印記入欄に記入すること。

解答例
【講評】
画面、大胆な赤と青の２色が、目に飛び込みます。濃紺の
海の中、手前左はオレンジ系、対する右手前はマゼンダ系
赤。それぞれグラデーションでハッキリとしたサンゴのシル
エット、左右異なる赤色の塊は、画面に強いインパクトを与
えています。水面から続く光線はスポットライトのようで、画
面中央は舞台のように目立ちます。水中独特な浮遊感あ
るポーズで踊る男女二人。画面の動き、構成、密度、アイ
デア。それぞれ相互に響き合い、楽しい水中パーティー空
間となりました。

総合型選抜公募推薦入学試験Ⅰ期 180分／190点満点

「海底のパーティ」

※2020年度の解答例を掲載しています。

イ
メ
ー
ジ
表
現
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基礎学力試験／学力試験　英語・国語・数学

基礎学力試験〔 英語 〕

基礎学力試験／
学力試験
ポイント

◆ 試験当日に英語・数学・国語から1科目選択

◆マークセンス方式

 英語：コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ、英語表現Ⅰ
 国語：国語総合（古文漢文除く）
 数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A

出題範囲

問　題

総合型選抜公募推薦入学試験Ⅰ期 90分／190点満点
基
礎
学
力
試
験
〔
英
語
〕

45



問　題

基
礎
学
力
試
験
〔
英
語
〕

46

問　題

基
礎
学
力
試
験
〔
英
語
〕

47



問　題

基礎学力試験〔 国語 〕

基
礎
学
力
試
験
〔
国
語
〕

48

問　題

基
礎
学
力
試
験
〔
国
語
〕

49



問　題

基
礎
学
力
試
験
〔
国
語
〕

50

問　題

基
礎
学
力
試
験
〔
国
語
〕

51



問　題

基
礎
学
力
試
験
〔
国
語
〕

52

問　題

基
礎
学
力
試
験
〔
国
語
〕

53



問　題

基礎学力試験〔 数学 〕

基
礎
学
力
試
験
〔
数
学
〕

54

学力試験〔 英語 〕
一般選抜入学試験Ⅰ期 90分／190点満点 ※問題のみの掲載です。

問　題

学
力
試
験
〔
英
語
〕

55



問　題

学
力
試
験
〔
英
語
〕

56

Ⅲ．⑴～⑸の日本語の意味になるように（ ）に当てはまるものを，それぞれア～エから一つ

選びなさい。

⑴ 仕事からの帰りに車が故障した。さらに悪いことに，土砂降りの雨だった。 36

The car broke down when I was driving home from work, and to（ ）matters

worse, it was pouring.

ア follow イ make ウ do エ get

⑵ この新しい電動アシスト自転車は15万円もしたのですよ。 37

This new electric bicycle cost me as（ ）as 150,000 yen.

ア well イ many ウ much エ a lot

⑶ ジャックにはよくあるんだけど，今日も授業に遅刻してきたよ。 38

As is often the（ ）with him, Jack was late for class today.

ア case イ chance ウ event エ occasion

⑷ 赤ちゃんを起こさないように私たちは小さな声で話した。 39

We spoke quietly for（ ）of waking the baby.

ア the sake イ fear ウ the purpose エ a change

⑸ 山田さんは学生時代に留学したそうですよ。 40

Mr. Yamada is said（ ）abroad when he was a student.

ア to study イ having studied

ウ to be studied エ to have studied

― 9 ―

問　題

学
力
試
験
〔
英
語
〕

57



問　題

学力試験〔 国語 〕　※2022年度入試問題を掲載しています。

据
え
て
新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う
か
、
と
思
い
立
っ
て
も
、
そ
の
年
齢
に
な
っ
て
始
め
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
ば
か
り
で
、
結
局
、
手
慰
み
程
度
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な

に
か
面
白
い
も
の
は
な
い
か
、
と
書
店
に
探
し
に
い
き
、
手
頃
な
サ
ー
ク
ル
を
訪
ね
た
り
す
る
人
も
多
い
と
聞
く
。

た
し
な

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
ホ
ビ
ィ
の
認
識
が
少
し
違
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
同
じ
だ
ろ
う（
言
葉
が
同
じ
だ
か
ら
）。
も
と
も
と
、
紳
士
の
嗜
み

と
し
て
、h

obby

は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
仕
事
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
存
在
で
、
人
間
の
品
位
を
形
成
す
る
要
素
の
1
つ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、sport

やleisu
re

は
、
ま
た

別
の
嗜
み
だ
そ
う
だ
。
結
局
、
大
人
に
な
れ
ば
、
仕
事
、
趣
味
、
レ
ジ
ャ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
そ
れ
ぞ
れ
一
人
前
に
な
る
こ
と
が
理
想
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
忙
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
古
く
か
ら
あ
る
文
化
な
の
で
、
資
産
家
や
貴
族
な
ど
の
立
場
で
の
話
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

貴
族
で
あ
れ
ば
、
仕
事
は
大
し
て
忙
し
く
な
い（
む
し
ろ
忙
し
さ
は
、
貧
し
さ
の
象
徴
で
も
あ
る
）。
仕
事
以
外
に
持
っ
て
い
る
資
質
に
、
人
間
と
し
て
の
価
値
が
問
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
レ
ジ
ャ
や
ス
ポ
ー
ツ
は
趣
味
に
含
ま
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
日
本
人
の
多
く
が
、
趣
味
と
考
え
て
い
る
は
ず
だ
。
家
族
旅
行
や
キ
ャ
ン
プ

に
出
か
け
る
の
も
趣
味
で
は
な
い
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
趣
味
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、【
Ｂ
】と
は
何
か
。

1
つ
は
カ
ル
チ
ャ
的
な
分
野
が
こ
れ
に
当
た
る
。
た
と
え
ば
、
絵
を
描
く
と
か
、
音
楽
をｃ
演
ソ
ウ
す
る
、
と
い
っ
た
も
の
だ
。
あ
る
い
は
、
な
に
か
をｃ
蒐
集
す
る
の
も
、
趣
味
と
い
え

る
。筆

者
が
子
供
の
と
き
に
、
こ
の「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
蒐
集
）」が
流
行
っ
た
。
筆
者
は
、
1
9
5
7
年
の
生
ま
れ
で
、
戦
後
日
本
が
高
度
経
済
成
長
に
沸
き
返
り
、
よ
う
や
く
生
活
に
ゆ
と

り
が
出
て
き
た
頃
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
切
手
や
コ
イ
ン
と
い
っ
た
も
の
を
蒐
集
す
る
、
そ
れ
が
ホ
ビ
ィ
だ
、
と
い
わ
れ
た
。
デ
パ
ー
ト
に
は
、
お
も
ち
ゃ
売
り
場
の
片
隅
に
、「
ホ

ビ
ィ
・
コ
ー
ナ
」が
あ
り
、
切
手
や
コ
イ
ン
が
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
ん
で
い
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
何
人
か
が
、
こ
れ
を
始
め
て
い
て
、
見
せ
合
っ
た
り
、
交
換
し
た
り
し
て
い
た
。

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
日
本
人
に
も
普
及
し
た
趣
味
の
1
つ
だ
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
も
少
し
本
家
と
は
意
味
合
い
が
違
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
認
識
は
、
た
だ
集
め
る
こ
と
だ
け
に
夢
中
に
な
っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
、
集
め
ら
れ
る
品
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
よ

こ
だ
わ

う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
、「
切
手
」と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
拘
っ
て
い
る
状
態
だ
。
あ
え
て
い
え
ば
、
そ
の
名
称
が
つ
く
も
の
に
拘
っ
て
い
る
。
好
き
な
切
手
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、
切
手
な
ら
ば
、
す
べ
て
手
に
入
れ
た
い
、
と
な
る
。

そ
も
そ
も
、「
拘
り
」と
い
う
言
葉
が
、
今
の
日
本
で
は
プ
ラ
ス
の
印
象
を
抱
か
せ
る
形
容
に
な
っ
た
。
拘
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
、
と
思
っ
て
い
る
人
が
と
て
も
多
い
。
筆
者
は
、

ま
っ
た
く
こ
の
逆
で
あ
る
。
と
き
ど
き
座
右
の
銘
を
尋
ね
ら
れ
る
が
、「
な
に
も
の
に
も
拘
ら
な
い
」が
自
分
の
方
針
だ
、
と
答
え
て
い
る
。「
拘
る
」と
い
う
日
本
語
は
、
本
来
そ
う
い
う

マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
あ
る
。
日
本
の
コ
レ
ク
タ
は
、
た
だ（
悪
い
意
味
で
の
）拘
り
を
持
っ
て
い
る
人
に
見
え
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
す
れ
ば
良
い
。
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問
題
一

つ
ぎ
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

日
本
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の
お
か
げ
で
、
物
質
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
誰
も
否
定
し
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。（
1
）文
化
面
で
は
、
ま
だ
西
洋
と
比
べ
て
も
遅
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
と
き
ど
き
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
が
そ
の
文
化
的
な
遅
れ
な
の
か
、
筆
者
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
た
し
か
に
趣
味
の
分
野
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
や

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
日
本
よ
り
は
深
い
も
の
、
高
い
も
の
を
感
じ
る
機
会
が
多
い
の
は
事
実
だ
。
お
そ
ら
く
、
日
本
は
そ
う
い
っ
た「
余
裕
の
文
化
」が
戦
争
で
一
度
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し

ま
っ
た
し
、
ま
た
、
戦
後
の
成
長
期
に
は【
Ａ
】の
社
会
だ
っ
た
か
ら
、「
遊
ん
で
い
る
暇
が
な
か
っ
た
」と
も
解
釈
で
き
る
。

そ
の
1
つ
の
証
拠
と
し
て
、「
趣
味
」と
い
う
言
葉
を
日
本
人
が
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
、
と
い
う
点
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
英
語
で
はh

obby

で
あ
り
、
日
本
で
も「
ホ
ビ
ィ
」を

使
っ
て
い
る
人
やａ
商
バ
イ
は
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
に
対
す
る
意
識
が
、
諸
外
国
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
る
、
と
筆
者
は
よ
く
感
じ
て
い
る
。

日
本
人
に
と
っ
て
、
趣
味
と
は
、
あ
く
ま
で
も「
娯
楽
」と
同
じ
も
の
だ
。
同
じ
で
は
な
い
に
し
て
も
、
か
ぎ
り
な
く
近
い
。
そ
れ
は
、
仕
事
の
合
間
、
休
日
や
休
み
時
間
の「
息
抜
き
」

の
こ
と
で
あ
り
、
仕
事
に
集
中
す
る
た
め
の
準
備
時
間
だ
っ
た
り
す
る
。

「
遊
び
」と
い
う
言
葉
も
、
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
遊
ぶ
の
は
子
供
で
あ
っ
て
、
大
人
は
基
本
的
に
遊
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
仕
事
の
合
間
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た「
遊
び
」が

は
か
ど

あ
っ
た
方
が
、
仕
事
が
捗
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
機
械
類
のａ
僅
か
な「
が
た
つ
き
」の
こ
と
を「
遊
び
」と
い
う
。
自
動
車
の
ハ
ン
ド
ル
に
遊
び
が
あ
る
と
は
、
歯
車
の
間
の
隙
間
の
こ

は
ま

と
だ
。
あ
ま
り
に
き
っ
ち
り
と
嵌
り
す
ぎ
て
い
る
と
、
か
え
っ
て
使
い
勝
手
が
悪
く
な
る
。
だ
か
ら
、
多
少
の「
遊
び
」が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、「
遊
び
」が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る

お
ろ
そ

と
、
性
能
的
にｂ
シ
障
が
出
る
。
人
間
も
、
遊
び
が
増
え
て
仕
事
が
疎
か
に
な
っ
て
はｂ
本
末
転
倒
だ
、
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
今
も
、
日
本
の
社
会
で
は
そ
う
い
う
空
気
が
支
配
し
て
い
る

だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
趣
味
も
や
は
り
遊
び
な
の
で
あ
る
。
息
抜
き
程
度
で
あ
り
、
あ
る
い
は
仕
事
の
潤
滑
剤
と
し
て
の
役
目
で
し
か
な
い
。
仕
事
仲
間
と
飲
み
に

い
っ
た
り
、
仕
事
関
係
で
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
す
る
。
そ
れ
が
趣
味
だ
、
と
日
本
人
の
多
く
が
認
識
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
老
年
に
な
り
退
職
し
た
と
き
、
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
遊
び
も
趣
味
も
、
す
べ
て
仕
事
絡
み
だ
っ
た
し
、
遊
び

仲
間
は
、
仕
事
仲
間
だ
っ
た
。

趣
味
と
い
え
る
も
の
を
続
け
て
い
た
と
し
て
も
、
暇
潰
し
程
度
の
こ
と
だ
っ
た
。
退
職
し
て
、
毎
日
が
自
由
時
間
に
な
っ
た
と
き
に
や
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
さ
て
、
で
は
腰
を

国

語
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た
わ
り
に
は
、
な
に
か
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
感
触
を
多
く
の
人
た
ち
が
抱
く
の
は
、
こ
う
い
っ
た
部
分
だ
ろ
う
、
と
指
摘
し
た
い
。

こ
れ
が
、
高
度
成
長
期
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
打
ち
込
ん
で
き
た
世
代
が
リ
タ
イ
ア
し
た
と
き
に
、
何
を
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
歳
に
な
っ
て
、
や
る
も
の
が
な
い
。
そ
れ
が
既
に
問
題
で
あ
る
。
そ
う
な
る
ま
え
に
、
な
ん
ら
か
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
お
か
な
か
っ
た
の
が
、
原
因
だ
と
い
え
る
。

近
頃
の
若
者
は
、
既
に
感
覚
的
に
、
仕
事
第
一
主
義
にｄ
懐
疑
的
だ
。
出
世
が
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
ば
り
ば
り
身
を
粉
に
し
て
働
き
た
く
は
な
い
。
人
生
を
も
っ
と
自
由
に
楽
し
み

た
い
。
そ
う
い
う
考
え
の
人
が
増
え
た
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
老
年
の
人
か
ら
見
れ
ば
、「
な
に
を
甘
っ
ち
ょ
ろ
い
こ
と
を
」と
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が「
ゆ
と
り
」で
あ
り
、

彼
ら
は
、
本
来
の
人
間
の
価
値
を
本
能
的
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
そ
う
い
っ
た
素
直
な
欲
求
が
現
れ
始
め
た
こ
と
は
、
社
会
がｄ
セ
イ
熟
し
、
平
和
が
続
い
て
い
る
お
か
げ
で
あ

る
。
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
、
と
筆
者
は
感
じ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
書
い
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
近
い
将
来
に
は
当
た
り
前
に
な
る
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
古
い
タ
イ
プ
の
方
は
、
早
め
に
気
づ
い
て
、
残
り
の
人
生
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

「h
obby

」は
、「【
Ｅ
】」と
訳
す
の
が
適
当
だ
ろ
う
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
言
葉
を
こ
の
よ
う
に
改
め
る
だ
け
で
、
認
識
が
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
だ（
そ
れ
自
体
が
、
言
葉
に
支
配

さ
れ
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
が
）。

こ
こ
で
、「
研
究
」と
は
ど
ん
な
行
為
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
一
般
の
方
は
、
こ
の
言
葉
を
曖
昧
な
ま
ま
使
っ
て
い
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
研
究
を
し

た
こ
と
が
な
い
の
だ
か
ら
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の
方
は
、「
研
究
」を「
勉
強
」あ
る
い
は「
学
習
」だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
よ
う
だ
。

た
と
え
ば
、
小
学
校
な
ど
で
も
、「
自
由
研
究
」と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。
夏
休
み
な
ど
に
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
は
ず
。

ま
ず
、
こ
の「
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
る
」と
い
う
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
問
題
を
与
え
ら
れ
な
い
」状
況
の
自
由
さ
で
あ
る
。（
3
）、
研
究
に
は
、
こ
の

自
由
さ
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ「
自
由
研
究
」と
す
る
の
は
重
複
し
て
い
る
よ
う
に
筆
者
は
感
じ
る
。

さ
ら
に
、
研
究
と
い
う
行
為
は
、「
学
ぶ
」こ
と
で
も「
調
べ
る
」こ
と
で
も
な
い
。
だ
か
ら
、
問
題
を
自
分
で
見
つ
け
た
あ
と
、
図
書
館
で
調
べ
る
、
人
に
き
い
て
回
る
、
と
い
う
こ
と

で
解
決
で
き
る
も
の
は
、
研
究
で
は
な
い
。

き
お
う

そ
う
い
っ
た
既
往
の
研
究
成
果
の
有
無
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
う
え
で
問
題
が
明
確
に
な
る
、
と
い
う
だ
け
だ
。Ｆ
学
習
や
調
査
で
解
決
し
て
し
ま
う
問
題
だ
っ
た

ら
、
そ
れ
は【
Ｆ－

1
】で
は
な
く
、【
Ｆ－

2
】に
な
る
。

研
究
と
は
、
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、
自
分
が
最
初
に
知
る
こ
と
だ
。【
Ｇ
】

し
た
が
っ
て
、
資
料
を
集
め
る
こ
と
は
、
研
究
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
知
る
意
味
で
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
た
め
に
必
要
な
行
為
と
い
え
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
リ
サ
ー
チ（
研
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ひ
そ

自
由
で
あ
り
、
非
難
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
し
か
し
、
コ
レ
ク
タ
に
対
し
て
眉
を
顰
め
る
人
た
ち
が
、
か
つ
て
は
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
社
会
の
常
識
的
な
視
点
の
よ
う
に
も
い

あ
き

わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
呆
れ
て
見
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
友
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
な
に
か
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
人
が
多
い
。
日
本
人
よ
り
も
そ
の
割
合
が
多
い
よ
う
だ
。
彼
ら
の
蒐
集
品
を
見
せ
て
も
ら
う
機
会
も
何
度
か

あ
っ
た
。
彼
ら
に
、
ど
れ
だ
け
の
数
を
集
め
た
の
か
、
と
き
く
と
、
首
を
傾
げ
る
。「
さ
あ
…
…
、
数
え
た
こ
と
は
な
い
し
、
量
な
ん
か
に
意
味
は
な
い
」と
言
う
。
彼
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
も
ち
ろ
ん
趣
味
で
あ
る
が
、
集
め
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
な
に
か
の
趣
味
が
さ
き
に
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
集
め
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。

こ
れ
は
、
あ
る
分
野
の
研
究
を
行
う
た
め
に
資
料
を
集
め
る
こ
と
と
同
じ
行
為
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、
意
識
は
探
究
し
た
い
対
象
に
向
か
っ
て
い
て
、
そ
の
た

め
に
、
必
要
な
も
の
を
手
許
に
集
め
、
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
目
的
で
は
な
く
、
手
段
な
の
だ
。

た
と
え
ば
、
図
書
館
な
ど
も
も
と
も
と
は
そ
う
だ
っ
た
。
研
究
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
書
籍
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
研
究
者
の
書
斎
に
は
、
膨
大
な
量
の
書
籍
が
棚
に
並
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
は
本
を
蒐
集
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
蒐
集
す
る
こ
と
が
目
指
す
ゴ
ー
ル
な
の
で
は
な
く
、
蒐
集
す
る
こ
と
で
、
探
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
趣
味（h

obby

）」と
は
、
そ
う
い
う
行
為
で
あ
り
、（
2
）、
大
人
の
嗜
み
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
文
化
が
あ
る
、
と
理
解
で
き
る
。

そ
う
し
て
み
る
と
、「h

obby

」を「
趣
味
」と
い
う
日
本
語
に
訳
し
た
こ
と
が【
Ｃ
】に
感
じ
る
。
日
本
語
の「
趣
味
」に
は
、
本
職
で
は
な
く
、
単
な
る
楽
し
み
で
行
う
も
の
と
の
意
味
が

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
正
し
い
の
だ
が
、
日
本
人
は
、Ｄ「
本
職
で
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
一
流
で
は
な
い
」と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
才
能
や
技
能
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
が
仕
事
に
な
る
、
と
い
う
固
定
観
念
に
支
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

人
間
を
職
業
で
評
価
す
る
の
も
、
日
本
社
会
の
傾
向
と
し
て
顕
著
で
あ
る
。「
職
業
に
貴
賤
は
な
い
」と
い
い
な
が
ら
、
ま
っ
た
く
そ
う
は
考
え
て
い
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。

あ
か
し

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
貴
族
文
化
が
長
く
続
い
た
国
で
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
貧
し
さ
の
証
で
あ
り
、
生
活
の
た
め
に
し
か
た
な
く
し
て
い
る
行
為
と
見
な
さ

か
ね
も
う

れ
る
。
金
儲
け
の
手
段
に
よ
っ
て
人
の
価
値
を
見
る
こ
と
は
少
な
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
で
海
外
に
出
て
、
そ
こ
で
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
が
あ
る
人
は
、
お
お
む
ね
こ
の
こ
と
を
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
人
は
仕
事
の
話
し
か
し
な
い
、
と
い
わ
れ
た
り

す
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
打
合
わ
せ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
だ
が
、
親
睦
の
た
め
の
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
、
何
を
語
れ
る
か
が
、
人
を
評
価
す
る
基
準
で
あ
り
、
そ
の
と
き
、
趣
味
が
前
面
に

出
て
く
る
。
そ
う
い
う
も
の
で
、
人
の
深
み
を
測
る
の
が
、
西
洋
の
感
覚
と
い
え
る
。

日
本
も
、
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
西
洋
の
文
化
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ろ
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
豊
か
に
な
り
、
ゆ
と
り
の
あ
る
社
会
に
な
っ
て
き
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問　題

筆
者
は
、
も
と
も
と
大
学
で
工
学
の
研
究
を
し
て
い
た
の
で
、
長
く
こ
の
研
究
者
マ
イ
ン
ド
を
体
感
し
て
き
た
。
技
術
は
、
す
べ
て
の
人
に
利
用
さ
れ
て
初
め
て
本
物
と
い
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
た
と
え
研
究
上
の
競
争
相
手
が
新
し
い
成
果
を
発
表
し
て
も
素
直
に
喜
べ
る
し
、
ま
た
、
自
分
が
発
表
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
間
違
い
を
指
摘
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
ま
た
嬉
し
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
価
値
観
を
持
っ
て
い
た
の
で
、【
Ｅ
】と
し
て
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
き
も
、
わ
か
っ
た
こ
と
を
早
く
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
た
。
自
分
に
は
で

き
る
ぞ
、
と
自
慢
を
し
、
肝
心
の
部
分
を「
企
業
秘
密
」と
し
て
発
表
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
筆
者
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
、
得
な
こ
と
は
1
つ
も

い
ち
は
や

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
誰
か
が
特
許
を
取
っ
て
、
自
由
な
研
究
・
開
発
がｅ
ソ
害
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
逸
早
く
ネ
ッ
ト
公
開
や
雑
誌
へ
の
投
稿
を
行
っ
た
次
第
で
あ
る（
記

事
が
公
開
さ
れ
た
技
術
は
特
許
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
）。
技
術
の
独
り
占
め
は
、
技
術
者
と
し
て
も
研
究
者
と
し
て
も
、
格
好
の
良
い
こ
と
で
は
な
い
、
と
断
言
で
き
る
。

さ
て
、【
Ｅ
】の
面
白
さ
、
楽
し
さ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
書
こ
う
と
思
う
。

一
度
、
自
分
だ
け
の
研
究
を
経
験
し
て
み
る
と
、
そ
の
破
格
の
楽
し
さ
に
驚
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
き
っ
と
、
子
供
の
と
き
に
初
め
て
望
遠
鏡
を
覗
い
た
り
、
昆
虫
を
捕
ま
え
た
り
、

よ
み
が
え

釣
り
を
し
た
り
し
た
と
き
の
わ
く
わ
く
感
を
思
い
出
す
に
ち
が
い
な
い
。
忘
れ
て
い
た
好
奇
心
、
そ
し
て
興
奮
の
よ
う
な
も
の
が
蘇
る
だ
ろ
う
。
子
供
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
が
未
知
だ

か
ら
、
何
を
す
る
の
も「
研
究
」だ
っ
た
の
だ
。

対
象
は
な
ん
で
も
良
い
。
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
も
か
ま
わ
な
い
。
自
分
一
人
で
没
頭
で
き
る
も
の
を
見
つ
け
て
、
そ
こ
に
楽
し
さ
を
作
り
出
す
。
多
少
の
努
力
は
必
要
だ
が
、
途
中
か
ら

は
、
努
力
と
も
感
じ
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
寝
る
の
も
惜
し
ん
で
続
け
た
く
な
る
。

仕
事
を
引
退
し
た
人
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
貢
献
を
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
今
後
は
自
分
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
、
一
生
懸
命
に
な
れ
ば
良
い
。
ま
た
、
ま
だ
若
く
て
、
し
ば
ら
く
仕
事

や
家
族
の
こ
と
で
忙
し
い
人
は
、
今
の
う
ち
に
、
研
究
資
料
を
集
め
て
お
こ
う
。
自
分
の
時
間
が
で
き
た
と
き
に
、
い
つ
で
も
研
究
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
態
勢
を
整
え
て
お
く
こ

と
を
お
す
す
め
す
る
。

人
間
に
は
、
意
志
が
強
い
、
弱
い
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
ど
う
も
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
、
や
り
遂
げ
ら
れ
な
い
と
き
に
、「
私
は
意
志
が
弱
い
」と
い
う
人
が
い
る
。
で
も
、
意
志
は
そ
う

い
っ
た
強
さ
を
初
め
か
ら
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
自
分
を
観
察
し
て
、
そ
う
感
じ
る
の
だ
。

意
志
は
、
目
的
が
あ
れ
ば
強
く
な
る
。
目
的
が
見
え
な
く
な
る
と
弱
く
な
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
が
目
指
す
も
の
が
し
っ
か
り
と
見
え
て
い
れ
ば
、
意
志
の
強
弱
な
ど
関
係
な
い
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
無
理
を
し
て
躰
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
注
意
を
す
る
冷
静
さ
の
方
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
く
ら
い
、
そ
れ
が
や
り
た
く
な
る
。
す
ぐ
に
目
標
へ
向
か
い
た
く
な
る
は

ず
だ
。
そ
れ
が
人
間
と
い
う
生
き
物
の
習
性
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
本
当
に
小
さ
な
こ
と
で
も
良
い
の
で
、
目
的
を
ま
ず
作
り
出
す
。
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
で
も
良
い
か
ら
進
ん
で
い
く
途
中
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ま
た
別
の
目
的
が
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究
）の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
決
め
る
も
の
だ
。

そ
ん
な
大
そ
れ
た
こ
と
が
、
一
個
人
の
力
で
で
き
る
も
の
な
の
か
、
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
た
し
か
に
、
研
究
の
多
く
はｅ
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち

上
げ
た
り
、
海
底
の
探
査
を
し
た
り
、
実
験
の
た
め
に
必
要
な
機
器
も
目
が
飛
び
出
る
ほ
ど
高
価
な
も
の
が
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
う
感
じ
る
の
も
も
ち
ろ
ん
普
通
の
感
覚
だ
と
思

わ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
、
世
界
に
は
研
究
者
が
大
勢
い
て
、
そ
ん
な
専
門
家
が
競
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
今
さ
ら
素
人
が
参
加
で
き
る
は
ず
が
な
い
、
と
も
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
こ
で
筆
者
は
保
証
し
た
い
。
研
究
対
象
は
無
限
に
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
人
間
の
数
の
何
倍
も
あ
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
研
究
テ
ー
マ
が
不
足
す
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
む
し
ろ
、

研
究
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
問
題
は
増
え
る
。
研
究
者
と
い
う
の
は
、
問
題
を
解
決
す
る
よ
り
も
、
新
た
に
問
題
を
見
つ
け
出
す
こ
と
の
方
が
多
い
と
い
っ
て
も
良
い
。

と
に
か
く
、
そ
ん
な
に
身
構
え
る
必
要
は
な
い
。
問
題
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
あ
な
た
の
家
の
中
に
し
か
な
い
現
象
で
も
良
い
。
身
近
な
も
の
で
、「
こ
れ
は
、
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ

う
？
」と
ま
ず
疑
問
に
思
え
ば
、
も
う
そ
れ
が
研
究
テ
ー
マ
に
な
り
う
る
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
世
間
の
知
識
を
少
し
検
索
し
て
、
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ど
う
か
、
を
調
べ
る

必
要
は
あ
る
。
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
成
立
す
る
か
ど
う
か
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
だ
。

こ
う
い
っ
た
調
査
が
、
今
ほ
ど
手
軽
に
で
き
る
よ
う
な
時
代
は
過
去
に
な
か
っ
た
。
個
人
の
家
に
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
機
器
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
世
界
中
の
知
見
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、【
Ｅ
】に
適
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

ま
た
、
研
究
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
段
階
で
は
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
が
、
個
人
で
も
容
易
な
時
代
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
研
究
者
は
学
会
に
所
属
し
、
専
門
分

野
で
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ
れ
て
い
る
雑
誌
な
ど
で
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
の
だ
。
個
人
が
こ
の
よ
う
に
発
信
で
き
る
環
境
は
、
人
類
の
歴
史
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
学
会
が
不
要
な
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
分
野
で
多
く
の
研
究
者
が
議
論
を
す
る
場
で
あ
る
し
、
新
し
い
研
究
成
果
に
対
し
て
、
大
勢
が
そ
れ
を
確
認
す

ぎ
ん
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
論
文
の
発
表
時
に
は
、
複
数
の
審
査
員
が
内
容
を
吟
味
し
、
明
ら
か
な
間
違
い
が
な
い
か
、
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
審
査
に

合
格
し
た
も
の
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
本
当
に
正
し
い
成
果
な
の
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
な
に
し
ろ
、
世
界
で
初
め
て
の
発
見
が
発
表
さ
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
そ
の
時
点
で
は
デ
ー
タ
が
な
い
。
同
じ
環
境
で
実
験
を
し
て
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
誰
か
が
確
か
め
る
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

だ
。し

か
し
、
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
複
数
の
人
た
ち
が
確
認
す
れ
ば
、
よ
り
早
く
研
究
成
果
の
正
し
さ
が
確
か
め
ら
れ
る
し
、
ま
た
逆
に
発
表
者

が
見
逃
し
て
い
た
問
題
点
も
発
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
研
究
成
果
は
、
個
人
が
独
り
占
め
し
て
い
て
は
意
味
が
な
い
。

人
類
共
通
の
財
産
な
の
だ
。
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設
問
一

下
線
部
ａ
〜
ｆ
の
カ
タ
カ
ナ
部
分
と
同
じ
漢
字
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

ａ

商
バ
イ

①

バ
イ
数

②

バ
イ
質

③

バ
イ
林

④

バ
イ
養

⑤

バ
イ
却

⑥

バ
イ
審
員

ｂ

シ
障

①

法
律
を
シ
行
す
る

②

交
響
シ

③

シ
数
関
数

④

獅
シ
奮
迅

⑤

シ
面
楚
歌

⑥

シ
離
滅
裂

ｃ

演
ソ
ウ

①

ソ
ウ
除
す
る

②

ソ
ウ
動
を
起
こ
す

③

ソ
ウ
像
力

④

手
ソ
ウ

⑤

室
内
合
ソ
ウ
団

⑥

ソ
ウ
造
力

ｄ

セ
イ
熟

①

セ
イ
策

②

セ
イ
誤
表

③

セ
イ
神
力

④

セ
イ
功
体
験

⑤

快
セ
イ

⑥

個
セ
イ

ｅ

ソ
害

①

ソ
追

②

ソ
置

③

ソ
父
母

④

ソ
止

⑤

空
ソ

⑥

ソ
略

ｆ

進
テ
ン

①

テ
ン
示
会

②

テ
ン
気
予
報

③

自
テ
ン
車

④

補
テ
ン

⑤

濁
テ
ン

⑥

辞
テ
ン
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現
れ
、
ど
の
楽
し
さ
を
取
る
か
、
と
迷
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
べ
つ
に
、
最
初
の
目
的
に
拘
る
必
要
は
全
然
な
い
。
仕
事
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
自
由
だ
。
楽
し
い
と
思
う
方
を
選
べ

ば
良
い
。

筆
者
は
、
人
一
倍
移
り
気
な
性
格
で
、
1
つ
の
こ
と
を
継
続
し
て
、
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
子
供
の
と
き
か
ら
そ
う
だ
っ
た
。
目
移
り
し
て
し
ま
う
の
だ
。
周
り
の
大
人
た
ち

か
ら
は
、
い
つ
も「
落
ち
着
い
て
1
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
な
さ
い
」と
注
意
を
受
け
た
。

た
し
か
に
、
仕
事
で
は
そ
う
い
っ
た
拘
束
が
、
あ
る
程
度
は
必
要
で
あ
る
。
約
束
し
た
こ
と
は
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
仕
事
以
外
で
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

言
葉
に
す
れ
ば
、
自
分
勝
手
で
、
自
己
満
足
で
良
い
。Ｈ
自
由
奔
放
で
あ
っ
て
良
い
。

ま
ず
、
仕
事
が
生
き
方
の
中
心
で
は
な
い
、
と
気
づ
く
こ
と
。
筆
者
も
、
大
人
に
な
っ
て
初
め
て
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
。
移
り
気
な
自
分
を
自
分
で
認
め
る
こ
と
に
し
て
、
ず
い
ぶ
ん

気
が
楽
に
な
っ
た
。
沢
山
の
こ
と
に
手
を
出
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
諦
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
は
戻
っ
て
き
て
、
や
り
か
け
た
こ
と
を
続
け

る
つ
も
り
な
の
だ
。

研
究
対
象
、
楽
し
み
の
対
象
は
沢
山
あ
る
か
ら
、
毎
日
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
れ
か
を
少
し
進
め
る
。
こ
の
方
式
で
、
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
同
時
進
行
し
て
い
る
。
誰
か
に
せ
っ
つ

か
れ
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
気
楽
に
地
道
に
じ
わ
じ
わ
と
ど
れ
もｆ
進
テ
ン
し
て
い
る
。

是
非
、【
Ｅ
】の
楽
し
さ
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
は
、
筆
者
の
楽
し
み
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
楽
し
み
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
る
。

た
だ
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
人
の
笑
顔
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ
。
そ
う
い
う
笑
顔
の
人
が
増
え
る
こ
と
が
、
こ
の
社
会
の
平
和
の
基
本
的
な
パ
ー
ツ
に

な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

森

博
嗣『
ジ
ャ
イ
ロ
モ
ノ
レ
ー
ル
』よ
り

※
問
題
作
成
の
た
め
文
章
の
一
部
を
改
変
、
省
略
し
て
い
ま
す
。
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設
問
三

括
弧【
Ａ
】【
Ｂ
】【
Ｃ
】内
に
そ
れ
ぞ
れ
入
る
最
適
な
語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

【
Ａ
】の
社
会
だ
っ
た
〜

①

遊
び
半
分

②

娯
楽
優
先

③

余
暇
中
心

④

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
優
先

⑤

子
供
優
先

⑥

仕
事
優
先

【
Ｂ
】と
は
何
か
。

①

人
生

②

仕
事

③

趣
味

④

芸
術

⑤

自
由

⑥

日
本
文
化

―36―

設
問
二

二
重
下
線
部
ａ
〜
ｅ
の
漢
字
の
正
し
い
読
み
方
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

ａ

僅

①

タ
シ

②

キ
ン

③

ワ
ズ

④

レ
イ

⑤

ラ
ン

⑥

ス
ズ

ｂ

本
末
転
倒

①

ホ
ン
マ
ツ
テ
ン
ト
ウ

②

ホ
ン
ス
エ
テ
ン
ト
ウ

③

ブ
ン
マ
ツ
テ
ン
ジ

④

ホ
ン
マ
ツ
シ
ャ
ト
ウ

⑤

ス
エ
マ
ツ
デ
ン
ト
ウ

⑥

ホ
ン
マ
ツ
ジ
ン
ト
ウ

ｃ

蒐
集

①

シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ

②

ト
シ
ュ
ウ

③

キ
シ
ュ
ウ

④

シ
ッ
シ
ュ
ウ

⑤

シ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ

⑥

キ
ッ
シ
ュ
ウ

ｄ

懐
疑

①

チ
ュ
ウ
ギ

②

チ
ョ
ウ
ギ

③

シ
ン
ギ

④

カ
ギ
ン

⑤

カ
イ
ギ

⑥

ギ
ギ

ｅ

莫
大

①

サ
イ
ダ
イ

②

ソ
ン
ダ
イ

③

ジ
ン
ダ
イ

④

シ
ュ
ウ
ダ
イ

⑤

ボ
ウ
ダ
イ

⑥

バ
ク
ダ
イ

―37―

（
2
）、
大
人
の
嗜
み
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
文
化
が
〜

①

だ
か
ら
こ
そ

②

わ
か
ら
な
く
も
な
い
が

③

日
本
人
な
ら
ば

④

に
も
か
か
わ
ら
ず

⑤

以
前
か
ら

ま
れ

⑥

稀
に

（
3
）、
研
究
に
は
、
こ
の
自
由
さ
が
含
ま
れ
て
い
る
〜

①

心
外
に
も

②

偶
然
に
も

③

も
と
も
と

④

仮
に

⑤

わ
ざ
わ
ざ

⑥

あ
る
人
に
と
っ
て
は

―34―

【
Ｃ
】に
感
じ
る
。

①

似
合
っ
て
い
る
よ
う

②

証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う

③

間
違
っ
て
い
な
い
よ
う

④

間
違
っ
て
い
る
よ
う

⑤

あ
た
り
ま
え

⑥

等
し
い
よ
う

設
問
四

括
弧（
1
）（
2
）（
3
）内
に
そ
れ
ぞ
れ
入
る
最
適
な
語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

（
1
）文
化
面
で
は
、
ま
だ
西
洋
と
比
べ
て
〜

①

そ
の
う
ち

②

つ
い
に

③

最
終
的
に
は

④

そ
の
つ
ど

⑤

し
か
し

⑥

で
き
た
ら

―35―
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設
問
七

下
線
部
Ｆ
に「
学
習
や
調
査
で
解
決
し
て
し
ま
う
問
題
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は【
Ｆ－

1
】で
は
な
く
、【
Ｆ－

2
】に
な
る
。」と
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
括
弧
内
に
入
る
最
適
な
語

句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

【
Ｆ－

1
】で
は
な
く
、

①
「
問
題
」

②
「
科
学
」

③
「
思
考
」

④
「
研
究
」

⑤
「
技
術
」

⑥
「
解
決
」

【
Ｆ－

2
】に
な
る
。

①
「
調
査
」

②
「
哲
学
」

③
「
思
考
」

④
「
研
究
」

⑤
「
論
理
」

⑥
「
評
論
」

―32―

設
問
五

下
線
部
Ｄ
に
は「
本
職
で
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
一
流
で
は
な
い
」と
あ
る
が
、
な
ぜ
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
認
識
を
述
べ
て
い
る
の
か
。
筆
者
の
考
え
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。

①

一
流
の
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
は
、
本
職
よ
り
も
趣
味
を
語
る
人
を
評
価
し
が
ち
で
あ
る
か
ら
。

②

本
職
と
趣
味
の
違
い
を
語
れ
る
才
能
と
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
人
が
日
本
に
は
多
い
か
ら
。

③

一
流
の
才
能
と
技
能
を
持
つ
人
々
は
、
決
し
て
そ
れ
を
本
職
の
仕
事
に
し
な
い
か
ら
。

④

素
晴
ら
し
い
才
能
や
技
能
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
仕
事
に
な
る
、
と
い
う
固
定
観
念
を
日
本
人
は
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

⑤

素
晴
ら
し
い
才
能
と
技
能
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
は
仕
事
に
な
ら
な
い
か
ら
。

⑥

日
本
社
会
の
傾
向
と
し
て
、
人
間
を
職
業
で
評
価
せ
ず
、
趣
味
を
重
ん
じ
て
い
る
か
ら
。

設
問
六

括
弧【
Ｅ
】に
は
同
じ
語
句
が
入
る
。
括
弧
に
入
る
共
通
の
語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

共
同
事
業

②

本
職

③

個
人
調
査

④

文
献
調
査

⑤

個
人
研
究

⑥

個
人
演
技

―33―

設
問
十

本
文
の
内
容
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

資
料
を
集
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
研
究
の
可
能
性
を
見
極
め
て
、
研
究
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
た
め
に
必
要
な
行
為
と
い
え
る
。

②

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
リ
サ
ー
チ（
研
究
）の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
決
め
る
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。

③

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
資
料
を
集
め
る
行
為
と
は
関
係
な
い
。
ま
し
て
研
究
の
ス
タ
ー
ト
を
決
め
る
こ
と
も
な
い
。

④

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
成
立
す
る
か
ど
う
か
は
、
感
覚
的
に
研
究
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
研
究
者
が
納
得
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。

⑤

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
研
究
成
果
を
多
く
の
研
究
者
の
た
め
に
知
ら
せ
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
唯
一
の
手
段
で
あ
る
。

⑥

資
料
を
集
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
研
究
を
犠
牲
に
し
て
も
優
先
し
て
行
う
べ
き
仕
事
で
あ
り
、
研
究
は
二
の
次
で
か
ま
わ
な
い
。

設
問
十
一

本
文
の
内
容
に
一
致
す
る
も
の
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。【
完
全
解
答
の
み
正
解
】

①

仕
事
を
引
退
し
た
人
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
仕
事
に
復
帰
す
べ
き
で
あ
り
、
自
分
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
た
ほ
う
が
良
い
。

②

自
分
一
人
で
没
頭
で
き
る
対
象
や
テ
ー
マ
を
発
見
し
、
そ
こ
に
楽
し
さ
を
作
り
出
す
に
は
、
多
少
の
努
力
が
必
要
と
な
る
が
、
途
中
か
ら
は
、
努
力
と
も
感
じ
な
く
な
る
は

ず
で
あ
る
。

③

仕
事
を
引
退
し
た
人
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
貢
献
を
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
今
後
は
自
分
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
、
一
生
懸
命
に
な
れ
ば
良
い
。

④

仕
事
を
引
退
し
た
人
は
、
自
分
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
も
慎
み
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
の
仕
事
を
支
援
す
る
活
動
に
専
念
し
た
ほ
う
が
良
い
。

⑤

自
分
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
は
何
の
意
味
も
な
い
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
、
他
の
人
々
の
楽
し
み
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
社
会
貢
献
と
な
る
と
思
う
。

⑥

仕
事
を
引
退
し
た
人
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
貢
献
を
し
て
き
た
こ
と
は
忘
れ
て
、
今
後
は
別
の
仕
事
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
自
分
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
後
で
よ
い
。

―30―

設
問
八

括
弧【
Ｇ
】に
は
筆
者
の
考
え
が
入
る
。
最
適
な
文
章
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

世
界
の
誰
も
知
ら
な
い
こ
と
を
自
分
が
突
き
止
め
る
、
と
い
う
行
為
は「
研
究
」と
は
い
え
な
い
。
社
会
に
は
沢
山
の
研
究
者
が
い
る
が
、
問
題
を
で
き
る
限
り
鮮
明
に
絞
る

行
為
を
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。

②

世
界
の
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
を
自
分
が
改
め
て
確
認
す
る
、
と
い
う
行
為
を「
研
究
」と
呼
ぶ
。
既
に
社
会
に
い
る
沢
山
の
研
究
者
は
、
例
外
な
く
再
確
認
を
し
て
い
る

人
た
ち
で
あ
る
。

③

世
界
の
誰
も
知
ら
な
い
こ
と
を
自
分
が
突
き
止
め
る
、
と
い
う
行
為
を「
研
究
」と
呼
ぶ
。
既
に
社
会
に
は
沢
山
の
研
究
者
が
い
る
が
、
例
外
な
く
そ
う
い
っ
た
探
究
を
し
て

い
る
人
た
ち
で
あ
る
。

④

世
界
の
誰
も
知
ら
な
い
こ
と
は
何
か
を
自
分
が
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
報
道
す
る
と
い
う
行
為
を「
研
究
」と
呼
ぶ
。
既
に
社
会
に
は
沢
山
の
研
究
者
が
い
る
が
、
例
外

な
く
そ
う
い
っ
た
探
究
を
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。

⑤

世
界
の
誰
も
知
ら
な
い
こ
と
を
誰
が
突
き
止
め
た
か
を
で
き
る
限
り
素
早
く
知
る
、
と
い
う
行
為
を「
研
究
」と
呼
ぶ
。
既
に
社
会
に
は
沢
山
の
研
究
者
が
い
る
が
、
い
つ
も

調
査
を
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。

⑥

仕
事
を
引
退
し
た
人
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
貢
献
を
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
今
後
は
自
分
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
、
一
生
懸
命
に
な
れ
ば
良
い
。
世
界
の
誰
も
知
ら
な
い
こ
と

は
、
誰
も
突
き
止
め
ら
れ
な
い
は
ず
だ
。
少
数
の
研
究
者
が
本
格
的
に
研
究
し
た
結
果
、
過
去
に
成
功
し
た
た
め
し
は
ほ
と
ん
ど
な
い
は
ず
だ
。

設
問
九

下
線
部
Ｈ
に「
自
由
奔
放
で
あ
っ
て
良
い
。」と
あ
る
が
、
筆
者
の
考
え
と
一
致
す
る
も
の
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

自
由
奔
放
に
ふ
る
ま
う
こ
と
は
、
仕
事
を
行
う
う
え
で
は
、
最
も
優
先
す
べ
き
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

②

自
由
奔
放
な
ふ
る
ま
い
は
、
仕
事
で
は
不
適
切
な
こ
と
が
あ
る
。
約
束
を
果
た
し
、
あ
る
程
度
の
拘
束
を
受
け
る
の
が
仕
事
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

③

仕
事
も
趣
味
も
娯
楽
も
、
思
い
切
り
、
自
由
奔
放
で
あ
っ
て
よ
い
。

④

ひ
と
つ
の
こ
と
に
自
由
奔
放
で
あ
る
こ
と
の
み
が
、
趣
味
を
深
め
る
う
え
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

⑤

ひ
と
つ
の
仕
事
に
熱
中
す
る
こ
と
が
、
自
由
奔
放
に
ふ
る
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑥

仕
事
と
趣
味
は
、
生
活
を
自
由
奔
放
に
ふ
る
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
両
立
す
る
。
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問
題
二

つ
ぎ
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

人
間
と
い
う
動
物
は
他
の
生
き
物
に
比
べ
て
異
様
だ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
巣
を
作
る
動
物
は
い
る
。
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
動
物
も
珍
し
く
は
な
い
。
し
か
し
現
代
の
人
間

は
巨
大
な
都
市
を
造
り
、ａ
オ
ン
速
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
移
動
し
、
言
葉
か
ら
文
字
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
視
聴
覚
情
報
を
世
界
で
共
有
で
き
る
。
こ
ん
な
生
き
物
は
、
地

球
の【
Ａ
】を
ふ
り
返
っ
て
も
、
人
間
と
い
う
、
た
っ
た
一
種
の【
Ｂ
】だ
け
だ
。

ぼ
く
は
30
年
ほ
どａ
皮
膚
の
研
究
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
人
間
の
皮
膚
が
持
つ
、
様
々
な【
Ｃ
】を
見
つ
け
て
き
た
。
そ
し
て
今
、
人
間
と
い
うｂ
前
代
未
聞
の
動
物
が
生
ま
れ
栄
え

て
き
た
の
は
、
そ
の
皮
膚
の
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
始
め
て
い
る
。

で
は【
Ｄ
】に
行
こ
う
。
ラ
イ
オ
ン
も
パ
ン
ダ
も
全
身
に
み
っ
し
り
毛
が
生
え
て
い
る
。
ゾ
ウ
、
サ
イ
、
カ
バ
は
毛
が
少
な
い
が
、
見
る
か
ら
に
薄
い
人
間
の
皮
膚
に
比
べ
て
、
と
て
も

分
厚
そ
う
だ
。
実
際
、
彼
ら
の
皮
膚
は
数
セ
ン
チ
の
厚
み
が
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
数
ミ
リ
の
人
間
の
皮
膚
に
比
べ
て
、
と
て
も
厚
い
。

ワ
ニ
や
ト
カ
ゲ
、
へ
ビ
の
よ
う
な【
Ｅ
】も
見
に
行
こ
う
。
彼
ら
の
皮
膚
は
ウ
ロ
コ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ニ
の
皮
は
硬
そ
う
だ
。
実
際
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ん
か
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

カ
メ
に
至
っ
て
は
ウ
ロ
コ
で
覆
わ
れ
た
身
体
を
さ
ら
に
コ
ウ
ラ
で
防
御
し
て
い
る
。

ペ
ン
ギ
ン
や
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
、
フ
ク
ロ
ウ
と
い
っ
た
鳥
を
眺
め
る
と
、
全
身
が【
Ｆ
】で
覆
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
脚
を
見
る
と
ウ
ロ
コ
が
見
え
る
。
最
近
の
説
で
は
、
鳥
類
は
、
恐
竜
の

子
孫
だ
と
い
う
。

哺
乳
類
の
中
で
も
、
い
や
、
霊
長
類
と
呼
ば
れ
る
サ
ル
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
人
間
に
近
い
と
さ
れ
る
類
人
猿
、
ゴ
リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
比
べ
て
も
、
人
間
の
皮
膚
はｂ
特
イ
だ
。
体

毛
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
皮
膚
の
表
面
は
環
境
に
、
外
の
世
界
に
直
接
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
人
間
が
体
毛
を
失
っ
た
の
は
1
2
0
万
年
ほ
ど
前
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。Ｇ
体
毛
を
失
っ
た

【
Ｇ－

1
】は
、【
Ｇ－

2
】に
、
外
の
世
界
に
直
接
、
皮
膚
を
触
れ
さ
せ
た
。

こ
の
特
イ
な
皮
膚
を
持
っ
た
た
め
に
、
人
間
の
脳
も
他
の
動
物
と
は
異
な
る
進
化
を
遂
げ
た
。
体
毛
を
無
く
し
た
頃
か
ら
、
脳
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
だ
。
そ
の
表
皮
と
脳
と
い
う

二
つ
の
情
報
処
理
装
置
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
、
他
の
動
物
に
は
で
き
な
い
創
造
が
可
能
に
な
っ
た
、
と
ぼ
く
は
考
え
て
い
る
。

人
間
に
と
っ
て
、
皮
膚
は
、
世
界
と
自
身
の【
Ｈ
】、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
だ
。
そ
の
中
で
も
皮
膚
の【
Ｉ
】に
あ
る
0
・
2
〜
0
・
0
6
ミ
リ
の
厚
さ
し
か
な
い
表
皮
と
呼
ば
れ
る
組
織
、

こ
れ
が
人
間
の
命
を
護
る
バ
リ
ア
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
表
皮
は
常
にｃ
コ
ウ
新
さ
れ
て
い
る
。【
Ｉ
】で
、
死
ん
だ
細
胞
と
、
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
脂
質
で
構
築
さ
れ
た
角
層（
角
質
層
）と

い
う
1
0
0
分
の
1
ミ
リ
ほ
ど
の
厚
さ
の
膜
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
厚
さ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
並
み
の
水
の
通
し
難
さ
を
持
つ
。
こ
の
角
層
の
お
か
げ
で
、
ぼ
く
た
ち
の
体
内
の
水
は

流
出
せ
ず
生
き
て
い
け
る
。
そ
の
機
能
も
進
化
の
過
程
で
向
上
し
続
け
、
た
と
え
ば
人
間
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
よ
り
優
れ
て
い
る
。
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設
問
十
二

本
文
の
内
容
に
一
致
し
な
い
も
の
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。【
完
全
解
答
の
み
正
解
】

①

研
究
は
若
い
と
き
に
し
か
で
き
な
い
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
研
究
テ
ー
マ
を
で
き
る
だ
け
早
く
か
ら
決
定
し
て
、
必
要
な
資
料
を
最
低
限
集
め
て
お
く
こ
と
が
、
最
も
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。

②

い
つ
で
も
研
究
は
ス
タ
ー
ト
で
き
る
の
で
、
研
究
に
必
要
と
な
る
資
料
は
、
研
究
開
始
後
に
集
め
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
。
研
究
ス
タ
ー
ト
以
前
に
集
め
て
も
ま
っ
た
く
無

意
味
で
あ
ろ
う
。

③

若
く
て
、
し
ば
ら
く
仕
事
や
家
族
の
こ
と
で
忙
し
い
人
は
、
自
分
の
時
間
が
確
保
さ
れ
た
と
き
に
す
ぐ
研
究
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
今
か
ら
研
究
資
料
を
集
め
て
お
こ
う
。

④

筆
者
は
、
い
つ
も
人
一
倍
移
り
気
な
性
格
だ
が
、
一
つ
の
こ
と
を
継
続
し
て
、
集
中
す
る
こ
と
は
で
き
た
。

⑤

仕
事
で
は
、
あ
る
程
度
の
拘
束
は
必
要
で
あ
り
、
約
束
し
た
こ
と
は
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥

仕
事
が
生
き
方
の
中
心
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
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脳
の
情
報
処
理
の
実
態
だ
。

脳
の
細
胞
の「
興
奮
」と「
抑
制
」は
受
容
体
と
呼
ば
れ
る
ス
イ
ッ
チ
で
起
き
る
。
興
奮
を
起
こ
す
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
の
は
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
か
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
よ
う
な
物
質

だ
。
抑
制
は
ガ
ン
マ
ア
ミ
ノ
酪
酸
と
か
グ
リ
シ
ン
と
呼
ば
れ
る
物
質
だ
。
脳
科
学
本
に
出
て
く
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
ド
ー
パ
ミ
ン
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
な
ど
と
い
う
物
質
も「
興
奮
」「
抑
制
」を
起

こ
す
。
こ
れ
ら
の
物
質
は
情
報
伝
達
物
質
と
呼
ば
れ
る
。

今
世
紀
の
初
め
頃
、
こ
れ
ら
の
情
報
伝
達
物
質
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
で
駆
動
さ
れ
る
ス
イ
ッ
チ（
受
容
体
）が
、
ほ
と
ん
ど
、
そ
っ
く
り
表
皮
、
詳
し
く
言
え
ば
表
皮
を
構
築
す
る
細
胞

ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
に
存
在
し
、
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
に
も「
興
奮
」と「
抑
制
」と
い
う
電
気
状
態
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

脳
で
情
報
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
脳
の
あ
ち
こ
ち
で
、
時
間
と
共
に
変
化
す
る
電
気
的
な
動
き
が
現
れ
る
。
そ
れ
ら
が
相
互
作
用
し
な
が
ら
、
情
報
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん

で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
表
皮
を
構
築
す
る
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
を
培
養
皿
で
育
て
、
そ
こ
に
刺
激
を
与
え
る
と
、
や
は
り
時
間
と
共
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
パ
タ
ー
ン

が
観
察
さ
れ
る
の
だ
。
こ
の
数
年
の
間
に
、
た
と
え
ば
指
先
で
何
か
を
触
っ
た
と
き
、
そ
れ
が
ど
ん
な
形
な
の
か
、
ま
ず
皮
膚
が
あ
る
程
度
、
識
別
し
て
、
そ
の
情
報
を
脳
に
送
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
表
皮
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
だ
け
を
刺
激
す
る
だ
け
で「
痛
い
」と
い
う
意
識
、
知
覚
を
も
た
ら
す
こ
と
も
証
明
さ
れ
て

い
る
。

脳
の
役
割
は
情
報
処
理
だ
け
で
は
な
い
。
処
理
さ
れ
た
情
報
を
基
に
、
全
身
に
指
令
を
出
す
役
割
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
危
険
や
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
。
そ
う
い

う
場
面
で
は
、
じ
っ
と
し
て
い
る
方
が
安
全
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
も
抑
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
。
そ
こ
で
脳
は
、
副
腎
と
呼
ば
れ
る
臓
器
に
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
、
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル

を
合
成
し
て
放
出
さ
せ
よ
と
命
令
す
る
。
血
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
量
が
高
く
な
る
と
眠
く
な
る
、
だ
る
く
な
る
。「
ま
あ
、
し
ば
ら
く
静
か
に
し
て
い
ろ
」と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
同
時
に
、

実
は
免
疫
系
が
病
原
菌
を
駆
除
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
炎
症
も
抑
え
ら
れ
る
。
な
の
で
、
た
と
え
ば
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花
粉
症
な
ど
、
免
疫
系
が
働
き
す
ぎ
た
結
果
と
し
て
の
炎
症

な
ど
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
と
似
た
作
用
を
持
つ「
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
」が
使
わ
れ
る
。

こ
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
は
、
表
皮
が
乾
燥
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
表
皮
で
も
合
成
、
放
出
さ
れ
る
の
だ
。
脳
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
も
、
表
皮
が
ス
ト
レ
ス（
乾
燥
）を
感
じ
た
と
き
も
、

ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
、
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
作
ら
れ
、
放
出
さ
れ
る
。
乾
燥
に
さ
ら
さ
れ
た
表
皮
が
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
を
作
る
の
は
、
乾
燥
に
伴
う
炎
症
を
抑
え
る
た
め

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
表
皮
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
は
脳
、
情
動
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、
脳
で
合
成
さ
れ
て
、
全
身
の
状
態
を
調
整
す
る
ホ
ル
モ
ン
と
呼
ば
れ
る
物
質
の
多
く
を
表
皮
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
は
合
成
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
今
世
紀
に
な
っ
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
オ
キ
シ
ト
シ
ン
だ
。
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
の
乳
首
に
吸
い
付
く
と
、
お
母
さ
ん
の
脳

か
ら
放
出
さ
れ
、
母
乳
を
作
れ
と
指
令
す
る
。
あ
る
い
は
、
分
娩
の
と
き
、
そ
れ
を
促
す
陣
痛
促
進
剤
と
し
て
投
与
さ
れ
る
の
も
オ
キ
シ
ト
シ
ン
だ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
オ
キ
シ
ト
シ
ン
は
、
人
が
人
を
信
頼
す
る
意
識
の
働
き
に
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
さ
れ
る
と
オ
キ
シ
ト
シ
ン
血
中
濃
度
は
上
が
る
。
オ
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ま
た
、
外
部
の
病
原
体
、
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
も
の
、
こ
れ
を
防
御
す
る
の
がｃ
免
疫
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
そ
の
最
前
線
も
皮
膚
、
表
皮
に
あ
る
。Ｊ
免
疫
系
は
ま
た
、【
Ｊ
】と
非【
Ｊ
】

を
峻
別
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
人
の
人
間
、
そ
れ
が
他
の
人
間
と
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
示
す
の
も
表
皮
だ
。
こ
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
も
人
間
の
進

化
と
共
に
よ
り
精
密
に
な
っ
て
き
た
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
異
常
で
起
き
る
痛
風
に
か
か
る
の
は
、
哺
乳
類
で
は
、
類
人
猿
と
呼
ば
れ
る
ゴ
リ
ラ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
そ
し
て
人
間
ぐ
ら
い

だ
。
そ
し
て
人
間
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
に
は
類
人
猿
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
か
ら
さ
ら
に
進
化
し
たｄ
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

心
理
学
者
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ベ
ン
テ
ィ
ー
ン
博
士
は
、
17
世
紀
ま
で
、
皮
膚
は
、
そ
の
人
間
を
表
す
存
在
だ
っ
た
と
主
張
す
る
。
そ
れ
ま
で
、
た
と
え
ば
体
調
は
皮
膚
に
現
れ
る
現

み

象
だ
っ
た
。
東
洋
医
学
で
は
、
ま
だ
そ
の
方
法
論
が
用
い
ら
れ
、
顔
色
、
舌
の
状
態
を
診
る
。
あ
る
い
は
手
首
の
脈
動
を
触
っ
て
診
断
を
下
す
。
ま
た
、
日
本
語
で「
あ
の
人
は
学
者
肌

だ
」「
肌
が
合
わ
な
い
」な
ど
と
い
う
表
現
は
、
肌

皮
膚
が
そ
の
個
人
の
本
質
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
営
業
部
に
配
属
さ
れ
た
新
人
社
員
に
先
輩
が

「
現
場
に
行
っ
て
、
お
客
様
の
気
持
ち
を
肌
で
感
じ
て
こ
い
！
」な
ど
と
言
う
。

し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
18
世
紀
に
な
っ
て
解
剖
学
、ｄ
リ
ン
床
医
学
の
発
展
と
共
に
、
ぼ
く
た
ち
の
命
、
生
活
を
支
え
る
の
は
身
体
内
部
の
臓
器
で
あ
っ
て
、
皮
膚
は
た
だ
、
そ
れ

ら
の
境
界
に
過
ぎ
な
い
、
む
し
ろ
生
命
を
支
え
る
臓
器
を
覆
い
隠
す
も
の
、
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ベ
ン
テ
ィ
ー
ン『
皮
膚：

文
学
史
・
身
体
イ
メ
ー

ジ
・
境
界
の
デ
ィ
ス
ク
』田
邉
玲
子
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
）。
現
代
の
英
語
表
現
で
もskin

-deep

は「
う
わ
べ
だ
け
」と
い
う
意
味
だ
し
、skin

gam
e

は「
い
か
さ
ま
、
イ
ン
チ
キ
」で

あ
る
。
皮
膚
は
、
何
の
意
味
も
な
い
、
む
し
ろ
大
切
な
も
の
を
隠
ペ
い
す
る
、
み
か
け
だ
け
の
も
の
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。

わ
ず
か
30
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
表
皮
は
角
層
を
形
成
す
る
だ
け
の
た
め
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
触
覚
を
担
っ
て
い
る
の
は
真
皮
に
入
り
込
ん
だ
神
経
の
先
端
に
あ
る
装
置

（
終
末
装
置
）で
あ
り
、
圧
力
や
振
動
、
あ
る
い
は
傷
つ
い
た
と
き
の
痛
み
を
感
じ
る
セ
ン
サ
ー
は
そ
れ
ら
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
温
度
や
酸
、
刺
激
物
を
感
知
し
て
い
る
の
は
表
皮
に
入

り
込
ん
だ
神
経
線
維（
自
由
神
経
終
未
）で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
圧
や
振
動
、
温
度
や
刺
激
物
が
感
知
さ
れ
、
脊
髄
を
経
由
し
て
大
脳
皮
質
で
知
覚
さ
れ
る
。【
Ｋ
】

し
か
し
、
人
間
の
表
皮
の
役
割
は
防
御
機
能
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
今
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
表
皮
は
様
々
な
世
界
の
出
来
事
、
温
度
、
気
圧
、
酸
素
濃
度
、
電
場
、
磁
場
、
音
、
色
、

匂
い
分
子
や
味
分
子
な
ど
を
感
知
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。Ｌ【
Ｌ
】表
皮
に
は
、
触
覚
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
が
あ
る
の
だ
。
人
間
の
皮
膚
は
、
人
間
が
感
知
す
る
様
々
な
出

来
事
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
眼
や
耳
、
鼻
や
舌
と
は
別
に
、
感
知
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

Ｍ【
Ｍ
】表
皮
に
は
情
報
処
理
の
し
く
み
も
あ
る
。
情
報
処
理
と
は
、
外
か
ら
得
ら
れ
た
膨
大
な
情
報
の
中
か
ら
重
要
な
も
の
を
選
び
出
し
、
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
難
し
い
の
は「
選
び
出
す
」作
業
だ
。
こ
の
点
で
、
表
皮
は
か
な
り
優
秀
な
よ
う
だ
。

脳
で
は
、
全
身
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
記
憶
、
言
い
換
え
れ
ば
学
習
の
成
果
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、
生
き
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全

身
に
届
け
、
人
間
の
行
動
を
導
く
。
そ
の
情
報
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
の
基
本
は
単
純
だ
。
た
っ
た
二
つ
の
電
気
的
状
態
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
脳
の
中
の
神
経
細
胞
、
こ
れ
に
は「
興
奮
」

と「
抑
制
」と
呼
ば
れ
る
電
気
的
な
状
態
が
あ
る
。
脳
の
神
経
細
胞
は
、
多
く
の
経
路
で
細
胞
同
士
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
て
、「
興
奮
」と「
抑
制
」が
脳
の
あ
ち
こ
ち
で
起
き
る
。
こ
れ
が
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で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
。
つ
ま
り
ウ
イ
ル
ス
は
細
菌
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
が
、
ま
ず
最
初
に
地
球
上
に
生
ま
れ
た
生
命
は
細
菌
で
あ
り
、
そ
れ
が
様
々
な
動
物
や
植
物

に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
ら
す
ベ
て
の
生
物
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
全
身
を
膜
、
皮
、
皮
膚
、
様
々
な
表
現
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
覆
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
空
間
の
中

で
膜
で
仕
切
ら
れ
た
小
空
間
、
そ
れ
が
原
初
の
生
物
の
姿
に
思
え
る
。
ウ
イ
ル
ス
も
殻
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
増
殖
す
る
と
き
に
は
殻
は
関
係
し
な
い
。

ぼ
く
の
生
物
の
定
義
は「
外
部
と
物
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
の
交
換
が
で
き
る
膜
で
覆
わ
れ
、
そ
の
中
で
、
そ
の
形
を
維
持
す
る
、
さ
ら
に
は
子
孫
、
あ
る
い
は
複
製
を
作
る
機
能

を
持
つ
も
の
」だ
。
だ
か
ら
ウ
イ
ル
ス
は
生
物
で
は
な
い
。
そ
の
上
で
、
地
球
上
の
生
物
を
見
渡
す
と
、
こ
の
定
義
か
ら
外
れ
る
も
の
は
い
な
い
。傳

田
光
洋『
サ
バ
イ
バ
ル
す
る
皮
膚
』よ
り

※
問
題
作
成
の
た
め
文
章
の
一
部
を
改
変
、
省
略
し
て
い
ま
す
。

設
問
一

下
線
部
ａ
〜
ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
部
分
と
同
じ
漢
字
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

ａ

オ
ン
速

①

オ
ン
楽

②

謝
オ
ン
会

③

オ
ン
当

④

久
オ
ン

⑤

オ
ン
念

⑥

オ
ン
帯
地
域

ｂ

特
イ

①

得
イ

②

行
イ

③

雰
イ
気

④

イ
信

⑤

推
イ

⑥

イ
様

ｃ

コ
ウ
新

①

コ
ウ
輩

②

コ
ウ
信
越
地
方

③

コ
ウ
場

④

契
約
コ
ウ
改

⑤

気
コ
ウ
変
動

⑥

飛
コ
ウ
機

ｄ

リ
ン
床
医
学

①

リ
ン
時

②

森
リ
ン

③

車
の
後
リ
ン

④

リ
ン
理

⑤

リ
ン
接

⑥

麒
リ
ン

ｅ

結
シ
ョ
ウ

①

シ
ョ
ウ
棋
連
盟

②

水
シ
ョ
ウ

③

シ
ョ
ウ
午

④

代
シ
ョ
ウ
を
払
う

⑤

警
シ
ョ
ウ

⑥

シ
ョ
ウ
業
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キ
シ
ト
シ
ン
を
静
脈
注
射
す
る
と
不
安
症
を
軽
快
さ
せ
る
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
と
、
そ
の
刺
激
が
脳
に
伝
わ
り
、
脳
で
オ
キ
シ
ト
シ
ン
が
合
成
、
放
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

ぼ
く
た
ち
は
表
皮
も
オ
キ
シ
ト
シ
ン
を
合
成
し
、
刺
激
と
共
に
そ
れ
が
放
出
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
さ
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
、
そ
こ
に
関
わ
る
オ
キ
シ

ト
シ
ン
は
脳
か
ら
出
た
の
か
表
皮
か
ら
出
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
オ
キ
シ
ト
シ
ン
は
化
合
物
の
名
前
で
あ
っ
て
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
は
効
果
に
は
関
係
な
い
の
だ
。

人
間
の
皮
膚
は
、
人
間
が
持
つ
感
覚
の
す
べ
て
、
眼
や
耳
や
鼻
や
舌
で
感
じ
る
も
の
、
そ
れ
以
上
を
感
知
す
る
能
力
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
情
報
を
処
理
し
て
脳
に

送
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、
そ
の
情
報
を
基
に
、
脳
が
全
身
に
命
令
す
る
の
と
同
じ
ホ
ル
モ
ン
な
ど
で
、
脳
と
は
別
に
全
身
に
皮
膚
が
指
令
を
送
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
表
皮
の
指
令
が
脳
に
届
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
そ
う
だ
。
そ
う
考
え
る
と
、
表
皮
へ
の
刺
激
は
、
人
間
の
意
識
、
無
意
識
に
作
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
結
果
、
人
間
の

判
断
、
情
動
は
、
皮
膚
、
表
皮
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
い
く
つ
も
の
心
理
実
験
で
、
皮
膚
へ
の
軽
い
刺
激
、
そ
れ
が
人
間
の
判
断
に
影
響
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
生
命
が
地
球
に
現
れ
た
と
き
か
ら
、
そ
の
生
命
の「
皮
膚
」が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
か
を
顧
み
て
ゆ
く
。
そ
の
過
程
で
、
変
転
を
繰
り
返
し
て
き
た
地
球
で
、
生

き
物
に
と
っ
て
、
そ
の
生
存
の
た
め
に
皮
膚
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
1
2
0
万
年
前
に
現
れ
た「
裸
の
皮
膚
」が
人
間
に
も
た
ら
し
た
も
の
、

あ
る
い
は
、
そ
の
皮
膚
が
人
間
を
造
っ
た
こ
と
ま
で
語
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
人
間
の
未
来
に
も
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

最
初
の
生
命
の
痕
跡
は
40
億
年
ほ
ど
前
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
そ
も
そ
も
生
命
のｅ
定
義
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
菌
か
ら
人
間
ま
で
、
そ
れ

を
構
成
す
る
元
素
は
、
ま
ず
炭
素
だ
。
水
素
、
窒
素
も
必
要
だ
が
、
リ
ン
も
生
物
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
元
素
で
、
生
物
が
死
ん
だ
後
、
放
出
さ
れ
る
。

今
、
存
在
し
て
い
る
最
も
古
い
タ
イ
プ
の
生
物
は
原
核
生
物
と
呼
ば
れ
る
細
菌
だ
。
リ
ン
を
含
む
脂
質（
リ
ン
脂
質
）で
で
き
た
細
胞
膜
が
あ
り
、
そ
の
中
に
遺
伝
子
を
持
つ
。
脂
質
を

作
る
元
素
は
炭
素
と
水
素
、
酸
素
だ
。
な
の
で
、
な
ん
だ
か
丸
い
構
造
体
が
あ
り
、
そ
の
元
素
を
分
析
し
て
、
炭
素
、
リ
ン
が
見
つ
か
る
と「
こ
れ
は
太
古
の
細
菌
で
は
な
い
か
」と
い
う

こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
最
も
古
い
生
物
、
最
も
シ
ン
プ
ル
な
生
物
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
基
本
的
な
構
造
は
、
リ
ン
脂
質
で
で
き
た
膜
で
覆
わ
れ
た
中
に
遺
伝
子
が
あ
る
。
そ
れ
が
基
本
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
内
部
に
は
タ
ン
パ
ク
質
で
で
き
た「
部
品
」も
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
重
要
な
点
は
、
細
胞
膜
で
囲
ま
れ
た
空
間
で
あ
る
こ
と
だ
。
細
菌
の
細
胞
膜
に
は
移
動
す
る
た
め

の
装
置
、
エ
サ
を
取
る
、
あ
る
い
は
排
出
す
る
し
く
み
も
あ
る
。
し
か
し
ど
ん
な
細
菌
、
単
細
胞
生
物
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は「
細
胞
膜
で
囲
ま
れ
た
空
間
」だ
。

こ
こ
で
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
も
説
明
し
よ
う
。
ウ
イ
ル
ス
は
細
菌
よ
り
小
さ
い
も
の
だ
。
ウ
イ
ル
ス
の
基
本
は
遺
伝
子
だ
。
増
殖
も
で
き
る
。
細
菌
と
異
な
る
の
は
、
脂
質
膜
や
タ
ン

パ
ク
質
の
殻
で
覆
わ
れ
て
い
る
も
の
も
い
る
が
、
そ
の
中
に
あ
る
の
は
遺
伝
子
だ
け
で
、
外
か
ら
エ
サ
を
取
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
し
く
み
は
な
い
。
た
だ
、
他
の
生
物
に
く
っ
つ
き
、

遺
伝
子
を
そ
の
細
胞
の
中
へ
送
り
込
み
、
生
物
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
遺
伝
子
の
コ
ピ
ー
を
作
っ
て
増
え
て
い
く
の
だ
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
生
物
な
の
か
生
物
で
は
な
い
の
か
、
議

論
が
あ
る
。
自
分
を
増
や
す
の
は
生
物
ら
し
い
性
質
だ
。
し
か
し
ウ
イ
ル
ス
の
中
に
はｅ
結
シ
ョ
ウ
に
な
る
も
の
も
い
る
。
鉱
物
か
何
か
の
よ
う
で
、
生
物
に
は
思
え
な
い
。

ぼ
く
は
ウ
イ
ル
ス
を
生
物
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
起
源
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
る
が
、
今
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
仮
説
は
、
ま
ず
細
菌
が
い
て
、
そ
の
遺
伝
子
か
ら
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設
問
三

括
弧【
Ａ
】【
Ｂ
】【
Ｃ
】【
Ｄ
】【
Ｅ
】【
Ｆ
】内
に
そ
れ
ぞ
れ
入
る
最
適
な
語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

【
Ａ
】①

人
生

②

地
殻

③

歴
史

④

マ
ン
ト
ル

⑤

大
陸

⑥

未
来

【
Ｂ
】①

文
字
情
報

②

被
造
物

③

植
物

④

動
物

⑤

原
生
動
物

⑥

細
胞

―22―

設
問
二

二
重
下
線
部
ａ
〜
ｅ
の
漢
字
の
正
し
い
読
み
方
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

ａ

皮
膚

①

カ
ワ
イ

②

ヒ
フ

③

コ
ウ
フ

④

ヒ
リ

⑤

ヒ
ト

⑥

ヒ
フ
ウ

ｂ

前
代
未
聞

①

ゼ
ン
ダ
イ
ミ
カ
ン

②

ゼ
ン
タ
イ
ミ
シ

③

マ
エ
ダ
イ
ミ
ジ

④

セ
ン
タ
イ
ミ
モ
ン

⑤

ゼ
ン
ダ
イ
ミ
モ
ン

⑥

マ
エ
フ
リ
ミ
モ
ン

ｃ

免
疫

①

シ
ン
エ
キ

②

メ
ン
エ
キ

③

メ
ン
エ
ン

④

コ
ウ
エ
ン

⑤

バ
ン
エ
キ

⑥

ト
エ
キ

ｄ

痕
跡

①

コ
ウ
セ
キ

②

ス
イ
セ
キ

③

タ
イ
セ
キ

④

ビ
ョ
ウ
セ
キ

⑤

コ
ン
ア
ト

⑥

コ
ン
セ
キ

ｅ

定
義

①

シ
ョ
ウ
ギ

②

セ
イ
ギ

③

テ
イ
ギ

④

サ
ダ
ギ
メ

⑤

サ
イ
ギ

⑥

ド
ウ
ギ
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【
Ｆ
】①

ウ
ロ
コ

②

中
間
材
料

③

羽
毛

④

情
報

⑤

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
色

⑥

毛
髪

設
問
四

下
線
部
Ｇ
に
は「
体
毛
を
失
っ
た【
Ｇ－

1
】は
、【
Ｇ－

2
】に
、
外
の
世
界
に
直
接
、
皮
膚
を
触
れ
さ
せ
た
。」と
あ
る
が
、【
Ｇ－

1
】と【
Ｇ－

2
】に
そ
れ
ぞ
れ
入
る
最
適
な

語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

【
Ｇ－

1
】は
、
〜

①

哺
乳
類
の
脳

②

人
間
の
脳

③

人
間
の
心

④

植
物
の
体

⑤

人
間
の
祖
先

⑥

動
物
の
背
中

―20―

【
Ｃ
】①

能
力

②

手
足

③

私
見

④

討
論

⑤

ア
ー
ト

⑥

皮
肉

【
Ｄ
】①

美
術
館

②

動
物
園

③

学
校

④

植
物
園

⑤

動
物
図
鑑

⑥

地
球
科
学
館

【
Ｅ
】①

恒
温
動
物

②

両
生
類

③

節
足
動
物

④

猛
禽
類

⑤

無
脊
椎
動
物

⑥

爬
虫
類

―21―

設
問
六

括
弧【
Ｉ
】に
入
る
最
適
な
語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

最
深
部

②

最
表
層

③

不
要
な
部
分

④

角
膜
層

⑤

部
分
的
な
ウ
ロ
コ

⑥

生
態
系

設
問
七

下
線
部
Ｊ
に
は「
免
疫
系
は
ま
た
、【
Ｊ
】と
非【
Ｊ
】を
峻
別
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。」と
あ
る
が
、
括
弧【
Ｊ
】に
は
同
じ
語
句
が
入
る
。
つ
ぎ
の
中
か
ら
最
適

な
語
句
を
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

血
液

②

実
体

③

体
験

④

自
己

⑤

リ
ン
パ
液

⑥

表
皮

―18―

【
Ｇ－

2
】に
、
〜

①

睡
眠
中

②

夜
中

③

水
上

④

環
境

⑤

水
中

⑥

体
内

設
問
五

括
弧【
Ｈ
】に
入
る
最
適
な
語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

謎

②

見
本

③

道
具

④

境
界

⑤

進
化

⑥

体
毛
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設
問
十
一

本
文
の
内
容
に
一
致
す
る
も
の
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。【
完
全
解
答
の
み
正
解
】

①

人
間
が
体
毛
を
失
っ
た
の
は
1
2
0
万
年
ほ
ど
前
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

②

わ
ず
か
30
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
表
皮
は
角
層
か
ら
形
成
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

③

人
間
の
皮
膚
は
、
眼
や
耳
や
鼻
や
舌
で
感
じ
る
も
の
を
感
知
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

④

ぼ
く
は
、
地
球
に
現
れ
て
き
た
生
命
の「
皮
膚
」の
進
化
の
過
程
で
は
、
生
き
物
の
生
存
の
た
め
に
、
皮
膚
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤

ウ
イ
ル
ス
は
細
菌
よ
り
小
さ
く
、
増
殖
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

今
、
存
在
し
て
い
る
最
も
古
い
タ
イ
プ
の
生
物
は
原
核
生
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
細
菌
で
あ
り
、
リ
ン
を
含
む
脂
質（
リ
ン
脂
質
）で
で
き
た
細
胞
膜
の
外
側
に
遺
伝
子
を
持
っ

て
い
る
。

設
問
十
二

本
文
の
内
容
に
一
致
し
な
い
も
の
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。【
完
全
解
答
の
み
正
解
】

①

脳
は
、
情
報
処
理
だ
け
に
専
念
し
、
脳
が
処
理
し
た
情
報
を
基
に
全
身
に
指
令
を
出
す
の
は
皮
膚
の
役
割
で
あ
る
。

②

脳
で
合
成
さ
れ
て
、
全
身
の
状
態
を
調
整
す
る
ホ
ル
モ
ン
と
呼
ば
れ
る
物
質
の
多
く
を
、
表
皮
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
は
合
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

③

オ
キ
シ
ト
シ
ン
は
、
人
が
人
を
信
頼
す
る
意
識
の
働
き
に
は
関
係
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

④

ど
の
よ
う
な
細
菌
や
単
細
胞
生
物
も「
細
胞
膜
で
囲
ま
れ
た
空
間
」と
い
う
共
通
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

⑤

い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
る
が
、
ぼ
く
は
ウ
イ
ル
ス
を
生
物
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

⑥

ぼ
く
の
生
物
の
定
義
と
は「
外
部
と
物
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
の
交
換
が
で
き
な
い
膜
で
覆
わ
れ
、
そ
の
中
で
、
そ
の
形
を
維
持
す
る
、
さ
ら
に
は
子
孫
、
あ
る
い
は
複

製
を
作
る
機
能
を
持
つ
も
の
」で
あ
る
。
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設
問
八

括
弧【
Ｋ
】に
入
る
最
適
な
文
章
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

そ
う
は
思
っ
て
い
な
い
人
の
ほ
う
が
多
数
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

②

だ
れ
も
が
そ
う
思
っ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。

③

だ
れ
に
で
も
想
像
で
き
な
い
こ
と
は
あ
る
。

④

表
皮
に
、
知
覚
・
反
応
機
能
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
き
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

⑤

表
皮
は
防
御
機
能
以
外
の
機
能
も
担
っ
て
い
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

⑥

表
皮
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

設
問
九

下
線
部
Ｌ
に
は「【
Ｌ
】表
皮
に
は
、
触
覚
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
が
あ
る
の
だ
。」と
あ
る
が
、
括
弧【
Ｌ
】に
入
る
最
適
な
語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

に
も
か
か
わ
ら
ず

②

言
い
換
え
れ
ば

③

と
こ
ろ
が

④

む
し
ろ

⑤

し
か
し
な
が
ら

⑥

逆
に

設
問
十

下
線
部
Ｍ
に
は「【
Ｍ
】表
皮
に
は
情
報
処
理
の
し
く
み
も
あ
る
。」と
あ
る
が
、
括
弧【
Ｍ
】に
入
る
最
適
な
語
句
を
、
つ
ぎ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①

そ
う
で
は
な
く

②

も
ろ
も
ろ

③

さ
ら
に

④

と
て
も

⑤

な
か
な
か

⑥

だ
か
ら
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問　題

学
力
試
験
〔 

国
語 

〕

65



問　題

学力試験〔 数学 〕

学
力
試
験
〔 

数
学 

〕

66

総合型選抜 一般選抜 留学生入学試験 編・転入学試験

計

入学試験
（体験型）

入学試験
（作品持参
型Ⅰ期）

入学試験
（作品持参
型Ⅱ期）

公募推薦入学試験 資格推薦入学試験

入学試験
Ⅰ期

入学試験
Ⅱ期

大学入学共通テスト
利用型入学試験

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅰ期 Ⅱ期

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅰ期 Ⅱ期

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

志願者 26 3 4 8 2 5 0 15 3 16 6 5 1 6 2 102

受験者 26 3 4 8 2 5 0 12 3 16 6 5 0 5 1 96

合格者 22 1 4 4 1 5 0 8 2 9 4 4 0 5 1 70

倍率 1.18 3.00 1.00 2.00 2.00 1.00 - 1.50 1.50 1.78 1.50 1.25 - 1.00 1.00 1.37

プ
ロ
ダ
ク
ト
・

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
学
科

志願者 21 4 1 7 2 1 0 24 2 21 4 5 6 1 1 100

受験者 18 2 1 7 2 1 0 23 2 21 4 5 3 1 0 90

合格者 13 2 1 3 2 1 0 12 1 10 2 5 2 1 0 55

倍率 1.38 1.00 1.00 2.33 1.00 1.00 - 1.92 2.00 2.10 2.00 1.00 1.50 1.00 - 1.64

ビ
ジ
ュ
ア
ル

デ
ザ
イ
ン
学
科

志願者 38 12 6 21 4 3 0 29 1 34 5 11 9 3 8 184

受験者 34 11 6 21 4 3 0 28 1 34 5 10 5 2 5 169

合格者 28 5 5 13 3 3 0 15 1 17 1 8 1 2 4 106

倍率 1.21 2.20 1.20 1.62 1.33 1.00 - 1.87 1.00 2.00 5.00 1.25 5.00 1.00 1.25 1.59

映
像
表
現
学
科

デ
ジ
タ
ル

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

志願者 5 0 0 5 3 3 0 12 3 26 3 5 0 0 0 65

受験者 4 0 0 3 3 3 0 12 3 26 3 3 0 0 0 60

合格者 3 0 0 2 3 3 0 6 1 15 3 3 0 0 0 39

倍率 1.33 - - 1.50 1.00 1.00 - 2.00 3.00 1.73 1.00 1.00 - - - 1.54

映
画
コ
ー
ス

志願者 7 3 0 1 3 0 0 4 2 13 2 6 7 0 1 49

受験者 7 2 0 1 3 0 0 4 2 13 2 5 5 0 1 45

合格者 6 0 0 1 2 0 0 2 2 4 0 2 3 0 1 23

倍率 1.17 - - 1.00 1.50 - - 2.00 1.00 3.25 - 2.50 1.67 - 1.00 1.96

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス

志願者 7 2 1 0 5 0 0 7 1 18 1 21 8 0 0 71

受験者 6 1 1 0 5 0 0 6 1 18 1 17 3 0 0 59

合格者 5 0 1 0 1 0 0 3 0 1 0 10 1 0 0 22

倍率 1.20 - 1.00 - 5.00 - - 2.00 - 18.00 - 1.70 3.00 - - 2.68

ま
ん
が
表
現
学
科

志願者 25 12 3 10 9 0 0 8 2 16 2 39 16 3 0 145

受験者 23 10 3 8 8 0 0 8 2 16 2 29 5 3 0 117

合格者 21 5 3 5 6 0 0 5 1 3 1 19 3 3 0 75

倍率 1.10 2.00 1.00 1.60 1.33 - - 1.60 2.00 5.33 2.00 1.53 1.67 1.00 - 1.56

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
学
科

志願者 21 2 0 8 1 3 1 3 0 6 1 1 1 1 2 51

受験者 20 2 0 8 1 2 1 1 0 6 1 0 0 1 1 44

合格者 16 1 0 4 1 2 1 1 0 2 0 0 0 1 1 30

倍率 1.25 2.00 - 2.00 1.00 1.00 1.00 1.00 - 3.00 - - - 1.00 1.00 1.47

ア
ー
ト
・

ク
ラ
フ
ト
学
科

志願者 22 11 1 13 0 0 0 14 3 17 1 7 4 0 0 93

受験者 21 11 1 13 0 0 0 14 3 17 1 7 1 0 0 89

合格者 16 9 1 7 0 0 0 6 3 3 1 6 1 0 0 53

倍率 1.31 1.22 1.00 1.86 - - - 2.33 1.00 5.67 1.00 1.17 1.00 - - 1.68

計

志願者 172 49 16 73 29 15 1 116 17 167 25 100 52 14 14 860

受験者 159 42 16 69 28 14 1 108 17 167 25 81 22 12 8 769

合格者 130 23 15 39 19 14 1 58 11 64 12 57 11 12 7 473

倍率 1.22 1.83 1.07 1.77 1.47 1.00 1.00 1.86 1.55 2.61 2.08 1.42 2.00 1.00 1.14 1.63

区
分

学
科

2023年度入学試験結果

2
0
2
3
年
度
入
学
試
験
結
果
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※「令和5年度大学入学共通テスト受験案内」の高校コードに基づく表記です。

小樽潮陵
おといねっぷ美術工芸
室蘭清水丘
帯広柏葉
札幌開成
立命館慶祥
函館ラ・サール
北海道栄
クラーク記念国際
旭川明成
星槎国際

八戸聖ウルスラ学院

花巻南

角田
仙台南
泉館山
富谷
仙台育英学園
飛鳥未来きずな

会津若松ザベリオ学園

下館第一
牛久栄進
水城
鹿島学園
翔洋学園
第一学院　高萩校
ルネサンス
Ｓ

宇都宮北

高崎女子

筑波大学附属坂戸
松山

工芸
昭和
新宿山吹
昭和第一
北豊島
八王子学園八王子
錦城
ＮＨＫ学園

川崎総合科学
鹿島山北

新潟南
巻
村上
高田
高田北城
佐渡
新潟東
長岡英智

魚津
南砺福野

金沢桜丘

藤島
高志
羽水
丹南
金津
武生東

北海道

青森

岩手

宮城

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

箕面
柴島
吹田東
三島
旭
港
交野
清水谷
生野
河南
長野
鳳
堺東
和泉
岸和田
園芸
刀根山
西
都島工業
工芸
第二工芸
北千里
八尾北
山田
枚方津田
門真なみはや
芦間
港南造形
淀川工科
西野田工科
堺工科
佐野工科
千里青雲
堺
みどり清朋
追手門学院大手前
大阪夕陽丘学園
大商学園
賢明学院
大阪学芸
開明
関西大学北陽
英真学園
大阪商業大学
あべの翔学
好文学園女子
初芝立命館
明星
桃山学院
上宮
浪速
大阪
大阪女学院
東大谷
帝塚山学院
宣真
香ヶ丘リベルテ
四條畷学園
金光藤蔭
大阪成蹊女子
清明学院
箕面自由学園
常翔学園
大阪産業大学附属
阪南大学
大阪電気通信大学
大阪学院大学
常翔啓光学園
早稲田摂陵
向陽台
大阪商業大学堺
関西創価
大阪国際大和田
大阪青凌

初芝富田林
長尾谷
天王寺学館
ＹＭＣＡ学院
関西大学高等部
ルネサンス大阪
英風

神戸大学附属
御影
神戸
兵庫
夢野台
長田
星陵
北須磨
神戸北
神戸甲北
舞子
東灘
伊川谷
兵庫工業
神戸商業
長田商業
青雲
鳴尾
西宮北
西宮南
芦屋（県立）
尼崎（県立）
尼崎北
尼崎西
尼崎小田
伊丹北
宝塚
宝塚東
川西緑台
川西明峰
猪名川
尼崎工業（県立）
有馬
柏原
篠山鳳鳴
明石
明石南
明石北
明石西
加古川東
加古川西
高砂
松陽
小野
西脇
社
北条
三木
三木東
吉川
農業
東播工業
小野工業
西脇工業
姫路東
姫路西
姫路南
姫路別所
福崎
香寺
龍野
赤穂
上郡
佐用
山崎
千種

兵庫

姫路工業
姫路商業
飾磨工業
太子
八鹿
生野
但馬農業
洲本
津名
洲本実業
淡路
西宮今津
宝塚西
相生
東播磨
葺合
摩耶兵庫
西宮東
伊丹（市立）
明石商業
姫路
琴丘
飾磨
尼崎稲園
須磨東
加古川北
網干
明石清水
高砂南
三木北
須磨友が丘
西宮甲山
川西北陵
加古川南
神戸高塚
明石城西
播磨南
姫路飾西
伊川谷北
北摂三田
三田西陵
兵庫県立大学附属
六甲アイランド
西宮香風
三田祥雲館
豊岡総合
武庫荘総合
国際
芦屋国際
科学技術
神戸工科
神戸鈴蘭台
淡路三原
龍野北
須磨翔風
尼崎双星
琴ノ浦
神港橘
姫路聴覚特別支援
神戸市立工業高専
甲南
神戸海星女子学院
松蔭
神戸龍谷
神戸第一
啓明学院
神港学園
神戸山手女子
親和女子
神戸学院大学附属
神戸村野工業
神戸常盤女子
神戸星城
神戸野田

敦賀気比

駿台甲府
日本航空

須坂
上田染谷丘
諏訪清陵
諏訪二葉
大町岳陽
つくば開成学園

岐山
麗澤瑞浪
帝京大学可児

沼津西
富士
焼津中央
磐田西
浜松北
浜北西
静岡県西遠女子学園
聖隷クリストファー
オイスカ

千種
瀬戸
刈谷北
豊田西
豊田東
豊橋東
工芸
春日井東
豊田北
江南
名古屋大谷
安城学園

神戸
津西
松阪
宇治山田
四日市四郷
久居

八日市
草津東
比叡山

桂
東宇治
綾部
福知山
工業
西舞鶴
峰山
紫野
農芸
京都学園
京都先端科学大学附属
花園
東山
洛星
京都文教
京都精華学園
京都共栄学園
福知山淑徳
京都芸術大学附属

大阪教育大学附属平野
東淀川
池田
桜塚

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

志願者高等学校一覧　※2021年度～2023年度 

志
願
者
高
等
学
校
一
覧
／
出
身
学
科
／
出
身
地
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育英
滝川
須磨学園
兵庫大学附属須磨ノ浦
愛徳学園
神戸国際大学附属
園田学園
百合学院
報徳学園
仁川学院
甲子園学院
夙川
芦屋学園
三田学園
三田松聖
蒼開
姫路女学院
日ノ本学園
賢明女子学院
東洋大学附属姫路
市川
神戸弘陵学園
滝川第二
神戸国際
第一学院（養父校）
相生学院
ＡＩＥ国際

奈良
橿原
桜井
高田
高円
帝塚山
奈良大学附属
天理教校学園
育英西
奈良学園登美ヶ丘
飛鳥未来

向陽
星林
海南
耐久
田辺
神島
新宮
和歌山（市立）
和歌山（県立）
近畿大学附属新宮

八頭

奈良

和歌山

鳥取

倉吉西
米子西
米子
米子工業
鳥取敬愛
鳥取城北
米子北

松江北
松江農林
三刀屋
出雲
出雲工業
大田
出雲北陵
石見智翠館

岡山朝日
烏城
岡山操山
岡山工業
岡山東商業
倉敷青陵
倉敷工業
西大寺
高梁
岡山一宮
倉敷古城池
総社南
岡山後楽館
高梁城南
山陽学園
就実
明誠学院
関西
岡山学芸館
清心女子
金光学園
岡山白陵
吉備高原学園
鹿島朝日

広島観音
広島国泰寺
広島皆実
廿日市
五日市
広
呉三津田
尾道東
世羅
府中

島根

岡山

広島

福山明王台
庄原格致
三次
日彰館
基町
福山
広島井口
安芸府中
神辺旭
祇園北
沼田
大崎海星
総合技術
広島みらい創生
修道
安田女子
広島女学院
山陽女学園高等部
広島工業大学
盈進
福山暁の星女子
近畿大学附属広島（福山校）
尾道
広島三育学院
銀河学院
並木学院

熊毛南
光
山口中央
萩
新南陽
下関北
高水
山口県桜ケ丘
野田学園
宇部フロンティア大学付属香川
サビエル
精華学園

城南
小松島
富岡西
鳴門
阿波
徳島市立
徳島北
海部
生光学園

三本松
高松東

山口

徳島

香川

高松工芸
高松商業
高松南
坂出商業
丸亀城西
善通寺第一
観音寺第一
高松西
高松北
香川中央
小豆島中央
英明
高松中央
大手前丸亀
香川県藤井
尽誠学園
香川誠陵

愛媛大学附属
三島
新居浜東
北条
松山南
松山工業
東温
伊予
済美
未来

高知東工業
高知追手前
高知小津
高知工業
伊野商業
中村
高知商業
土佐
高知
高知学芸
明徳義塾

ひびき
東筑
宗像
筑紫丘
修猷館
福岡講倫館
朝倉
真颯館
西南女学院
敬愛
福岡大学附属大濠

愛媛

高知

福岡

福岡大学附属若葉
筑陽学園
沖学園
福岡工業大学附属城東
福岡舞鶴
九州産業大学付属九州

佐賀西

長崎工業
諫早
鳴滝

人吉
九州学院
熊本学園大学付属
勇志国際
一ツ葉

大分舞鶴
大分工業
大分鶴崎
鶴崎工業
佐伯鶴城

本庄
宮崎大宮
都城工業
宮崎日本大学
日章学園九州国際

指宿
川内
鹿児島
鹿児島修学館
屋久島おおぞら

小禄
宜野座
陽明
宜野湾
沖縄尚学
昭和薬科大学附属
ヒューマンキャンパス
Ｎ

佐賀

長崎
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大分

宮崎

鹿児島

沖縄

北海道

青森

都道府県別志願者数
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埼玉

山梨

福島

茨城

新潟

長野岐阜滋賀京都
兵庫山口

鳥取

大分

宮崎

福岡

熊本

岡山

島根
佐賀

長崎

沖縄

広島
奈良大阪

三重和歌山

静岡愛知

富山 栃木群馬

千葉
東京神奈川

 四国 4.7%

中国 7.8%

北信越 2.0%

近畿 60.8%

海外・その他 1.4%九州・沖縄 3.8%

関東 15.5%

東海 2.1%
北海道・東北 1.9%
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志願者の出身学科  2017年度志願者の出身学科  2021～2023年度 志願者の出身学科  2017年度志願者の出身地  2021～2023年度

総合学科、
教育関係　11.6% 普通科　74.8%

電気関係　1.1%

繊維工業関係　0.1%

造園関係　0.2%
建築関係　2.4%

デザイン関係　3.9%

大検・高卒認定等　0.3%

美術工芸関係　4.9%

インテリア関係　0.6%

家政関係　0.1%
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